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    　　　プロローグ


    



    「わたし、着やせするんだねって、よく言われるんです」


    　いま俺はビーチパラソルの下で、水着姿のとんでもない美少女と向かい合っている。


    「ねえ拓たく也やさん、着やせってどういう意味なんですか？」


    「へ……？」


    「わたし、わからないんです。どういう意味なのか教えてほしいんです」


    　ここは常とこ夏なつの楽園だ。ざざーん、ざざーん。足もとには一面の白い砂。抜けるような青空の下でソーダ色の海が陽光をまぶしく照り返してる。


    　美少女の名は、ななかさん。


    　言いたいことはいろいろあるが、とりあえず高校生とは思えない着やせっぷりだ。白ビキニ。椅い子すに座ってそのビキニより生白い脚をおしゃまに組みながら、テーブルに肘ひじをついてストローをくわえてる。レモンスライスのささったジュースからストローは二本生えているが、俺にはまだそれをくわえる心の準備ができてない。


    「あー、着やせの意味は、服を着てるとやせて見えるってことだと思うんだが……」


    「そうなんですか！」


    　ななかさんはびっくりしたように目を大きくして、口に手を当ててうつむく。


    「わたし、傷ついちゃいます……」


    「え。な、なんで？」


    「だって服を着てるとき、やせて見えるってことなんでしょう？　それって実際は太ってるってことじゃないですか。……脱ぎぶとり！　えーん。わたし太ってなんかないですぅ。これでも大好きなケーキとか控えてるんですよぅ？」


    「あ、ああ」


    　なるほど。たしかにそういう意味にとらえられなくもないな。


    「ち、ちがうんだ。そうじゃねえ。着やせっていうのはそういう悪い意味じゃなくてだな。なんて言ったらいいのか。えーっと、そのぉ」


    「わたし、絶対太ってなんかないです。拓也さん、さわって確かめてください！」


    「は……？」


    　いまなんとおっしゃいましたか。


    「さわって確かめてください、拓也さん。どうぞですっ」


    　えいっ。そう言って両手を前で組み、きわどい前傾姿勢になりながら、俺のほうに身を乗り出してくるななかさん。


    「ち、ちょっとっ？」


    　お、おおお俺は太ってるなんてひとことも言ってないんだが！


    「ご確認お願いします。どうか確かめてください！」


    「んなこと言われても！」


    　ぷるりんっ。緩かん慢まんに近づいてくるななかさんの白い水着姿。やっべ。まともなときなら俺はすぐさま飛びすさり、そんなことしちゃいかぁんと声を大にして叫んでいただろう。


    　だがしかし。


    　いまはさわっても許されるかもしれん。


    　ちょぴっと。ちょっちだけなら。


    「俺はさわってもいいのかもしれんぞ……？」


    　だって、これ夢だから。


    　ななかさんは現実にはいないんだからな！


    　うむ。


    　たしかにななかさんというのは俺の初恋のひとである。ひと目ぼれ。ぞっこんＬＯＶＥというやつで、毎晩のように夢に出てくるんだが、実のところ二次元のひとだ。もともとはマンガのキャラクター。それがメディアミックスされてアニメやら小説やらフィギュアになった。どんなメディアに登場するときでも、こんなふうに優しくて、可愛かわいくて、ほんの少し天然系で、あ、ちなみにギャルゲーにもなってます。……いいの！　ひとを好きになるのに二次元も三次元も関係ねえんだよ！
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    　そんな逆ギレ気味の空そら耳みみはさておき、しつこく言うがこれは夢である。現実の存在じゃないなら多少のことは許されたっていいはずだ。


    「じ、じゃあ、ななかさん」


    「なんですか？（にこっ）」


    「……さわってみてもいいですか？」


    「はいですっ」


    「じ、じゃあ、ほんのちょっとだけ……」


    「うふ。遠慮なさらないでください。わたしたち二次元の女の子はみんなあなたのために存在するんですよ？　思いっきりやっちゃってください。たーんと召しあがれっ♪」


    　コクンと喉のどを鳴らし、俺はひとさし指をタッチペンみたいにおずおずと近づけていく。その指先がななかさんのぷりっとした白い肌にふれた瞬間──。


    



    「ウホッ」


    



    「……なんだいまの声っ？」


    　悪お寒かんとともに目が覚めた。


    　ちょ。なにこれ。


    　そこは常とこ夏なつの楽園なんかじゃねえ。


    　俺が座っていたのは、がたんごとん揺れ動く電車の座席だ。そして隣で意味ありげな目つきをしているのは、おいおいおいおい？　つなぎを着た体格のいいオッサンである。どうも俺は電車の中で居眠りをしていたらしい。なんともはや、寝ぼけて隣にいたオッサンの乳首にタッチしてしまったのだ！


    「うれしいことしてくれるじゃないの」


    「ひっ？」


    　オッサンは不敵に微ほほ笑えむと、宙にとどまり固まっている俺の指をつかむ。ぐいっと胸もとの肌があらわになっている部分に当てて、じじじじ……。うぉきゃああああぁっ？　俺の指がオッサンのつなぎのファスナーをおろしていくぅぅぅ！


    「こんなところでモーションかけてくるなんて、ずいぶんと大胆なんだな」


    「ちょ！　ちがうっす！　俺ちょっと寝ぼけてて！」


    「ふうん。ガマンできなくなったってわけだ」


    「ちがいます！　まちがえただけ！」


    「じゃあ、その『まちがい』ってやつをとことん楽しませてもらおうじゃないの」


    「ちょ、おま！　カンベンしてよぉ～！」


    　助けを求めてみたが、ほかの乗客は路上にぶちまけられた吐と瀉しや物でも目にしたようにサッと顔をそらし、あろうことかそそくさと隣の車両に移っていく始末。孤こ立りつ無む援えんであった。


    　日曜の昼下がり、電車のなかで俺の貞てい操そうはひどくばかばかしく奪われようとしている。


    　アーッ！


    　そんなとき俺の前にしゃきんと誰かが立った。


    「やめなさいっ」


    　女の子だった。


    「あなたたち、こんなところでいったいなにやってるんですか！」


    　視界が涙でにじんでよく見えねぇ……。だけど、どっかで見たことのある美少女だ。さっき見たばかりみたいな気もするぞ。つーか、俺は夢でも見てるのかぁ？　ごしごし目をこすってみて俺の驚きよう愕がくに拍車がかかる。


    　俺を助けにあらわれたのは、現実にはいないはずの美少女。


    　ななかさん！


    　……に、瓜うり二ふたつだったのである。


    　つーか、どういう偶然だ？　いったいこの子は何者なのよっ？　日曜日だってのに、ななかさんと同じ聖エトワール女学院の制服を着ているっ？


    　俺の狼ろう狽ばいには目もくれず、美少女は凛りんとした態度で親指を立てて、ゆっくり首をかっ切る仕し草ぐさをしてみせた。それから親指をクイッと床に向けて、


    「そりゃあなたたちは熱々でラブラブでプラスなのかもしれませんけどね。ほかのお客さんの迷惑になりますでしょ。電車内での性行為はつつしんでくださいよ！　あてられちゃいます！　せめて電車降りてハッテン場まで行ってからにしてくださいっ！」


    「……」


    　なんか誤解されてる気がした。


    「あ、いや、そうじゃねえよ。俺はべつに」


    「はーい。言い訳はしなくていいですよー」


    　完全に誤解されていた。


    「お、俺は男が好きなわけじゃねえ！」


    「いやですね、言い訳はしなくていいですってば。わたしは単にマナーについて注意しただけ。セクシュアリティのことを非難したわけじゃないですぅー。あ、むしろそういうことについての理解はあるつもりなんですよ？　うふ」


    「や、そんな意味ありげな目くばせされても」


    　このひと、見た目はななかさんにそっくりだけど、性格は微妙にちがうっぽいな。


    　呆あつ気けに取られる俺の横でつなぎのオッサンが立ちあがる。


    「おいおい、なんだいお嬢ちゃん。いいところで横よこ槍やり入れてきちゃって。……ははァん。こりゃあ俺たちの仲を引き裂こうってハラだな？」


    「ちがいます」


    「油揚げをかっさらうトンビってやつか」


    「ちがいます」


    「だったら問答無用だ！」


    　ひとの話をてんで聞かないやつであった。


    　オッサンは美少女を威い嚇かくするみたいにヒュンと拳こぶしを一振り、それが彼女の肩をかすめていく。おおかたそれでびっくりして怖おじ気けづくと思ったんだろうさ。ところがだ。美少女はにやりと笑って、拳を頰ほおにくっつけるような格好をする。


    　な、なんだぁ？　そのまま８の字を描くように頭を振り始めた。


    　俺の記憶が正しければ、これってたしかデンプシーなんとか──。


    「へえ。見かけによらず、けっこうやるみたいじゃないの」


    「うふ。フリッカージャブを見せられたら、こちらもこれくらいはお見せしないと」


    「いいぜ、そんじゃかかってきな。カマン！」


    「ベールチーズ！」


    　なんじゃそら。


    　ともあれ、突如として始まる電車内での拳闘ボクシング。ひゅんひゅんひゅん。美少女は軽快なフットワークでつなぎのオッサンを翻ほん弄ろうする。


    「……ぬおっ？」


    　オッサンは驚き、とまどっている。


    「へえ。こいつぁ意外にすばしっこいじゃないの」


    　オッサンは距離を取ろうとした。


    　しかし、まわりこまれてしまった！


    　まさか目の前の美少女がこれほど敏びん捷しようだとは思ってなかったんだろうよ。オッサンは目に見えて狼ろう狽ばいし、そこに美少女はうまく付け入った。オッサンの両足の付け根の部分、まあなんというか、体の一部分だけを的確に狙ねらいすまして、


    「オラオラオラオラオラオラララ！」


    　時が止まった理由は単に俺がその迫力にたまげていたからだ。


    　このななかさんそっくりの美少女、半端ねぇ。


    　まじパネェ。


    「『オラ』コンボ……」


    　かすれた声で思わずつぶやいてしまう俺。どうしてこうなった。助けられておいてなんだが、電車内でボクシングするほうがよっぽど迷惑だろうよ。だってほら、隣の車両の窓からのぞいてるみなさんの表情、なんかドン引きしてますし。


    「と、とにかくいい加減にしろっ」


    「キャ？」


    　俺は軽快に動きまわる美少女に必死の思いで組みつく。


    「なにするんですかっ？　どういうプレイですかっ。わたし、いちおう女なんですが！」


    「こんなところでそんなに暴れんな！　いいからもちつけ！　ついでに俺は女のほうが好きだから！」


    「……両りよう刀とう遣づかいっ？」


    「やかましい！」


    　そのときの俺はもう無む我が夢む中ちゆうだった。いや、五ご里り霧む中ちゆうと言ったほうが正しいかもしれないが、とにかく後先考える余裕はまったくなかったのさ。タイミングよく電車が駅に着いて、俺はでえぇいっとドアの外に飛び出す。


    　絶賛片思い中の二次元の女の子。


    　ななかさんによく似た謎なぞの美少女といっしょにな……。
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    　　　　　　１


    



    　俺の名前は秋あき葉は拓たく也や。ごく平凡な高校一年生である。


    　ちょっとオタクっぽく思われそうな名前だが、あー、べつに俺はオタクではない。


    　まあ、たまにギャルゲーをやったりはするものの……ほら、そういうのってあれだろ。俺くらいの普通の男子ならみんなやってることだろ。俺はエロゲーはやらんし。ギャルゲーはエロゲーとはちがうもんだからな。


    　あとはアニメをいろいろ見たり、二次元の女の子がたくさん載のってるコミック誌なんぞを買ったりする。フィギュアを買ったり、いろんなイベントに行ってみたりもするが。


    　ははは、これもみんながやってることだ。ぜんぜん普通だろ。


    　うそだと思うなら、ちょっとネットを見てみればいい。


    　ほら……みんなやってんでしょ？　これくらいは常識なんですよ。


    　というわけで、俺はべつにオタクではなかった。ちょっとアニメとかゲームが好きなだけのいたって平凡な十五歳の男子なのである。


    　そんな俺がいまいちばんハマってるのは『ななかｔｏラブ』というラブコメマンガ。ファンのあいだでは『ななラブ』と略されている。それに出てくるヒロインが最高なんだ。


    　んー……そうだな、少しだけなれそめを語らせてもらおうか。あ、キモいやつだとか思わないでくれよ。これはあくまでも常識の範囲内のことなんだからな。


    　それは俺がまだ中学生だったある日のことである。


    　兄貴が会社から見本誌を持って帰ってきた。


    「ただいま」


    「乙おつカレー」


    　俺の兄貴は趣味を追求しているうちにいつの間にやら職業にしてしまった幸運な人物だ。いわゆる本物のオタクってやつである。美少女がたくさん載のってるマンガ雑誌の編集者をしていて、新しい雑誌ができたとき、たまにこうやって家に持ってくることがあるんだが、


    「拓たく也や、ちょっと見てくれないか」


    「なにさ？」


    　兄貴がヒョイと雑誌の表紙を掲かかげてみせる。


    　──その瞬間、世界は息を止めちまった。


    　理屈も道理もどっかにすっ飛ばして、俺はひと目で恋に落ちていたのさ。


    「ふっ。気に入ったようだな、拓也」


    「あ……う、ああああウウウウ」


    　恋の魔法にかかったせいか、そのときの俺はガクガク体を震ふるわせるばかりで、ろくに返事もできやしなかった。ああ、それくらい可愛かわいい女の子が表紙に描かれてたんだよ。


    「拓也も気に入ってくれたなら、この新連載、リーチするかもしれん」


    「あああああウウウウウ（ガクガク）」


    　それが俺の初恋の女の子なのである。


    　ななかさんという。


    　特に苗みよう字じらしきものはない。


    　その号から新連載として始まった『ななラブ』のメインヒロインで、性格良し、見た目良し、成績優秀、純粋無む垢くなぶっちゃけチート気味の超人だ。


    　長いサラサラの髪に、顔の半分以上をしめる大きな瞳ひとみ、その奥では星ほし屑くずがきらめき、肌は透すけるように真っ白で、制服のスカートはどんな強い風が吹いても完全にめくれあがることはなく──まあ要は上品だってことなんだが、それよりなにより性格がいい。


    　まあいちど読んでみれば誰でもわかるんだが。


    　や、なんつーか超がつくほど優しいんだよ、ななかさんは。


    　設定によれば天使の血をひいてるらしく、困ってるひとを助けずにはいられない。学園で困ってる男子（なぜかこのマンガでは必ずオタクの男子）がいれば、すぐに駆けつけて救ってあげる。いやはや、こういうのってほんとの意味で最高の美少女だろ？　だからアニメ化もされたし、ゲームにもなった。当然だな。いろんなグッズにもなったし、俺はそれらのほとんどを持っている。中学一年生のころからだから、三年越しにして永遠の片思いってとこか。


    　ああ、そのとおり。


    　俺が電車のなかで出くわした美少女は、そのななかさんにそっくりだったのさ。


    　ぱっと見はな。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    「さっきはありがとうございました」


    「え？」


    「お礼が言いたくて」


    　ううむ、俺はなにか礼を言われるようなことをしただろうか。


    「わたし、あやうくあのひとの人生をめちゃくちゃにしちゃうところでした。あなたが止めてくれなかったら、たぶん確実に……。反省です。わたし、困ってるひととか悪事とかほっとけないタチなもので、ついやりすぎちゃうんです。頭にカッと血がのぼって、とんでもないことをやらかしちゃうんです」


    「あ、ああ……。そうなのか」


    　なにはともあれ、ずいぶんと正義感が強い女の子だったらしいな。


    「ま、まあそんなに気にするなよ。礼を言うのはこっちのほうさ。もしも助けてもらわなかったら、俺はいまごろきっと……」


    「腹ん中がパンパンだぜ」


    「うるさいよ！」


    　全力でつっこんでしまう。


    「わたしは、あなたの心の声を代弁してあげただけなんですが」


    「俺の心の声はそんなんじゃねえ！　つーか代弁しなくていいよ！」


    「お手洗いに行くなとおっしゃいますか」


    「それ大便！　ウンコするなって誰が言ったよ！」


    「イヤーン……」


    　美少女は小指を立てながら手で口を押さえて、


    「女の子の前でウンコだなんて、わたし、恥ずかしいですぅー……」


    　こいつ。


    　見た目こそ半端ねぇ美少女だが、性格はちょっとばかし変わってやがる。


    　俺とななかさん似の美少女は駅のベンチに並んで腰かけていた。


    　つなぎのオッサンから逃のがれたあと、美少女は「ついカッとなってやった。いまは後悔している」とボーカロイドみたいな口調で言い、どう返せばいいのか逡しゆん巡じゆんしている俺にヒラヒラ手まねきしながら「へへへ。座りませんか」とベンチに誘ったのである。まあ、とにもかくにも俺は助けてもらったわけだし、素直にホイホイついていった。


    　で、さっきからふたり並んでお喋しやべりに興じているのだが……。


    「すみません。ついからかっちゃいました。怒ってますか？」


    「いや、べつに怒っちゃいないが……」


    「そうだ！　おわびに！」


    　美少女はにこにこしながら自前のポーチに手をつっこむと、ゴソゴソまさぐる。


    「うめえ棒は何味がお好きですか？」


    「へ……？」


    　うめえ棒だと？


    　見ればポーチのなかには色とりどりのうめえ棒がぎっしりつめこまれている。おおお、こうして見ると壮観っつーか……なんか異様だな。コスメグッズも財さい布ふも携帯もなんにも入ってねえ。なかにあるのは本当にうめえ棒だけ。よっぽどの好物だってことなんだろうが、


    「あー、最近あんまり食ってないけど、そうだな。俺はたこやき味が好きかな」


    「たこやき味？」


    「ああ、たこや」「なにがタコだ、コラたこやろう！」


    「……」


    「なにがタコだ、コラたこやろう！」


    「なにこら、タコこら！」


    「なんタコラ！」


    「タコララ！」


    「ララタコ！」


    「うるせえよ！」


    　まったく。こんな問答につきあってあげる俺もノリがいいやつだぜ。


    「すみません。つい悪ノリしてしまいました……。あいにく、たこやき味は持ち合わせがないんですよ。それ以外なら何味がお好きでしょうか？」


    「あー、たこやきなかったのか。だったらそうだな。メンタ」「メンタイ味！」


    　美少女は俺の言葉を最後まで聞くことなくメンタイ味のうめえ棒を取り出し、「ふーん。そうですか、そうですか、そうですか♪」とつぶやきながら、ビリリッと袋を破って、


    「しゃくっ」


    　自分で食った。


    「しゃくしゃくしゃくしゃく」


    「……」


    「もぐっ。おーいし♪　メンタイ味はわたしも好きですよ」


    「ふ、ふうん……」


    　そりゃあべつにいいんだけどよ。


    　なんだよ、俺にくれるんじゃなかったのかよ。


    「きゅ？　辛ぁっ！」


    　と、いきなり口を両手で押さえて、美少女は細い脚をバタバタさせる。


    「どうしたっ？」


    「ぇぷっ、けぷっ？　辛い粉が気管に入っちゃいましたあ！」


    　あんだとぉ？


    「うぇぷっ、あぁーん！　辛いー！　辛いですぅー！」


    「ったく、なにやってんだ、ばかたれ！　ち、ちょっとだけ待ってろっ。そこの自販機で飲むもの買ってきてやるから！」


    「粉ジュースお願いしますぅ！」


    「ねえよ！」


    



    



    「こぷこぷこぷ……プハー！」


    「どうだ。だいぶマシになったか？」


    「まずーい、もう一杯！」


    「そう言うと思ったぜ。ほれ、もう一本買ってある」


    「あら、気がきくじゃないですか。おーい」


    「お茶！」


    「いやですね。それくらいでうまいこと言ったって顔しないでくださいよ。うめえ棒食べたあとだからって」


    「おまえがうまいこと言ってんだろうが！」


    「そうですね」


    「む……」


    「お茶のおかわり、ありがとうございますっ、はあと」


    　素直にペコリとお辞じ儀ぎをして、美少女は天使のようにあどけなく微ほほ笑えむ。


    「ん、うむ……」手のひらを返したようにいきなり素直になった美少女になんだか俺はとまどってしまい、明後日あさつてのほうに首を向けながらうめいた。「どういたしまして」


    　やれやれ。


    　やたらとはっちゃけたり、意味不明なジョークを飛ばしたり、唐とう突とつに素直になったりと、ほんと態度がコロコロ変わりやがるぜ。どういう性格してるのかさっぱりわからん。まあ現実の女の子ってのは得てしてこういうもんなんだが……。


    　現実？


    　ふと俺の頭に美少女と会ったときのいちばん根源的な気持ちが茶柱よろしくプカプカ浮きあがってきた。


    　そうだ。この女の子は『ななラブ』のななかさんにめちゃくちゃよく似てやがるんだ。


    　ふつう初対面の相手にまちがってもそんなことは指摘できないが、いやはや、こんな偶然ってあんのか？　実のところ、ななかさんの好物もうめえ棒なのさ。（商標の問題で作中では『ンめえ棒』という安易なネーミングに変わっているが）……んでもって、ピンチに巻きこまれたオタク男子を助けたあとは、いつも秋葉原のオタショップの前でンめえ棒をもちゃもちゃとハムスターっぽく頰ほお張ばっている。


    「あ、あのよぉ……」


    「こぷこぷこぷこぷ、プハー！　なんですか？」


    　わたしのくちびる──ぷるぷるしてますか？


    　そんなセリフが頭に浮かびそうなくらい常じよう軌きを逸いつした美少女フェイスをわずかにかたむけて、間近で俺を見ているリアル世界の女の子。


    　言えねえ！


    　俺は必死に自分をおしとどめた。


    　絶対に言うわけにはいかねえっ。初対面の女の子に対して「きみはアニメのヒロインにすごくよく似ているねえ！　そっくりだよぉぉ！」なんてこと。……言ったが最後だ。


    　人間失格・秋あき葉は拓たく也や。


    　そんな烙らく印いんを押されてしまう。二次元と三次元を混同するのイクナイ！


    「あ、あー……せっかく知り合えたんだから、できたら名前を教えてもらえねえか？」


    　苦しまぎれに俺はそんな質問をした。


    「わたし、七な菜な香かっていいます」


    「なんだって？」


    「わたしの名前は白しら雪ゆき七菜香です。理解したかドウー・ユー・アンダスタアン？」


    　こくこく。


    　つっこむ余裕もないくらい俺は驚きよう愕がくしていたのである。


    「わたしのことはお気軽に七菜香って呼んでくださいな。で、あなたのお名前はなんとおっしゃるのです？」


    「俺は……」


    　ぶんぶん頭を振って正気を取り戻した。


    「俺の名前は秋葉拓也っていうんだ」


    「アキハ・タクヤさん？」


    「ああ」


    「へえ。とっても素敵な名前じゃないですか。……略してアキタク！」


    「略すなよ！」


    「ていうかさー。ぶっちゃけー」


    「ちょ、待てよ！　なんの真ま似ねしてるんだよっ？」


    「アキタク！　へへへへ！」


    　ものすごく含みのある目つきをしながらほくそ笑んでいる。


    　なんなんだこいつ、マジでよくわからん性格だな……。


    　まあ性格のことはさておき。


    　謎なぞは深まるばかりである。


    　……どういうことなんだ？　ひょっとしたら俺はダンプカーにでもはねられて、いまわの際きわにやばい幻覚を見ているだけなのかもしれん。だが幻覚になら質問していいもんだろうか？　怒られんだろうか？　白しら雪ゆき七な菜な香かと『ななラブ』のななかさんはどういう関係なのかと。あなたはもしかして二次元人の生まれ変わりなんでしょうか？


    「どうかしたんですか、アキタク？　表情がずいぶん鬼き気き迫ってる気がしますけど」


    「そりゃたぶん光の加減でそう見えるだけだと思うぜ。ほんと今日はいい天気だな。つーか、アキタクって呼ぶなよ」


    「おっす、おらアキタク！」


    「自分で名乗るのもだめだ！」


    「けちですぅー」


    　日曜の午後のまったりした陽光。なんというか、そいつがよくない。ちょいとばかし危険な考えにまったりと拍車をかけていく。うおォン、俺はまるで人間ソーラー発電所だ。質問してもいいんじゃねえのか？　こんなに太陽がまぶしいんだから、少しくらい突飛な質問をしても咎とがめられないのではないか。


    「ひ、ひとつ訊きいてもかまわないか……？」


    「はい。なんでしょう」


    「お、俺を異常なやつだと思わないでほしいんだが」


    　決定的な言葉を口に出そうとしたそのとき、唐とう突とつにポケットのなかで震ふるえるものがあり、俺はハッと我われに返った。携帯がブブブブブブブブブ！


    　液晶に表示されている名前を見て、俺の背中はゾワッと寒くなる。


    　電話に出た。


    「もしもし……？」


    『ちょっと拓たく也や！　いま何時だと思ってるのよっ！』


    　きいいいんと響くばかでかい声。右耳がツブされた。


    　やれやれ、そうだったぜ。アクシデントが続いてすっかり忘れていたが、俺はクラスの友達と買い物に行く約束をしていたのである。電車で待ち合わせの場所に向かう途中だった。


    　俺はチラリと腕時計に目を落とすと、携帯をゆっくり左手に持ち替えて、


    「二時十五分」


    『そうよ。ちなみに約束の時間は何時だった？』


    　俺は質問にはできるだけ物おじせずはっきり答える。聞き返されるのはやっかいだ。


    「たしか二時」


    『は？　たしかってなによ』


    「二時……」


    『聞こえない。もっと大きい声で言いなさい！』


    「まちがいなく二時でした！」


    　聞き返されまくりの俺だった。


    「……悪かったよっ。ちょっとしたトラブルに出くわしちまってさ。べつに寝すごしたとかそういうわけじゃねえんだ。なんだか知らんが電車のなかで変態にからまれちまってな」


    『変態って。……ぷっ！』


    「な、なに笑ってやがるんだよ」


    『拓たく也やのばーか。言い訳ならもう少しセンスのいいやつ考えなさいよ。道を歩いてたら空からいきなり美少女が降ってきたとか、ほかのひとのお弁当のなかにアジフライを仕込んでて思わず時間を忘れちゃったとか、ほかのひとのお弁当のなかにアジフライを仕込んでて思わず時間を忘れちゃったとか、大事なことだから二回言いました』


    「大事じゃねえよ！」


    『だがそれがいい！』


    　意味がわからん。そりゃ要するに大事じゃねえってことだろうが。


    『いいからさっさと来なさい』


    　千ち比ひ呂ろは聞く耳もたずといった調子である。


    『急がないとひどいんだからね。いまから五分遅れるごとにいやがらせを加えるわよ。それもとんでもなく恥ずかしいやつ。ふふん、わたしの想像のなかの拓也にバニーガールの格好させてやるわ。それからプラカードを持たせて校庭をたっぷり練り歩かせてやる！』


    「なんてことするんだ！」


    　やめてくれ！


    『いやなら死ぬ気で急ぐこと。わかったわねっ』


    　言うだけ言うと千比呂は一方的に電話を切っちまった。


    　やれやれ。現実世界の女の子ってのはこれだから困る。せっかちここに極まれりってやつさ。折しもタイミングよく電車がホームに入ってくる。


    「わりぃっ。俺、もう行かないと！」


    「え？」


    「もっといろいろ話をしていたいんだが……このままだと俺はバニーガールにされちまうんだよ。うかうかしていられん」


    「バ、バニーガールゥ……？」


    「そ、そんな目で見ないでくれ。俺はべつに頭のねじがはずれたわけじゃねえ」


    「はあ。なんだかよくわからないですけど、わたしはここの駅なんでー」


    　あせりと名な残ごり惜しさに両腕をひっぱられながら、俺は電車に乗りこんだ。ドアが閉まって電車が走りだし、窓ガラスの向こうでは美少女が腕組みしながら首をかしげている。次第に遠ざかるその姿を眺めつつ、俺はアメリカドラマの役者のように額ひたいに手を当てた。


    　これでいい。


    　そう。


    　これでいいんだ……。（アメリカドラマの吹き替えみたいな声で）


    　訊ききたいことは訊けなかったが、俺は人間の尊厳をしっかりと守り通したのだから。


    



    　　　　　　２


    



    「たっきゅーん！」


    　待ち合わせ場所にたどりつくと、十と紀き乃のが俺に向かって片手をあげた。


    「たっきゅん！　たっきゅん！　たきゅきゅん！　たきゅたきゅ！　おたっきゅううん！」


    「悪い悪い、遅くなっちまったよ。反省してるから名前は普通に呼んでくれないか」


    「らじゃーであります！」


    　自衛官みたいに敬礼ポーズ。


    「でもでもたっきゅん、へーきだった？　痛くなかった？　千ち比ひ呂ろちゃんに聞いたけど、変態さんに『奪われ』ちゃったんでしょ！　かわいそう！　でもだいじょーぶ！　十紀乃はぜんぜん気にしないよ！　ちゃんとたっきゅんのことお婿むこさんにもらってあげるからね！　なむなむなむなむ！」


    「拝むな拝むなっ……。俺はなんにも奪われちゃいないっつーの」


    　この妙にテンションが高いのは常盤ときわ十紀乃という。


    　ケンシ○ウという名の弟がいて、あだ名はトキ……だったりすることはないが、屈くつ託たくのない大きな瞳ひとみに、明るい色のやわらかい髪、同い年なのに背たけは俺の半分くらいしかないという、見た目ロリ系の美少女だ。俺の幼なじみである。やたらとなれなれしいのはそのためであって、べつに特別な感情があったりはしねえ。向こうもそう。マンガやアニメの幼なじみなら表面的には反はん目もくしつつも、心のなかじゃ憎からず思ってたりするもんだが、現実はそうじゃねえからな。からかっているだけなのである。


    「ところで千ち比ひ呂ろは？」


    　俺はあたりをキョロキョロ見まわす。今日は二人であいつの買い物につきあう予定だったのだが、どこにも見当たらんぞ？


    「千比呂ちゃんはいま化粧室だよーん！　すぐに戻ってくるって言ってたびょーん！」


    「なんだトイレか」


    「大かな？　小かなっ？」


    「……女の子がそんなことを言っちゃいかん」


    「なにが出るかな？　なにが出るかなっ？」


    「……女の子がそんなことを気にしちゃいかん」


    　ったく。言いかたを変えればいいってもんでもないでしょうよ。


    「あいつ下げ痢り気味なのかな？」


    「……た、たっきゅう～ん。十と紀き乃ののこと止めといて自分で言わないでよう」


    「こいつは失敬！」


    



    　しばらくして千比呂が戻ってきた。


    　サラサラのロングヘアを頭の左右で結ゆわえて、習字の筆で空中にためし書きをしたみたいにそのまま垂たらしている。勝ち気な表情のどことなく小悪魔っぽい美少女だ。自身の忍耐力よりはるかに短いスカートから伸びた脚が、憎たらしいほど元気よく動いている。


    「拓たく也や、ようやく来たのね！」


    「遅くなって悪かったよ」


    「わたしたち、ものすごく待ったのよ。まったく。かんじんなときに役に立たないなんて、拓也ってまるでオトコのアレみたいね」


    「おまえにオトコのなにがわかるんだよ！」


    「くすくすくす。やだ、オトコのナニですって」


    「……」


    　千比呂は少しばかり痴ち女じよっぽい性格をしているのだった。


    　やれやれ。どうしてこう俺のまわりにはまともな性格の美少女がいねえんだか。まあ現実だからしょうがないんだけどさ……。


    　千比呂は諦てい観かんまじりの俺の深呼吸を黙殺すると、それはさておきと咳せき払ばらいした。


    「役者もそろったことだし、そろそろ買い物に出かけましょうか？　十紀乃はちょっと行きたい場所があるみたいだから、拓也はわたしについてくるのよ」


    「なんだよそれ」


    「遅刻したひとに拒否権は無ーし！」


    「それじゃあとのことは頼んだよだよだよー」


    「だよだよって……十と紀き乃のはひとりでどこ行く気なんだ？」


    「アニメショップ♪」


    　北は北海道から南は沖縄まで、全国に店舗を誇る業界最大手のアニメチェーン店の名前を十紀乃は告げた。


    「せっかく都会まで出てきたんだから、やっぱ立ち寄らないわけにはいかないよ！　そんでＢＬ本を買いまくらないと！　きゃほー！　お店を出るときは紙袋を両手にいっぱい持っているはずだから、千ち比ひ呂ろちゃんのお手伝いのほうはよろしくねー！　ハッピー、うれピー、よろピくねー！　にゃーにゃーにゃにゃにゃーにゃーにゃにゃーにゃにゃにゃにゃー」


    　ええい、なんの歌なのだそれは。


    「ホントは、たっきゅんにもついてきてほしいけどー」


    「ううむ。ついていってやりたいのはやまやまなんだがな……」


    「たっきゅんはオタクじゃないもんねー」


    「すまん……」


    　どうせいつもの乙おと女めロードをめぐるんだろう。前に一度ついていったことがあるが、オタクじゃない俺にとっては『執しつ事じ茶屋』とか『やおいの森』とか『やおだらけ』をはしごする荒あら行ぎようは少々きつかったぜ。


    「それじゃ、あとで合流しましょう。四時にそこの喫茶店でどう？」


    「いいよーん！　そうしましょー」


    　やれやれ、いいように仕切られちまっている。


    「ほら来なさい。拓たく也やはわたしにつきあうの。いっぱい荷物持ちさせてあげるんだから」


    「うれしくねぇっす……」


    「ばーいばーいきーん」


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　俺は千比呂に連れられていくつかの店をまわった。


    　それは仲間を集めつつ海賊王を目指す少年の航海みたいに長い旅であり、俺なら海賊王よりハーレム王になりたいところだが……いや、こんなことを考えるのは少々傲ごう慢まんかもしれん。俺のような小市民は身の程ほどをわきまえて、せめてハーレム貴族くらいにしておかないとな。秋あき葉はハーレム。うむ！　どことなく貴族的な響きが感じられる。


    「お次はここよ」


    「なんだここ？」


    「ランジェリーショップ♪」


    「ちょ、待てよ！」


    　抵抗したがムダだった。千ち比ひ呂ろはメチャ強引な性格をしてるだけじゃなく、メチャ腕っぷしが強い。俺はずるずるずるーと無理やり店内にひきずりこまれ、ちくしょう、なんてこったい。中にはもちろん男子なんぞひとりもいねえ。大勢の女性客にじろじろ見られて、いたたまれないにもほどがある。


    　だが千比呂はめっぽうごきげんだ。


    「ふふふふふふふふん、可愛かわいい下着がいっぱいあるわねっ」


    　店内の壁にはきらびやかなランジェリーが大量に飾られている。目が、目がぁー！　まぶしくてとてもまともに見ていられん。千比呂はヒラヒラした白いナイティを手にとると胸の前にかざし、これ見よがしに俺に微ほほ笑えんだ。


    「ねえねえ、拓たく也や。これってわたしに似合ってる？」


    「あ、あああ……どうなんだろうね」


    「なんかお気に召さないみたいね？　あー、そっか！　拓也は可愛い系よりもセクシー系のほうが好きなのか。エッチねえ」


    「エ、エッチじゃねえよ！」


    「いいのよ、隠さなくて。男の子だもん。拓也はああいうのが好きなんでしょ？」


    　おいおいなにをする？


    　千比呂は俺の両肩に手をかけ、体の向きをぐいっと変えやがる。視線の先ではマネキン人形が気取ったポーズをとり、黒いネットストッキングをガーターベルトで留めていた。


    「ねえ、拓也」


    「あ、あんだよ……」


    「わたしがああいうストッキングをはいてたら、拓也はどう思う？」


    「ど、どうって……べつにどうも思わんが」


    「脱ぎたてをかぶってみたくない？」


    　クラッ──。


    「わたしが脱いだばかりのやつを頭からかぶって、覆ふく面めん超人みたいにヒョ～～～！　ってやってみたくない？」


    　俺は激しいめまいをこらえつつ、


    「なんてこと言うんだ！」


    「だって拓也、そういうの好きそうに見えるんだもん」


    「なにを言う！」


    「ほら、なんかエッチな妄想をたっぷりためこんでそうなタイプっていうか。ねえ、正直に言っちゃいなさいよ？　かぶってみたいんでしょ？　正直に打ち明けたら、拓也にだけは特別にかぶらせてあげなくもないわよ？」


    「な、なんだとぉ……」


    「いいのよ。この世界は拓たく也やにだけは特別なふうにできてるのよ。かぶらせてあげる。その代わりにねえ……この場で俺はオタクだよーって大きな声で言いなさい」


    　うわ。


    　これだよ。


    　これが現実ってもん。これが俗にいう現実の女の子のやりかただよ。


    　俺はくちびるをギリッと嚙かみしめ、ツツーッと血の筋を垂たらしながら、


    「かぶってたまるか……」


    「エ？」


    「たとえおでこに肉って文字を書かれても俺はかぶらねえ。……かぶったりしねえよ！（少年マンガの熱血ヒーローみたいな口調で）女の子相手にそんな失礼なことできるかってんだ。それより千ち比ひ呂ろ、おまえはちょっとばかり冗談がすぎると思うぜ。そうやっていつもいつも俺をからかいやがってさ。面白いのかよっ？」


    「チョー面白い」


    　ズルッ。


    　俺にとどめを刺すつもりか、千比呂はゴスペルシンガーみたいな声で歌うように、


    「拓也はぁっ、拓也はぁっ、むっつりスケベで素敵なオタクの男の子ぉっ」


    「やめてくれ！」俺はあたふた。「頼むからやめてくれぇぇぇっ」


    「じゃあやめてあげる」


    　ホッ……。


    「ね、どきどきした？」


    「まったく千比呂、おまえはまるで悪魔みたいな女の子だっ！」


    　ここに来る前に会った、あの『ななかさん』そっくりの美少女の爪つめの垢あかをそのまま飲ませてやりたいぜ。あの子はやりかたはどうあれ、俺をウホッのひとから救ってくれた。だが千比呂はどうだい。俺をもてあそぶことばかり考えてやがる。ひでえ女の子もいたもんだよ。


    



    「ところで、今日の買い物のテーマはなんなんだ？」


    　ランジェリーショップを出てから、俺は気になってたことを千比呂に訊きいた。


    「いろんなところをぶらついたかと思いきや、いきなりその……こんなもん買ってみたりさ。なんかミョーにとりとめがないっちゅーか、無む節せつ操そうにもほどがあると思うんだが」


    「無節操でもいいじゃない。わたし、ちょっとデート気分を味わいたかったのよ」


    「すまん。騒音のせいで聞き取れなかった。もっかい言ってくれ」


    「パンがなければお菓子を食べればいいじゃない。わたし、ちょっと女王さま気分を味わいたかったのよ」


    「あんだってぇ？」


    「今日の買い物の目的は拓たく也やを辱はずかしめること！」


    　千ち比ひ呂ろは勝ち気な瞳ひとみを細めて、


    「素敵なオタクの拓也にいやがらせして、めいっぱい困らせて、泣くまでいじめてやりかったのよ。公衆の面前で恥をかかせてやりたかったの。これが今日の買い物のテーマよ。わかってもらえた？」


    「……残念だが、俺はオタクじゃねえのさ」


    　半なかば呆ぼう然ぜんとなりながら、うめくように俺は言う。「この悪魔め！」


    



    　ぼんやりと思い出す。


    　悪魔のような美少女、千比呂と俺が出会ったのは四月の始業式のことである。といってもべつに大した出会いではない。たまたまクラスで席が隣どうしだっただけであって。


    「よろしくね、秋あき葉は拓也くん」


    　初対面のとき、千比呂はそう言ってアニメのお姉さんキャラのように妖よう艶えんに微ほほ笑えんだ。半端なく魅力的だった。ひえー、現実世界にもこんなすっげえ美少女がいたんだな……。俺の目からはウロコが落ち、だがその性格を知ってからは、ウロコはふたたびビッシリ貼はりついた。入学して二週間ほど経たった放課後のこと。なにかにつけてベタベタつきまとってくる千比呂に、もしかしたらこいつ俺のことが好きなんじゃねえのかなと、それとなく訊きいてみたのがまずかったのさ。


    「な、なあ千比呂。どうして俺にこんなに仲良くしてくれるんだ？」


    「知りたい？」


    「ああ。教えてくれよ……」


    「いいわ、教えてあげる」


    　千比呂はあっけらかんと言った。


    



    「ちょっとオタクっぽいから」


    



    　マジでぶったまげた。


    「自分じゃ気づいてないみたいだけど、拓也ってすこぉしオタクっぽいのよね。わたし、そういうひとに目がないのよ。うっふっふ♪　自分で言うのもなんだけど、わたしって日本でも五本の指に入るものすごい美少女じゃない？　だから、なんていうんだろ……。普通の男子には飽きがきちゃってるわけよ。少しオタクっぽいっていうところが胸をキュンとさせるわけ。わかってもらえるかな、こういう気持ち？」


    「わからん……」


    　俺は愕がく然ぜんとしながら、ぷるぷる首を振る。


    「なにがなんだかさっぱりわからん！」


    　俺はべつにオタクじゃねえよ。


    　きみがなにを言ってるのか、わからないよカヲルくん！


    「わたし、珍味って意外に好きなんだけど。あれ。拓たく也や、怒っちゃったの？」


    　俺は全身全霊をふりしぼり、ピクピクピクピクひきつる笑顔をどうにか浮かべて、


    「……怒ってなんかねえさ。要するに千ち比ひ呂ろは俺を馬ば鹿かにしたいわけだろ？　オタクじゃない俺をオタク扱いして、からかいたいわけだよな？　はは、だったら勝手にすりゃあいい。俺はまったく気にしないってばよ、サスケェ」


    「あらあら、拓也ってわたしが思ってた以上に……」


    　千比呂はくちびるに指を当ててなにやら考えていたが、やがてパッと笑顔になり、


    「大した奴だ！」


    　俺はガクンとよろめきながら、


    「なん……だと……？」


    「はいはい。それじゃ勝手にさせてもらうわね♪」


    　悪魔のような美少女、仙せん元げん千比呂とはそのようにしていまにいたるのであった。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　さてさて、お買い物は無事に終了。


    　四時になって俺たちは十と紀き乃のと喫茶店で合流した。


    「おお」


    　十紀乃はなんだこりゃと言いたくなるくらい、たくさんの紙袋を両手にさげてあらわれた。スーパーフラットなキャラたちが紙袋の表面から一ミリの瑕か疵しもなくこっちに微ほほ笑えみかけてやがる。ＢＬ関係だけじゃなく、そこには『ななラブ』のななかさんもいた。ううむ、さっき会ったばかりのような気がするのがマジ不思議でたまらん。二次元と三次元じゃどう見てもちがうはずなのに、一瞬ほんとにそこにいるものとかんちがいしそうになる。


    「ふーん！　それはそれは！」


    　こっちの話を聞いた十紀乃が大げさに両手をひろげて驚きのポーズをする。


    「たっきゅんってば辱はずかしめられちゃったんだ！　きゃわいそー！」


    「こ、こらっ！　声がでかいんだよ十紀乃。俺はまだなんにもされちゃいねえっ」


    　俺たちは窓ぎわのテーブルにつき、各自ドリンクを注文。千比呂はそれに加えて特製のおでんを頼んでいる。


    「ほんとはもっといっぱいいじめてやりたかったんだけどね」


    「ふざけんな。俺はいじめられてなんかねえ」


    「知ってる？　それ、いじめられっこの常じよう套とう句くなのよ」


    「言わせたのはおまえだろっ」


    「お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつ至し極ごく♪」


    「褒めてねーっつの。だいたいなんでそんなに小声で話してるんだよ？」


    「やあねえ。声がでかいって言ったのは拓たく也やじゃないの」


    「そりゃ十と紀き乃のに言ったんだよ」


    「あっそ」


    　いきなり声を大きくし、ふんぞり返って葉巻のようにチクワをくわえる千ち比ひ呂ろ。


    　こいつ……。ふてぶてしいにもほどがあるっつーか、ほんと小悪魔じみた性格してるよ。


    「うっふっふ。なんにしても楽しい一日だったわね」


    「うん！　そーだね！　楽しかったし、いまから帰れば五時半からのアニメも見れるね！」


    「やれやれ」


    　俺は十紀乃の足もとに置かれた紙袋のイラストについと視線を向ける。千比呂よりもずっと強く、その二次元スマイルは俺の目をひきつけるのだった。


    　ななかさん。


    　……あの子はいったいなんだったんだろうな？


    　電車内で俺を助けてくれた二次元から抜け出してきたような美少女、白しら雪ゆき七な菜な香かにまた会うことはできんもんだろうか？　紙袋を見つめながらずいぶん強くそう思っている自分に気づき、俺はなんだか当惑した。


    



    　　　　　　３


    



    　翌日の俺は、授業が終わるとそそくさと教室を出た。


    　駅で切符を買い、きのう買い物したばかりの街へ向かう。音楽プレイヤーのイヤホンを耳にはめて、甲かん高だかい女性ボーカルのグルーヴにひたりながら（あのピーカラホイが♪）、電車に揺られていた。ううむ、自分でも自分がなにをしたいのかよくわからん。


    　この路線を往復していればまたあの子に会える……。


    「いやいや」


    　さすがにそんな都合のいいことを考えていたわけじゃねえよ。俺は現実主義者だからな。


    　もちろん会うことができたらうれしいが、やっぱ世の中ってのはゲームとかアニメとはちがうし、そんなことはわかっていながらもそうしないではいられないという、あー、なんて言えばいいんだ。たとえるならこの気持ちは道路の白いところだけを踏んで歩くランドセルボーイみたいな。まあ一種のおまじないみたいなもんだよ。なんかいいこと起こったら儲もうけものって感じなのさ。


    「さぁて、と」


    　やがて電車が駅にたどりつくと、俺は改札には向かわず反対側のホームまで歩いた。


    　そして時を遡そ行こうする少女のように出発した駅に逆戻り。ははは。もちろん帰りの電車でもなにも起こらず、ただ意味もなく電車に揺られていただけ。あぁこれこそが現実なのさ。こいつは実に現実的な現実だ。どんだけ可愛かわいい女の子でも一日に平均五回はトイレに行くみたいに抜け目のないリアリティをそなえてやがる。


    　そんな現実にあらがうように俺は翌日の放課後も電車に乗った。


    　しかし　なにも　おこらなかった。


    　次の日の放課後も電車に乗った。


    　しかし　なにも　おこらなかった。


    　次の日の放課後も、


    　しかし　なにも　おこらなかった。


    　次の日の、


    　しかし　なにも　おこらなかった。


    　次、


    　しかし　なにも「うおおおおおおおおおおおぉぉーっ」


    



    　それを　すてるなんてとんでもない！


    



    　とりあえず俺は地面に投げ捨てたモラルと常識を拾い直した。


    　日々は無む為いにすぎていく。やがてあれが本当のできごとだったのかさえ、はっきりしなくなっていく。やれやれ、俺は夢と現実を混同しちまったのか？　あるある……ねーよ。摩ま訶か不思議なしこりだけが残され、ははは、そんな自分が笑えるぜ、まったく……。


    



    　　　　　　４


    



    　それからすぐの日曜日のこと。俺は兄貴の勤めている出版社に行くことになった。


    　十一時すぎに電話がかかってきたせいである。


    『プロント（もしもし）？　通話中』


    「いやいや、通話中じゃねえって」


    　休日出勤をしたはいいが、肝心かなめの仕事道具を家に忘れてきたという。やれやれ。兄貴の部屋のドアを開けると、たしかに机の上にマンガのラフスケッチみたいなもんが置きっぱなしだ。届けてくれたら昼食になんでも好きなものをおごると言われて、


    「ったく、しょうがねえな……」


    　俺はそれを小こ脇わきに抱えて、鼻血が出るほどの全力ダッシュで駅へと走った。


    



    「ん、意外に早かったな」


    「そうかい？（ぜーはーぜーはー）」


    「まあ、とりあえずなかに入って待っていてくれ。昼食に出る前に少しばかり片付けなきゃならないことがあるからな」


    「え、入っていいのか？（ぜーはーぜーはー）」


    「かまわない。俺のほかにも何人か出勤しているやつがいるが、持ちこみにきた漫画家のふりをしていれば、まちがいなくそんなふうに思われる」


    　そっかあ。セキュリティ、ざるなんだ。


    　俺は兄貴に先導されて、おずおず編集部内に足を踏み入れる。


    



    「おお！」


    　編集部はたぶん一般人にとってはちょいとばかし危険な場所であった。


    　壁という壁にポスターやらイラストやらが貼はられており、そのなかでマンガのキャラたちが[image: ]はつ剌らつとひしめいているんだが、[image: ]剌としすぎてて目がチカチカする。夏に公開される劇場版『ななラブ』のポスターも貼ってあった。ううむ、帰りに剝はがして持って帰りたいが……いやいや、俺はオタク大将軍じゃねえんだぞ。庶民は歯を食いしばってガマンの子だ。


    「あのへんで待っていてくれ」


    　パーティションで囲まれた小部屋のようなスペースを指さされ、俺はそこの椅い子すに座って兄貴を待つ。『ななラブ』の特大のポスターを指をくわえながら見ていると、不意にうしろから可愛かわいらしい声がした。


    「どもー。粗茶ですがー」


    　どんがらがっしゃんことフランクな感じにテーブルに置かれる茶ちや托たく。ばちゃっとグリーンティーのしぶきが飛び、


    「うわっ、かかった？」


    「アイムソーリー。とんだ粗そ相そうを」


    　顔をあげるとお茶を持ってきてくれた人物と目が合い、ドクン！　心臓が強く打った。


    「え……？」


    「はて……？」


    　おいおい、こいつはどういうことなんだ。


    　俺はノックもなしに息子の部屋に入ってきて見てはいけないものを見てしまった母親のように口をぱくぱく。お茶を運んできてくれたのは、なんたることか、こないだ電車で第一次接近遭そう遇ぐうした美少女──。


    　そう。ななかさんにそっくりのあの七な菜な香かだったのさ！


    「お、おまえはあのときの！」


    「どちらさまでしょうか？」


    　すってんころりん。


    「いってえええ……。ちくしょう、なんでこんなところにバナナの皮が置いてあんだよ」


    「ところでこいつはわたしの猫さ」


    「猫のことなんか話題にしてねえ！　つーかお前が置いたのか！」


    「イグザクトリィ（そのとおりでございます）！」


    　もう……ジョジョネタは……やめて……。


    「冗談ですよ、冗談っ。ちゃんと覚えてますから、滂ぼう沱だの涙を流さないで、アキタク！」


    「ちょ、待てよ！　おま、その呼びかたやめろっ」


    「はーい」


    「へ？」


    「わかりました。やめますぅー♪」


    「……」


    　な、なんだよ、いきなり素直になりやがって。拍ひよう子し抜けしちゃうじゃねえか。


    「う、うむ……。まあわかったならべつにいいんだけどよ」


    「で、アキタク。今日はどうしてこんなところにいらっしゃったので？」


    「わかってねえじゃねえか、アキタク呼ぶなっ！　つーか、それを訊ききたいのは俺のほうなんだぜ。そっちはなんだってこんなところにいる？」


    「ムッハァァー！」


    「わけのわからん反応はよせ」


    「うふふ。すばやいつっこみありがとうございます」


    「礼を言われることじゃねえさ。俺のつっこみはライトノベルの主人公にだって負けんよ」


    「ぴぴー、はいイエローカード！　意味不明なこと言わないでくださいねー。それはさておき、わたし実はここでバイトしてるんです」


    「へ？」


    「コネがあるもので、わたし、中学時代からここでずっとバイトしてるんですよ」


    　な、なんと……。


    　白しら雪ゆき七菜香はななかさんシリーズを作ってる出版社でアルバイトをしていた？　するってーと、こいつはつまりその、ええと……どういうことになる？


    　知恵をふりしぼっていると兄貴がやってきた。キョトンとした顔で俺を眺めながら、


    「やっちまったか」


    「へ？　なに言ってんの兄貴って……お、おわわー？」


    　あわてて兄貴の視線の方向に顔を向けて見てはたと気づく。まいったぜ。俺の股こ間かんのあたりには先ほどグリーンティーをこぼされた染しみがじわぁぁぁっとひろがっていたのさ。


    　そして白しら雪ゆき七な菜な香かが甲かん高だかい声で言った。


    「やあねえ。おとうさん！　またお味み噌そ汁こぼして！」


    「おまえなあ～……！」


    「へへへ。ごめんなさい、アキタク。いま拭ふいたげますぅー♪」


    「ふうむ」兄があごに手を当てて、「白雪くん。きみ、うちの弟と知り合いなのか？」


    「え。弟さん？」


    　白雪七菜香はハッとしたように俺と兄貴の顔を交互に眺める。


    　それから「弟さん、弟さん、弟さん」と九九でも唱えるようにつぶやき、ひゅーうと口笛を吹いた。薔ば薇らのツボミを思わせるくちびるをほころばせ、二次元美少女もびっくりの大きな瞳ひとみできゅぴーんと目くばせしながら、


    「ええ。知り合いです。わたし、このかたに何度も何度も数え切れないくらいたっぷりつっこまれちゃいました！」


    「ちょ、おま……！」


    　ぺろっと舌を出す白雪七菜香。俺は入れようとしたつっこみをどうにか飲みこんだ。なるほど、そいつはたしかに事実にはちがいないさ。もうつっこんでやらんけどな。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    「しかし世間ってのは意外に狭いもんだな。まさかきみたちがそういう関係だったとは」


    「誤解しないでくれよ、兄貴。俺とこいつの関係はぶっちゃけ」「肉体関係」


    「横から口出すなあああああ！」


    「とまあ、こんなふうにボケたりつっこまれたりする漫才芸人的な関係なわけです」


    　きれいにまとめられてしまった。


    　もうつっこまないと決めたはずの俺なのに……。やれやれ。そんな自分が悲しいよ。


    「ズビ・ズバー！」


    　白雪七菜香はサイクロン掃除機も顔負けのいきおいでスパゲティをすすっている。


    　不意にぴちょんとソースが俺のシャツに飛んだ。


    「……」


    　俺は服についたその染みを無言で眺めた。


    　しばらく見ていた。息を吸ったり吐いたりしながら見ていた。そこから黒い火が出るくらい気合いを入れて見ていた。鼻び孔こうをひろげて歯を食いしばりながら一いつ心しん不ふ乱らんに見ていた。


    「あー、おいしいおいしい！」


    　白しら雪ゆき七な菜な香かは俺の様子など一いつ顧こだにせずスパをすすり続けている。


    「食べないならそれもらいますねー」


    「ちょ、待てよ！　それ俺のコロッケ」「はむ！」


    「あーーー！」


    「もむもむもむもむもむもむもむもむもむもむもむもむもむもむもむ」


    　にこにこ笑顔で咀そ嚼しやくしております。


    　あれから俺たちは近くのファミレスに移動した。兄がなりゆき的に白雪七菜香をランチに誘い、白雪七菜香のほうもそれを二つ返事で承諾したのである。


    　おいしい食事をしながら会話もピンポン玉のようにはずむ、となるのが理想だったのだが、あいにくはずみすぎて俺の忍耐力は半はん死し半はん生しようだ。あともう少しでプツンと脳の太い血管が切れちまいそうな気がするが……それはまあいい。兄貴がつらつら語ってくれた白雪七菜香に関する情報をまとめるとこんな感じである。


    　七菜香さんは兄といっしょの職場でバイトしている高校生だった。


    　そして『ななラブ』に登場するななかさんは、実在の人間であるところの白雪七菜香をモデルにして創作されたキャラクターだったのだ。


    　なんでもたまたま居合わせた漫画家が彼女にインスピレーションを刺激されたらしい。軽い気持ちでイラストを起こし、ネームを出したらとんとん拍びよう子しに企画が通り、ほんとに二次元化されちまった。だからまあそっくりなのは当然なのである。むしろ似てないほうがおかしい。要するに、ななかさんは七な菜な香かさんだったのさ！

  


  [image: ]


  
    「まあ実際には『ななラブ』だけじゃないんだが」


    「どういうことよ、兄貴？」


    「いや、なんと言ったらいいのか。うちの雑誌っていわゆる普通のマンガ雑誌とはちょっとちがうわけだろう？　ストーリーより美少女の描かれかたが重要というか、むしろそれさえあれば殿にはご満足いただけると言うべきか。掲載作品のほとんどが美少女キャラを立てることのみに最適化された、テンプレに添う内容となっている」


    「そだね」


    　まあ俺はそういうのが好きなんだけど……。


    　うむ。やっぱ世の中、王道がいちばんだよ！


    「で、ここだけの話だが」


    　そのわりにまったく声をひそめていない兄貴である。


    「うちのマンガのヒロインは、そのほとんどが多かれ少なかれ白しら雪ゆきさんをモチーフにしているんだ」


    「え……？　マ、マジすか」


    「まじです」


    　七菜香がキリッとした顔でうなずく。


    「わたし、オタクの男のひとに好かれやすいみたいで、いろんなかたにしょっちゅう声をかけられるんですよ。普通の男のひとは尻しり込ごみしちゃって話しかけてくれないんで、ぶっちゃけなごませてもらってます。で、ここだけの話（またここだけの話か、と言ったら無視された）ギブアンドテイクにオタクの男のひとが好きそうなポーズしながら、デッサンのモデルとかしてあげてるわけですよ」


    「オタクの男が好きそうなポーズって……どんなんだよ？」


    　七菜香はおもむろに立ちあがると、ぐっと腰を落とし、かー、と低いうなり声をあげながら両手のひらの付け根を合わせた。かーめー○ーめー……いや、それたしかにオタクの男子が好きそうなポーズではあるが、


    「とりあえずそれ、ぜんぜんここだけの話じゃないじゃん」


    「ＨＡ？」


    「かめ◯めＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！」


    　顔を見合わせてほがらかに笑い合う七菜香と兄貴。どういう神経してやがるんだ……。やっぱこういう職場で働いてるひとの感覚ってちょっとちがうんだろうな。ノリに微妙についていけんわ。


    



    　やがてテーブルに置かれた皿は、あらかたきれいになった。


    「ふう。スパゲティって腹にたまるよな。脳から血が吸い取られる感じがするよ」


    　殺さつ伐ばつとしたことを言いながら兄貴は腕時計に目をやり、


    「さてと。俺はそろそろ会社に戻るが、きみたちはどうする？　デザートに洋よう梨なしのシャーベットでも食べていくのかな」


    「いえいえ、わたしも戻ります。資料の整理、まだ終わってないもんで」


    　なんだよ、意外に仕事にはマジメなんじゃねえか。……まあ、いい加減にやってたらバイト代に関わるだろうからな。


    「拓たく也や、おまえはどうする？」


    「おまえはどうするって……俺ひとりが残ってデザートを食べるっつーのはなぁ。そいつはいくらなんでもシュールすぎるだろ」


    「そうか？　俺はよくひとりでケーキバイキングに出かけるが」


    　バーイキング、と兄貴はノリノリで不思議な歌をうたった。意味がわからん。


    　はてさて、俺たちは店の外に出た。


    　兄貴と白しら雪ゆき七な菜な香かはふたたび会社に向かい、俺はビルの前でふたりを見送る。七菜香はちらちら何度もこちらを振り返っては舌を出したり、鼻を指で押さえてブタみたいにしたり、意味不明のアピールをしていた。ったく、なにがやりたいんだか。


    　しょうがねえな。


    　お返しに俺も得意技をやってみせる。


    　クルリと七菜香に背中を向けて、大きく海え老び反ぞりになり、あかんべえをするのさ。逆さまになっているから、ベロは力強く天に向かう……そんな芸術性の高いスキルだ。名づけて逆さベロ出し！


    「ぶっ？」


    　ぶははははははははははははははははははははははははは！


    　路上に両膝ひざをつき、手のひらでパンパン地面を叩たたきながら、呼吸困難を起こす寸前といった風ふ情ぜいで笑いころげる七菜香と兄貴。……ううむ、そんなに爆笑されるとは思わなんだよ。胸がチクチクかすかな痛みをおぼえる。そんな自分がちょっとだけ不思議だった。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　夜の九時すぎに兄貴が家に帰ってきた。


    　俺はいつのまにか眺めていた『ななラブ』の限定クリアファイルをあわてて机のなかにしまい、階段をおりてリビングに向かった。


    「おかえり兄貴ぃ。兄弟ラーメン食う？」


    「いや、外で焼きそば食ってきたからいいよ」


    「そっか。仕事は進んだか？」


    「まあまあってところだな」


    「……あの子のほうは？」


    「あの子？　なんだおまえ、白しら雪ゆきさんのことが気になるのか？」


    「気になんかしてねえよっ！　ただちょっと……なんとなく訊きいてみただけ」


    「ふむ」


    　兄貴はあごをつまんで天井を眺める。


    「まあ、白雪くんは白雪くんで、なにやらいろんなことをしていたようだが」


    「いろんなことじゃわからねえよ兄貴。もう少し具体的に言ってくれないと」


    「コピーを取ったり、資料を分類したり……」


    



    　その夜、俺はずいぶんと夜遅くまで白雪七な菜な香かの話を聞いた。どこに住んでるのとか、なんて学校に通ってるのとか、手帳にくわしくメモをとりながら、兄貴が辟へき易えきして、もうカンベンしてくれと言い出すまで聞いちまった。はは、なにやってんだかな、俺。それにしてもあいつ、お嬢さま学校で有名な私立白しろヶが峰みね女学院に通っていたとは……。『ななラブ』のななかさんとそっくりの制服着てたのは、聖エトワール女学院の元ネタが白ヶ峰女学院だったってことか。


    「じゃ拓たく也や……。俺はもう寝るし……。リビングの電気は消しといて……」


    「あ、いや俺もそろそろ寝るから」


    　部屋に戻った。


    　それから俺はパソコンを起動して、少しばかり『ななラブ』の同人ゲームをプレイしようとしたのだが……。


    　マウスを握ったまましばらく息を吸ったり吐いたりしていた。


    　最終的にはアイコンをダブルクリックすることなくシャットダウン。


    「いかんいかん」


    　なにがいかんのかは自分でもよくわからん。俺は布団にもぐりこみ、するとすぐに安らかな眠りが訪れて、ところがどうしたことか、今度はあのやろう夢に出てきやがる。夢のなかでもやっぱり七菜香は不可解なことばかりして俺をまどわせてくれた。


    　ちくしょう、なんだってんだよ。ったく。


    



    　　　　　　５


    



    　翌日、月曜の教室で、俺は一日じゅう心ここにあらずという顔をしていたらしい。


    　そんな顔をする要因はべつに思い当たらんのだが、十と紀き乃のに放課後そんな指摘をされた。


    「ねーねーねーねー！　なんか悩みごとでもあるのー？」


    　十紀乃はうしろから俺の首に手をまわし、ムニムニと幼女のようにまとわりついてくる。


    「こ、こら！」


    　いくら幼なじみだからってここは学校なんだぜ。ほかのみんながモケーレ・ムベンベ（ＵＭＡの一種）でも見るような目を俺に向けてるから、ちっとは自じ重ちようしてくれ。やわらけえんだからよっ。


    「いーじゃんケチー」


    「ケチの使いかたがまちがってると思うんだが……」


    「ケチン坊将軍！」


    「パカパッパカパッパカパッパカパッ……」


    「ケチン坊将軍！」


    「テレテー、テッテッテッテー♪　ってなに言わせんだよ！」


    「きゃはきゃは！」


    　ええい、なにが面白いんだか。


    　まあ、橋から転げ落ちてもおかしい年ごろってことなんだろうさ。


    「それはそうと、たっきゅん。これからどっか遊びにいこーよ！　誰にだって水色気分なときはあるんだからさー！　憂うさ晴らしにアニメショップに行ってぱーっと散財しちゃおうよ！　きっとスカッとするよー？」


    「はは。気持ちはありがたいが、べつに俺は憂さがたまってるわけじゃねえよ」


    「そうなの？」


    「おうさ。俺はいつもと同じだよ」


    「ふーん……？」


    「ふんふんふーん♪」


    「「犬のふんっ」」


    　俺と十紀乃はたがいに指をビシッと向け合ってにやりと笑う。あー、幼なじみの特権というか、これは十紀乃と俺のあいだでだけ通じる符ふ牒ちようである。意味は「ノープロブレム」みたいなもん。要はなにも心配いらないってこった。


    「俺はもう少ししてから帰るよ。気をつけて帰りな」


    「うん！　わかったよー！　そんじゃ、ばいばーい！　ふんふんふーん……」


    「「犬のふん！」」


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　それから一時間後、俺は私立白しろヶが峰みね女学院のそばの電柱の陰で校門のほうを眺めていた。


    「……」


    　電柱にはなぜか吉よし田だ専用というラクガキがしてあるが、意味わかんねえ。俺は吉田じゃなくて秋あき葉はだっつーの。


    　とはいえ、しかし。


    　どうしてこうなった？


    　俺はなんでまた都心のはずれの白ヶ峰女学院なんぞに来ているのだ？


    　いや、べつに理由はない。ぼんやりしていたらいつのまにか昨夜メモっておいたこの場所に足が向いていたのである。いやはや、この調子だと俺はいつかマグロ漁船の甲かん板ぱんで目を覚ますことになるかもしれんと思って苦笑すると、校門から出てくる七な菜な香かの姿が見えて、


    「あっ」


    　俺の心臓はＰＯＭ！　と強く打ち、高揚感が無む双そう乱らん舞ぶしながら頭のなかを駆けめぐる。俺のなかの諸しよ葛かつ孔こう明めいが羽う扇せんからビームを撃ちまくり──。


    「え？」


    　だけど待て。


    　……なんかおかしくねえか？


    　七菜香の様子はちょっと普通ではないぞ。校門を出てすぐの茂みのそばに屈かがみこみ背中をまるめている。ぴくりとも動かんのさ。ぜんぜん立ちあがる気配がねえ。


    　ま、まさかハラでも痛いのか？


    　俺はあわてて電柱の陰から飛び出した。


    



    「七菜香っ！」


    「しーっ」


    　振り返らずに七菜香は背中でそんなふうにおっしゃる。しーっ？


    「あ、えっと、七菜香……。いったいなにやってんだ？」


    「見ています」


    「なに見てる」


    「うちの父です」


    「あ？」


    　なに言ってんだと思いながら俺は首を横に向けてみる。そして、


    「うわっ？」


    　……ひゅ～う、驚いたぜ。


    　うずくまった七菜香の視線の先には、あにはからんや、ばかでかいヒキガエルがいやがったのさ。可愛かわいい緑色のやつじゃねえよ？　そいつは「カエルさんまじパネェっす！」と言いたくなるぐらい茶色くて巨大極まりないやつ。って、ちょっと待て。


    「うちの……父……だと？」


    「はい。これがわたしのおとうさんです。小さな羽虫を捕まえて食べたり、池で泳いだりするお仕事をしています」


    　このカエルが……白しら雪ゆき七な菜な香かの父……？


    「年収は？」


    「おたまじゃくし三百万匹っ♪」


    「そんなに産むかよ！」


    「冗談ですぅー」


    「へっ。だと思ったさ。いくらなんでもそんなに大量に産卵されたら、あっという間に地ペコ球ポンはカエルに支配されちまうでありますからな」


    「やー、そのことじゃなく」


    「あん？」


    「このカエルさんはわたしの父ではないってことです」


    「ああ、そっちね」


    　七菜香は立ちあがり、アメリカドラマの俳優よろしく肩をすくめる。気のきいたアメリカンジョークだってことらしい。


    「へへへ。うちの学園にはお池がいっぱいありますので。まあカエルさんにとっては楽園みたいなもんなんですよ。この季節になるといたるところに出没しちゃいますぅー」


    「はーん、そうだったのか」


    　たしかに校門の奥にはでっかい池がひろがっていた。


    「ところでアキタク」


    「ちょ、ぶっちゃけその呼びかたやめろ。やめないと逆さベロ出しするぞ」


    「……ところで拓たく也やさん」


    　いやだったらしい。


    「拓也さんはどうしてここに？」


    「げこ」


    　カエルが唐とう突とつにビョコンと飛び跳はねて茂みのなかに隠れる。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　俺と七菜香は夕焼け小焼けのあかね色に染まった街をすったかすったか歩いていた。


    　月曜の夕方ふたりは偶然出会い、偶然にも同じ駅に向かうところで、いやはや偶然って意外と続くものですなあ、ＨＡＨＡＨＡ！　とまあそういう話の流れになったのである。


    　郵便局の前をすぎたあたりで、ちょいと騒々しいできごとに遭そう遇ぐうした。


    「む？」


    「あらあら、なんでしょうか」


    　道路わきに寄せられたベビーカー。その前で母親とおぼしき女性が屈かがみこみ、泣きわめく赤ん坊を懸命にあやしている。うおォン、ベビーの号ごう泣きゆうに負けず劣らずマザーもテンパりまくりだ。激しい身ぶり手ぶりで赤ん坊を笑かそうと奮闘中。


    「どうしたんでしょう。赤ちゃん、チョー泣いちゃってますねえ」


    「ううむ。やつらは特に理由がなくても泣くからな」


    「かわいそうですぅー」


    　……ふむ。


    　幼き者への思いやりってか。七な菜な香かにもわりと普通の女の子っぽいところがあるんじゃねえか。少々意外に思いながらも、まあたしかに俺も七菜香と同様の気持ちなのであった。


    　かわいそうだぜ。どうにかしてやりてえ。


    「よしっ。……七菜香、ちょっとここで待っててくれ」


    「なにする気です、拓たく也やさん？」


    「心配すんなよ。ま、俺の雄姿をそこで目に焼きつけていろ」


    　さりげなく母親のうしろに立つ俺。


    　泣きわめいている赤ん坊と目が合う。


    　いまだ──。


    　もとよりこの身は、ただそれだけに特化した──。


    「べつにアレを泣きやませてしまってもかまわんのだろう？」


    　俺は自分にできる最高に楽しい顔をしてみせる。


    　親指をそれぞれ左右の鼻の穴にヌプウッと奥まで押しこみ、ひとさし指で下まぶたを力の限りギリギリギリギリッとひっぱって、あごに向かい垂直にペエエエエッと舌を出す。


    　赤ん坊はカチンと凍りついた。


    　決まった──。


    　赤ん坊はみるみる表情を変化させていった。甲かん高だかい声で笑い始める。


    「ヒャヒャヒャヒャヒャ！」


    　ソーセージみたいな指を俺に向けて赤ちゃん大爆笑。否いな、嘲ちよう笑しようといってもいい。激しい笑いは涙を誘発し、それは赤ん坊のぶくっとした頰ほおをつたってあご先まで到達ッ！　しまいには鼻水といっしょにヨーヨー状態でぶらんぶらん垂たれさがっている始末だった。


    「アヒャヒャヒャヒャヒャヒャ！」


    「……機嫌が直ってよかったな！」


    　そこまで笑わんでも、と若干ショックを受けながら俺はきびすを返す。七菜香はなぜかわからんが顔をぽうっと赤くして俺のことを見ていた。


    



    　しばらく無言で歩いた。


    「拓たく也やさん」


    「どした」


    「拓也さんは赤ちゃん好きですか？」


    　はあ？　七な菜な香かのやつ、突然なに言い出しやがるんだ？


    　鼻の頭をひっかきながら考える俺だが……ううむ、どんなもんか。さっきはあまりにも大爆笑されて不愉快になったが、もともと子どもはそんなに嫌いじゃなかったりする。


    「好きか嫌いかと言われたら好きかもしれん」


    「あ、そうですかー！　わたしとおんなじですぅ」


    「七菜香は赤ちゃんが好きなのか？」


    「イエース。大好きっ！」


    「へえ」


    「わたし、大家族にあこがれがあって、子どもは将来いっぱい欲しいんですよねー♪」


    　ふうん。けっこう可愛かわいいところあるんじゃん。


    「何人くらい欲しいんだ？」


    「そうですね……できたら三百人くらーい！」


    「三百人！」


    　三百人って……。おいおい、俺がキバヤシだったら絶対いまあのセリフを言ってるぞ。なんだってー……って自分で言ってりゃ世話ねえが、そんだけいたら家族で影の世界政府が作れちまうぜ。


    「そ、それはちょっと大変すぎるんじゃねえのかな」


    「エー。なんでですか？」


    「なんでって、そりゃおまえ……」


    　七菜香はいたってピュアな瞳ひとみ、不思議そうな表情で首をかしげている。ちくしょう、なんてこったい。いまのってジョークで言ったんじゃねえのかよ。


    「なんつーか、ええっとよう……。あ、いや！　俺はべつに妙なこと考えてたわけじゃないんだぜ？　そんなにいたら世話するのが大変だろうなって。……本当なんだからなっ？」


    「べつに大変じゃないですよぅ」


    「な、なんで？」


    「だってわたし超タフですもん！　体力とかほとんど無む尽じん蔵ぞうなんでー。どれくらいタフかっていうとですね、うーん……。あっ、そうそう。ケーブルを引っこ抜かれた汎はん用ようヒト型決戦兵器と同じくらいタフ！」


    「五分しかもたねえよ！」


    「だーばーだーばーだーばーだーばー・だーばーだーばーだーばば♪」


    「第九の歌詞はそんなんじゃねえ！」


    　ふう、危ねえ危ねえ。


    　もう少しで、そうか……そういうことかリリン！　とかつぶやいちまうところだった。俺はオタクじゃないからな。そういうパロディみたいなつっこみをするのは自じ重ちようせんと。


    「歌はいいねぇ」


    「よかったな」


    「形はどうあれ、人助けとかするひと、わたし意外と嫌いじゃないんですよー」


    「よかったな」


    「わたし、なんかシンジくんのこと気に入っちゃったかもー」


    「誰がシンジだ」


    　なぜか俺の横顔をジロジロ見ている七な菜な香か。これはたぶん[image: ]なぎさっぽい少年の真ま似ねをしてるんだろうよ。すったかすったか俺はかまわず歩き続ける。


    



    　そんなこんなで地下鉄の駅に着いた。


    「んじゃここで」


    　改札を抜けたところで七菜香は髪をサラッとかきあげて、


    「今日は拓たく也やさんに会えてよかったですよ、ぶっちゃけ」


    「俺も会えてよかったよ、ぶっちゃけって言うな」


    「へへへ」


    　美少女フェイスにそぐわないさばさばした笑い方。とはいえ、今日はこれでサヨナラだと思うと途端に名な残ごり惜しく思えるから不思議なもんさ。もう少しだけ話したい……。


    　いや、ちがうちがうっ。そんなこと思っちゃいねえ。


    　俺はくちびるを引き結んで床の模様を見る。


    「いやーそれにしても」


    　七菜香がなにか思い出したみたいにあっけらかんと言った。


    「会ったのが拓也さんでホーントよかったです」


    「ん、なんでだ？」


    「やー、だって……」


    　七菜香は後頭部をしゃわしゃわ搔かきながらわずかに無理した感じに笑う。


    　あー、なんだってんだ？


    「言っちまいなよ。そこまで話してやめられると逆に気になるからよ」


    「わかったですぅー。実はですね。こないだ少々ぶったまげるようなひとに会いまして」


    　微妙に言いにくそうな口調である。


    「ぶったまげるようなひと？」


    「はい。校門を出たすぐのところに、そのひとは立ってたんですけどね？　えーと、大学生くらいでしょうか。眼鏡めがねをかけた男のかたです。それがひどいんですよ。そのひとってば突然駆け寄ってきて、わたしにカメラを向けるんです。そして勝手にぱしゃぱしゃぱしゃぱしゃ撮影会を始めちゃって」


    「あぁ？」


    「わたし、チョーびっくりしました。ここはアキバじゃないです、やめてくださいって両手をひろげて言いましたよ。だってだって学校の前なんですもん。それはわたしもさすがにいやですぅー。でもそのひとってばひどくって。『そうじゃないよねぇ』ってニヤニヤ笑いを浮かべて言うんです。『そうじゃないよねぇ、ななラブのななかさんはボクらに怒ったりしないよねぇ～』って」


    「……」


    　なんてやつだ。


    「わたし、トサカにきちゃいましたよ。わたしは二次元の女の子じゃありませんって、そのひとに言ってやりました。そしてＷＡＷＡＷＡ忘れ物ーって言いながらカッコよく校内に逃げました。まあ、そのできごとはそれでおしまいなんですけどね。だけどわたし、それ以来オタクさんに対して微妙に不信感が……」


    「ぬうう」


    　いつしか俺は爪つめが手のひらを貫通するほどきつく拳こぶしを握りしめていた。


    「わたしは基本的にオタクさんたちのこと大好きなのに。ホーント、なんだってああいうことするんでしょ。ひどいなぁ。いくらわたしだってアポなしで学園まで来られたら、さすがに傷ついちゃいますぅー」


    　ああ、そいつは傷ついちゃうどころの話じゃないだろうよ。


    　いくら『ななラブ』のファンとはいえ、マナー違反っつーか、ほとんど犯罪の域じゃねえか。実際そんなことされたらどんな気がするものか。俺ならたぶん鉄条網を巻きつけたバットを持ってそいつの寝こみを襲撃してる。


    「他人の気持ちがわからんやつってけっこう多いぜ」


    「そうなんですかー？」


    「特に二次元と三次元をいっしょくたにするなんて阿あ呆ほうのすることさ。アホロートルだ」


    「お！　いま拓たく也やさんはうまいこと言った！」


    　あ、いかん。七な菜な香かにつっこませちまったよ。


    　主人公はヒロインのつっこみ役って相場が決まってるのにな。


    「とにかく七菜香、そういう両りよう生せい類みたいなやつに遭そう遇ぐうしたときは迷わず通報しな。なにをしてくるかわからんぜ……。両りよう生せい類！　マジで危険だ！」


    「？　なんだかよくわかりませんが、とりあえず、はーい」


    　素直にうなずく七な菜な香か。それを見ながら俺は胸にちっとばかし冷たいものを感じていた。やれやれ、身につまされるってのはこういうことを言うのか。俺が考えていたのはまさしくいま話題にのぼったことである。


    　自分はどうなんだ？


    　俺は七菜香とななかさんを混同してはいねえのか……？


    　ずいぶん長いあいだ、俺は考え続けた。


    



    　　　　　　６


    



    　三日が経過した。


    「うむ……」


    　たしかに俺は七菜香のことが気になっている。認めたくないが、それはコーラを飲んだらゲップが出ることくらい確かな事実だ。強く吸い寄せられていると言っていいだろうさ。


    　だが、ちくしょう、この気持ちはなんなんだ？　頭がグルグルしてわけがわからん。


    　俺の初恋は『ななラブ』のななかさん。俺はまちがいなく、ななかさんのことが大好きである。可能なら紙の中にひゅーんと入っていって結婚したい。それくらい心酔している。


    　だが白しら雪ゆき七菜香はななかさんではないのだぞ？


    　だったらなぜだ？


    　なんだってこんなにも七菜香のことが気になるというのか？


    「……くっ。わからねえ」


    　俺は自室の机の引き出しを開ける。そこにはクリア下敷きやパスケースといったさまざまなグッズが入っている。


    　俺はお気に入りのななかさんポストカードを取り出し、しばらく真剣に眺めた。


    　歯を食いしばりながら眺めた。


    　一時間くらいそのままの姿勢でえんえんと眺め続けた。


    



    　　　　　　７


    



    　金曜の夕方、俺はふたたび電柱の陰にいた。


    　あー、視線の先にあるのは白しろヶが峰みね女学院の校門である。学校帰りのご令嬢たちが「能の登とかわいいよ能登」と言いたくなるような清純な笑みを浮かべて闊かつ歩ぽするのを見やりつつ、


    「おいおい、俺はいったいなにをやっとるんだ？」


    　これじゃあまるで……と自分でも思わなくもない。


    　とはいえ、どうしてもそうせずにいられねえ。ああ、気になってしょうがないのさ。だからあの日以来ずっとそうしてる。


    　この気持ちがなんなのかまだ結論は出ておらん。


    　だがまあ、駅まで無事に到着するのを見届けるだけでもいいんだ。もしもイカれた下げ衆す野郎があらわれて、また七な菜な香かになんかしでかすようなことがあれば、そんときは見てろ。ハヤテのごとく飛び出してコンバットバトラーしてやるつもりだ。すまん。……なにを言っているかわからないと思うが（以下略）。


    「むっ？」


    　やがて校門から七菜香が姿をあらわした。体じゅうにきらめき色のパウダーをまとい、相変わらず二次元と見まがうばかりのスーパーフラットな美び貌ぼうを振りまいている。


    　俺は二〇メートルほど間をあけて、七菜香のうしろについていった。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　すったかすったか。


    　こっそりこそこそ。


    　病院の角を曲がったあたりで俺はハッと目を見張った。前方で七菜香が立ちどまっていたからだ。


    「あン……？」


    　なにやってんだ。七菜香は背すじを伸ばして、ななめ前方を眺めているご様子。ううむ、あたりに特に目を引くものは見当たらないんだが、


    　面めん妖ような……。


    　と、唐とう突とつに七菜香が走りだした。


    「フハッ？」


    　いつもの帰り道をどんどんはずれていくので、俺もあわてて背中を追いかける。


    



    　角を曲がると田んぼがあらわれた。なんにも植わってないから、泥のたまりにしか見えん。あぜ道には杖つえをついたおばーさんがいて、しょんぼり肩を落としつつ泥たまりの中ほどを見ている。


    　七菜香はそこで立ちどまると、おばーさんになにごとか話しかけた。うむむむ？　神妙に耳をかたむけ、時おり相づちを打っている……。ふたりの会話はしばらく続いてた。


    　やがて七菜香は学生鞄かばんを道端に置くと、ローファーをポイッと脱ぎ捨てた。


    「はあ？」


    　思わず変な声をあげてしまう。


    　ああ。そんくらい俺はおったまげたのさ。


    「えええっ……？」


    　なぜなら七な菜な香かが泥たまりのなかにいきなり飛びこんだのである！


    　スカートの裾すそをエイッとつまみ、ぱっしゃんぱっしゃん泥のなかを突き進んでいく。真ま似ねしろと言われてもしたくねえよ。七菜香のやつ、頭のねじがとんじまったのか？


    　俺は息を切らしておばーさんのところへ走った。


    「ちょ、ちょっと、おばーさんっ！」


    　俺の剣幕におばーさんは怪物でも見たような顔をした。


    　かまわずに続ける。


    「七菜香になにを言ったんですかっ？　あれってどういうことなんです？」


    「いや、あのねえ、ハンカチを風に飛ばされてしまって……」


    　老婦人は申しわけなさそうに首を縮める。


    「夫の形かた見みのハンカチでねえ。とっても大切にしていたんですよ。田んぼのなかに落ちてしまったんですけど、このとおり足がよくないもんだからねえ。自分では取りにいけなくて。困り果てていたところに、あのお嬢さんが声をかけてくれたんですよ」


    　なんと。


    「事情を説明したら気さくに胸をポンと叩たたいてねえ、ＹＯＵ、それならわたしにまかせてくださいよって。ええ、態度は少し変わった感じでしたけどね。ありゃ心の優しい立派なお嬢さんですよ」


    「七菜香……」


    　俺は呆ぼう然ぜんとつぶやき、泥たまりの彼方かなたに首を向けた。


    　七菜香がこちらを振り返る。


    　泥水のまんなかに立ち、はじけんばかりの笑顔を浮かべていた。高々と掲かかげた右手に握られているのは紺色のハンカチ──。


    　ヒウィッヒヒー。


    　アニメヒロインも顔負けの細くて白い脚は泥だらけだ。スカートにもしぶきが。だが七菜香はまばゆいばかりに輝いていた。泣きたくなるほど光ってた。歴史上の偉人や超越者の背後に浮かびあがる後ご光こうが、七菜香の背後にも強烈にきらめいていやがる。


    　こんなに神こう々ごうしい美少女を、俺はいままで見たことがない。


    　そして俺はようやく悟さとっていた。


    　俺はこいつのことが好きかもしれん、と。


    　ずっと自分の気持ちがうまくつかめなかったが、最初から俺はこいつに惹ひかれていたのかもしれん。……二次元じゃなくて、現実の七菜香にな。


    　なぜかっつーと『ななラブ』のななかさんにはこんなことできねえからだ。いわゆる設定上の問題。ななかさんは臭いものとか汚いものが大の苦手で、ゴミ、毛虫、泥んこ……その手のものにさわると一瞬で気絶してしまう。二次元キャラにありがちな弱点として、そんな設定がされているのさ。


    　だが現実の七な菜な香かはそうじゃねえ。


    『わたし超タフですもん！』


    　ああそうだな。すっげえタフだ！　態度も言動も淑しとやかとはお世せ辞じにも言いがたいが、誰かが困ってたら助けずにいられない。電車のなかで俺を助けてくれたときみたいに、正しいことなら自分の身をかえりみず速攻でやっちまうのよ。


    　ああ、二次元ヒロインなんか目じゃねえ。


    　七菜香はかっこいい。


    　たまらないぜ。


    　俺はスニーカーを脱ぎ捨てると泥たまりに飛びこみ、ザバザバ七菜香のもとに向かった。


    「七菜香ぁ！」


    「アキタク？」


    　その呼びかたよせ。


    「拓たく也やさん、どうしてこんなところに？　またばったり会っちゃったって感じですか？」


    「いや……」


    　さすがにこんなところで出くわしといて、おやおや奇遇ですね！　はないだろうよ。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　老婦人にハンカチを返したあと、俺たちは近くの公園に移動した。


    　泥んこを水で洗い流したかったってのもあるが、なにより俺はようやく気づいた自分の気持ちを七菜香に伝えたかったのさ。そうしなくちゃならん。とにもかくにも思いのたけを伝えなくては世界がどうにかなっちまう！　や、冷静に考えればそんなわけはないんだが、そういう気持ちになるときってあるだろ、な？


    「七菜香……」


    「はーい」


    「な、七菜香……っ」


    「ホワッツ？」


    　ふたり並んでベンチに腰かけている。俺の心臓はバクバクと強く打っている。


    「七菜香ぁっ！」


    「さっきからいったいなんでおましょ？」


    「ひとつ言わせてもらいたいことがある！」


    「なんです？　そんな怖い顔して」


    「ああああああのなぁ……っ！」


    　あまりの緊張に心臓がでんぐり返りそうだが、ＮＯ断念、負けちゃいかん！　俺は大きく息を吸いこみ、倒壊寸前の燃えさかる家に飛びこんでいく男のように言った。


    「空が」


    「は？」


    「空が、きれいだぁ～」


    「拓たく也やさん？」


    「青いなぁ、空～」


    　七な菜な香かはジト目で俺を見る。


    「はあ。言われてみればそうかもですね」


    「うむ。青いぞぉ、青ぉ～い」


    「雲はとても白いですね」


    　英語の教科書に載のっていそうな不自然極まる会話であった。


    　だめだだめだ。なにやっている俺っ。


    　自分の意い気く地じのなさにへどが出そうになるが……。


    　あきらめるな！


    　命の炎を燃やすんだ！


    　コオオオオオオッ！


    　俺はプルプル全身をけいれんさせながら最後の力をふりしぼって、


    「七菜香っ！　俺はおまえのこ」「あ、ちょっといいですかー」


    　口をはさまれた。


    「あら？　すみません。いまなにか言おうとしてましたー？　わたしが先に言っちゃっていいですかー？」


    「……」


    　まさか嫌とは言えんだろう。俺は渋々うなずいた。


    「そんじゃお言葉に甘えて、わたしのほうから言わせていただきますねー」


    　七菜香はにっこり笑い、


    「わたしとお友達になってくださーい」


    「あ？」


    　七菜香のやつ、いまなんて言いやがった？


    「わたし、拓也さんとお友達になりたいんですぅー」


    「え、あ……？　ええっと」


    　どういうことなんだ。


    「こんなこと突然言われてびっくりしちゃってますよね？　アイムソーリー、ごめんなさいですぅー。でもわたし、女子高なんでしょうがないんです。男の子のお友達とかぜんぜんいなくて、どういうふうにお願いしたらいいのかさっぱりなんですぅー。勉強不足で、多大なるご迷惑をかけていると思います。誠に恐縮であります！」


    　なんで社交辞令っぽい言いかたになってんだ。


    「申し訳ない。だけどわたし、どうしても拓たく也やさんとお友達になりたいんですよ。恥ずかしながら、ガマンの限界。わたしとお友達になってください。お願いしますぅー」


    　俺はしばらく無言でいろんなことを考えていた。


    「……なあ七な菜な香か。ひとつ訊きいてもいいか？」


    「どうぞー」


    「どうして俺なんかと友達になりたいんだ？」


    「だって拓也さん、いいやつなんですもん！」


    　いいやつ……だと？


    「さっきもわざわざ泥んこのなかに入ってきちゃって……。へへへ。あのおばあちゃんのこと助けてあげたかったんでしょ？　わたし、わかります。やりかたはめちゃくちゃに見えるけど、人助けしたいって気持ち、わたしにはわかるんですよ」


    　七菜香はぽっと顔を赤くした。


    「最初に電車で会ったときは、やりすぎ寸前だったわたしのこと止めてくれたし。泣いてる赤ちゃんを喜ばせてあげたこともありましたでしょ？　へへへ。そういうのって、やっぱりいいですよ。方法はともかく、誰かを救ってるって事実が大切なんですぅー」


    　そうか。


    　そういうことか。


    　俺はこめかみに手を当てつつ、


    「べつに俺は……」


    「謙けん遜そんしなくていいですよ。わたし、自分もそうだからわかるんです」


    　やれやれ。どうやら俺は七菜香とのお友達フラグを馬ば鹿からしくなるくらい上手に立て続けてきたらしいな。


    「ね、いいでしょ？　お友達になってくださいよ」


    「……」


    　はは、わかったよ。


    　ここまできたら嫌とは言えんさ。あとはどうにでもなれだ。


    「俺でよければ」


    　俺は右手をさしのべる。


    「友達にならせていただくよ」


    「ありがとですぅー」


    　七な菜な香かはパアン！　と俺の右手に張り手をおみまい。


    「いってぇ？」


    　おいおい、そこはふつう握手するところだろうが……。


    　顔に縦線を入れつつ、ポカンと口を開ける俺。すると七菜香は手を高々とあげて、


    「へへへ、拓たく也やさん。ほら、ハイタッチ！」


    「あ、ああ……。べつにいいけどよ」


    　ぱあん！


    　公園で仲良くハイタッチする俺と七菜香。どうだい、これで俺たちはお友達。拓也＆七菜香、ふたりは最高！　みたいな。


    　それにしても俺の告白はいったいどこにいっちまったのか？


    　……わからん。さしあたってそのことは棚上げだ。まあ、友達から始まることだっていろいろあるだろうからな。いまはもう少しだけこの雰囲気を味わっていたい。


    　だって七菜香のやつ、めちゃくちゃうれしそうな顔してやがるし。


    「ＨＥＹ、ＨＥＹ、ＨＥＹ、拓也さんもっかいハイタッチ！」


    「そらよっ」


    　ぱあん！　ぱあんっ！


    　誰もいない公園で、俺たちは何度も何度もハイタッチを繰り返したのであった。

  


  
    　　　第二話　千比呂ゲヱム


    



    　　　　　　１


    



    　スクリーンには制服を着たツインテールの美少女が映し出されていた。


    　背景のグラフィックは校門である。朝の登校時に主人公とばったり出くわしたという、まあなんというか、ギャルゲーにおいてはよくあるシチュエーションのようだ。


    



    　美少女「おはよう、拓たく也や。今日もいい天気ね！」


    



    　メッセージ画面に表示されているのはいかにもテンプレ的な朝の挨あい拶さつ。


    　やれやれ、意外性がないっつーか……芸がねえなあ（苦笑）。


    　もうちょっと気のきいたセリフを言ってくれてもいいだろうに、と苦笑いしながら俺はマウスをかちっとクリックしてメッセージを進める。
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    　美少女「わたしを抱きたい？」


    



    「ブッ？」


    　俺は床に座ったまま前のめりにこけた。


    「……意外性ありすぎだろ、それ！」


    　ていうか、脈絡ねえよ！


    　朝の挨あい拶さつからなんだってそんな話題に飛ぶんだ、と俺は全力でつっこみを入れたいが、画面内のキャラたちに違和感はないご様子。特に主人公には動揺がまったく見られん。おいおい何者なんだこいつは……。機械のように冷静だ。（まあ実際、機械なんだが）


    　こんな選択肢が表示されている。


    



    　１・たたかう


    　２・にげる


    　３・じゅもん


    



    　なんだこりゃ（笑）。


    　たたかう、にげるっておまえ……ド○クエじゃねえんだからさ。ギャルゲーならそこは普通、「やれやれ、ばかなこと言ってんじゃねえよと俺はあきれて肩をすくめた」みたいな選択肢を用意しとくところだろうよ。


    　しょうがねえな。まあ同人ギャルゲーだから、なかにはこんな残念なやつもあるか。


    　俺はあきれて肩をすくめた。


    　まあいいや。とりあえず３をクリックしてみるか。


    



    　拓たく也やはじゅもんをとなえた。


    「アンキモ！　アンキモ！　アンキモ！」


    



    「ブッ？」


    　俺はまたしても前のめりにこける。


    「……アンキモってなんだよ！」


    　意味わかんねえよっ！


    　あ、いや……意味はわかるわな。


    　アンキモってのはアンコウのキモだよ。


    　うむ、それはいちおう知ってるんだが、しかしなんだって……。朝っぱらからこんな沸いたこと言われた日にゃ、いくらギャルゲーの美少女だってあきれちまうだろうが。


    　ほぅれ見たことか、画面内の美少女が稲いな妻ずまでもあびたような表情に変わってやがるぜ。


    



    　美少女「ステキ！　抱いて！」


    



    「……このゲームを作ったのは誰だああっ！」


    　がばっと立ちあがり、大口を開けて激げき昂こうする俺。もしもいまここに美○倶ク楽ラ部ブと書かれたのれんがあったら全力でかきわけてやりたい！　おかみを呼べっ！


    　そんな俺の様子をからかうように隣では千ち比ひ呂ろが悪いた戯ずらっぽくひとさし指を振っている。


    「わ・た・し、の友達♪」


    　画面には美少女がツインテールの髪をほどき、スカートをスルスルおろしているイベントＣＧが表示されていた。


    



    「拓たく也やは『うばわれて』しまいました。これではアンキモどころではありませんね、ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ♪」


    



    　校門前で主人公にまたがり、会心の笑みを浮かべている美少女のイベントＣＧ。


    「ちょ、待てよ！」


    　俺の貞てい操そうがこんなに残念なわけがない！


    



    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　その日の放課後、俺と十と紀き乃のと千比呂は大画面でギャルゲーをやっていた。


    　あー、べつにやりたくてやってるわけじゃねえよ。千比呂に誘われたっつーか、いいようにハメられちまったのさ。


    「今日うちに寄っていってよ。最高に面白いゲーム手に入れたの」


    「へえ。どんなんだ？」


    「同人ゲームなんだけどね、すっごくよくできてて……。ホラ、わたしんちっておっきい画面でプレイできるじゃない？　たっぷり楽しみましょうよ！」


    「ふうむ、同人モノか……」


    　最近は同人ゲームでも商業作品より面白いのがけっこうあったりするんだよな。


    　おまけに千比呂は金持ちで──訂正、千比呂の親は金持ちである。金持ちっていうのは要するに親がたくさん働いて銭を貯ためこんでるってこと。認めたくはないが、千比呂は痴ち女じよのくせに案外お嬢さまなのである──そんなやつの家にはでっかいホームシアターの設備があったりする。


    　うむ、こいつでゲームをプレイすると大迫力なのさ。


    「あ、そうそう。拓たく也やの好きなとんこつラーメンスナックと、ＡＴフィールドせんべいも用意してあるわよ」


    「へえ。そいつはありがたい」


    　まあいわゆるアキバ系ご令嬢ってやつなんだが。


    「わたしはスナック菓子とか嫌いだから、その横で血のしたたるようなケバブを食べるとするわね」


    　訂正。いわゆるキバ系ご令嬢ってやつなんだが。


    「にくしょくじゅうー！　にくしょくじゅうじゅう！」


    　ああ、十と紀き乃のの言うとおり肉食系ってやつさ。


    「うっふっふ♪　十紀乃ももう少しお肉を食べないと。わたしみたく一日一度ケバブを食べたらいいんじゃないかしら。そうすればすぐに筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうガチムチのナイスバディになれちゃうわよっ」


    「そんなナイスバディにはならなくていいよ！」


    　つーか、一日一度ケバブって、そいつはキバ系すぎるだろ。


    「モニュ……モニュ……」


    　おや？


    　なぜか千ち比ひ呂ろはいきなり白目になり、エア肉を咀そ嚼しやくし始める。エア肉っていうのは俗に言うエアギターみたいなもんなんだが……。


    「モグ……モグ……」


    　おいおい、その食いっぷり。まさか……。


    　千比呂は鬼の貌かおをして吼ほえた。


    「強くなりたくば喰くらえ！」


    「キバ系じゃねえ！　それバキ系だよっ！」


    



    　さておき。


    （俺はどうでもいいことはさっさと流す主義である。ダラダラと漫才会話ばっかりやってる小説は感心しな「ばもろとも！　はい意味不明な回答ごくろうさま。次の患者さんカモン」と空想の七な菜な香かにつっこみを入れられた）


    　……さておき、ここは千比呂の家。


    　ＡＶルームにはすでにゲームがセッティングされていた。


    　天井から垂たれさがったスクリーンにプロジェクターの光が投影されている。パソコンの画面は三人で見るには小さいが、うむ、これなら顔をつきあわせなくてもみんなが画面を見られるからな。十紀乃はソファーに寝っころがって、両足をぷらーんぷらーん交互に揺らしながらスクリーンを見ている。


    「えっと、なになに……『千ち比ひ呂ろゲヱム』？」


    　画面に表示されてるのはそんなタイトルロゴ。千比呂ゲヱムってなんだよ？


    「わたしの知り合いのサークルに、これ作ってもらったのよ」


    「このゲームをか？」


    「そうよ。このゲームのヒロインってね、なーんとわたしなの！」


    「は、はあ……？　なに言ってんだおまえ」


    　意味わかんねえ。


    　俺はとりあえずマウスをクリック。すると画面が切り替わり、キャラクターの立ち絵が表示された。制服姿。妙に勝ち気な表情をしたツインテールの美少女である。ううむ、こりゃあどこかで見覚えのあるキャラデザ……。


    　っつーか……これ！


    「こ、これ、おまえじゃねえか！」


    「ぴんぽんぴんぽーん♪　大正解っ」


    　千比呂はすっとスクリーンの横に立つと、画面内の美少女キャラと同じポーズをしてみせた。クルリと回転、両腕をうしろで組んできゃるーんと爪つま先さき立ち。


    「きゃー！　きゃー！　きゃー！　くりそつー！」


    　十と紀き乃のが足をバタバタさせながら喜びの声をあげる。


    　うおぉ。たしかにこうして並んでるとパネェ。マジで似てやがる。


    　とはいえ、


    「な、なあ千比呂……？　なんなんだこれ。おまえ、とうとう頭いかれちまったのか？」


    「べつにいかれてなんかないわよ。わたし、どうしてもゲームに出てくる女の子になりたかったの」


    「あぁ？」


    　……どういうことなんすか。


    「ほら、ゲームに出てくる女の子っていろんなことされちゃうじゃない？　いやはや、愛されてますなぁって感じのこと。そういうのチョーうらやましい。できることなら、わたしもゲームのなかに入っちゃいたいわ。そんで拓たく也やにプレイしてもらって、あんなことやこんなことをされてみた……コホン、コホン！」


    「な、なんだよ、どうした。いきなりむせて？」


    「むせてないわよっ！　コホンコホンウォホンッ！（なんだかよくわからずジト目で見てやったが、これといった効果はなかった）……まあいいわ。とにかくプレイしなさい拓也。言っておくけどクオリティの高さは折り紙つきよ。わたし、ばっちり監修もしたんだから」


    「監修……？」


    　えーと。


    「あんだよ。そりゃあれの真ま似ね事ごとか？　超監督涼すず宮みやハル」「カ」とすばやく言う千ち比ひ呂ろ。


    「それちがうひと！」


    　それは永遠を望む君のひとだよ！


    「いいから四しの五ごの言ってないでやってみなさい。イベントＣＧの絵はわたしの写真を元に描いてもらったやつなのよ？　ゲームとしての面白さも最高なのよ？　なんたって川かわ津づ王おうのゲームデザインを参考にしてこだわりまくったんだから」


    「なんだと？」


    　川津王ときましたか。


    　川津王といえば日本を代表するゲームクリエーターである。チェーンソーで神をまっぷたつにする伝説的ゲームを作ったことで新世界の神の称号を手に入れた、フロンティアでロマンシングでアンリミテッドなカリスマクリエーターだ。


    「ちゃーらーちゃらちゃー♪　ちゃらちゃらちゃらちゃーらー♪　ちゃらちゃらちゃーちゃーちゃー」


    　十と紀き乃のが荘そう厳ごんなＢＧＭを口ずさんでくれる。ああ、タイトル画面で流れるあれだよ。


    「ぱっぱかぱー！　強くてニューゲームー！」


    「そりゃちがうゲームだぜ、十紀乃」


    　ともかく、川津王のゲームは会話とその選択肢のユニークさに定評があったりする。


    　意外とノベルゲームとは相性がいいのかもしれんぞ？


    　期待に胸をふくらませてプレイしてみた俺だったのだが……。


    



    　美少女「ねえ、わたしの名前なんていうか知ってる？」


    



    　１・知ってるさ、千比呂だろ


    　２・知らねえから教えてくれよ


    　３・興味ないね


    



    　俺は迷わず３を選んだ。


    



    　美少女「『興味ないね』……ですって？　やっだああ～、そのクールな言いっぷり。たまらないわ！　わたしの名前は千比呂よ！　抱いて！」


    



    　……このザマだ。


    　画面に映っているのは路上にあおむけになった主人公と、それにまたがる美少女のイベントＣＧ。やたらムードたっぷりな音楽が流れ始め、俺は文章を読まずにカチカチカチカチ早送りする。


    「ちょっと拓たく也や、きちんと読みなさいよ。わたし、文章も監修したんだから」


    　無視。カチカチカチカチ……。


    　やがて画面はセピア色に変わり、静止画となった。


    「あれ……？」


    　なんだこれ、バグったのか？　次のシーンに移行しねえぞ？


    　じわじわ文字が浮かんできた。


    



    　──千ち比ひ呂ろ、トゥルーエンド。


    



    「安っぽいトゥルーエンドもあったもんだな！」


    　思わずマウスを床に投げつける俺だった。


    「おい、千比呂っ！」


    「なによ？　コーフンしたの？」


    「してねえよ！　いったいなんなんだこりゃ」


    「だからさっき言ったじゃない。わたしをゲーム化したものよ。うっふっふ♪　現実世界だとなかなか進展しないから、ちょっとゲームを使ってみようと思ったわけ」


    「だからその意図がわからねえんだよ」


    　なかなか進展しないって、いったい俺になにを望んでんだ。


    「なによ。拓也のニブチン、わかんないわけ？」


    「さっぱりわからん」


    「いいわ、教えてあげる。わたしがやりたいのはね……」


    　ったく、しょうがないなぁ、と千比呂は小声でつぶやいてから、


    「脳を鍛えるオタクのドＳトレーニング」


    「は……？」


    　俺は口をあんぐり開けた。


    「これは拓也をもっとオタクにするためのトレーニングよ。拓也ってばオタクのくせにぜんぜん認めようとしないんだもん。かくなるうえは言い逃のがれできないような超オタにしてあげるわ。要するに自己認識のお手伝いをしてあげるわけよ。うれしいでしょ？　ハッピーでしょ？　せいぜい喜びなさい」


    「おまえなあ……！」


    　俺はオタクじゃねえって言ってるだろ。


    　かんちがいしないでほしいが、俺はべつにオタクに対して偏見はもっておらん。


    　兄貴はオタだけどいいやつだし、十と紀き乃のもオタだけど可愛かわいいやつだしな！


    　なんつーか、俺はただ単にまちがったことが嫌いなんだよ。きっちりした性格。うむ、これはたぶん子どものころ刑事コ○ンボが好きだったせいだろうな。


    「たしかに俺はアニメが好きだし、マンガが好きだし、ゲームが好きだぜ？　だけどそれって普通のことだろ？　べつにオタクって言うほどのもんじゃねえよ」


    「オタクじゃなきゃなんなのよ？」


    「そうだな、オタク未満っつうか……ふ～む」


    　あ、いいこと思いついた！


    「なあ千ち比ひ呂ろ、だいぶ前にこんな言葉が流は行やったの覚えてるか？　ちょいワルおやじ。ちょっとだけ悪いけど、ガチで悪くはねえみたいな。そういうニュアンスでこういうのはどうよ？　ちょいオタおやじ」


    「ちょいオタおやじぃ……？」


    「ああ、ちょいオタおやじ。かっこよくねえか？」


    「……」


    　ものすごくイヤそうな顔をされた。なんでだ？


    「あ、そっか。俺としたことがうっかりしてたぜ。おやじじゃねえや。ちょいオタあにき！　これでどうだい？」


    「……どうもこうもないわよ。ちょいイタあにきのまちがいじゃないの？　ううん、ちょっとどころじゃないわね。それ超イタい。激イタあにきって言ったほうがいいと思うわ。略して、激ータでどうかしら？」


    「略すなよ！」


    　ベ○ータみたいだろ。


    「せめてゴジータにしろ！」


    「わかったわ。じゃあボニータ！」


    「わかってねえよ！」


    　つーか、どんどんオタクって言葉からかけ離れていってるよ。


    「……もういいわ。どーでもいいから喋しやべってばっかりいないでさっさと進めなさい。今日じゅうにＣＧコンプリートできなかったら、拓たく也やには罰ばつゲームをしてもらうんだからね！」


    「罰ゲームだと？」


    「あら、なに急におびえた顔してるのよ、顔に縦線なんか入れちゃって」


    「いや、罰ゲームって、なんだって俺が……」


    　おびえてなんかいないが、そんなことする理由がねえだろ。


    「ははーん。もしかしてびびっちゃってるわけ？」


    「びびってなんかねえさ。俺はそんな見えすいた挑発には乗らねえよ。これでも俺はどんなときだって冷静なんだぜ？　安っぽい誘いにのって墓ぼ穴けつを掘るつもりは」


    「罰ばつゲームが怖いなんて、拓たく也やも臆おく病びようねえ！　肝きもっ玉たまが小さいっていうか、弱虫っていうか！　あーはははっ！　度胸のない男ってかっこ悪いわあ、あーっはっはっはっ！」


    「……やってやろうじゃねえかっ！」


    　呆あつ気けなく挑発に乗ってしまう俺だった。


    　やれやれ、かんじんの罰ゲームの内容も聞いていないってのに……。


    　だが、なぁに。


    　心配はいらんさ。


    　俺はこれでもゲームにかけてはちょっとしたもんなんだ。ぶっちゃけゲームの達人。なんたって一秒間に十六回マウスをクリックすることができるんだからな。既読メッセージをスキップする機能に頼らなくても、とんでもないスピードでギャルゲーを攻略できるのさ。


    　そんなギャルゲーの達人の俺にかかれば、いくら千ち比ひ呂ろが監修したゲームだって──。


    



    　千比呂「ねんがんの　アイスクリームをてにいれたわ！」


    



    　→殺してでも　うばいとる


    



    　拓也「な、なにをする　きさまー！」


    「はわわ、ご主人さま、返り討ちにあっちゃいました！　ということで拓也は見事に貞てい操そうをうばわれてしまいました。これではアイスクリームどころではありませんね、ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ♪」


    



    「ちくしょうっ！」


    「がんばれがんばれ、たっきゅうん！」


    「うおおおおおっ！」


    　俺はくじけず何度もリトライする。


    



    　拓也「かえれ！」


    　千比呂「ステキ！　抱いて！」


    



    　拓也「カッパか、はっ！」


    　千比呂「ステキ！　抱いて！」


    



    　拓也「私が村長です」


    　千比呂「ステキ！　抱いて！」


    



    　だめだこいつ、早くなんとかしないと……。


    　このゲーム、なにをやってもすぐにトゥルーエンドになっちまう。俺はどうしてもバッドエンドにたどりつけず、必然的にＣＧをコンプリートできない。


    　そうこうしているうちに、いつしか日がとっぷりと暮れてしまっていた。


    「はい、時間切れー。お疲れさま、ゲームの達人さんっ」


    「ちくしょう……ひっく、ひっく……ちくしょうっ！」


    「たっきゅん、泣かないでー」


    「泣いてなんかねえ！　これは心の汗ってもんだ！」


    　ギャルゲーの達人のプライドはこなごな。滂ぼう沱だの涙を流しながら、俺は首を横に振る。ああ、人前で泣いたのは幼稚園のとき以来だぜ。このゲーム、最初から俺が太た刀ち打うちできるようなシロモノじゃなかったのさ。ネットは広大だわ……。


    「うっふっふ♪　約束どおり罰ばつゲームは受けてもらうわねっ」


    「いいさ。男に二に言ごんはねえよ……。俺は約束は守るとも」


    「たっきゅん、かっこいい！　かっこいい！　討ち死にを覚悟したお侍さむらいさんみたーい！」


    「ギロチン台にあがる死刑囚みたいとも言うわね」


    「電気椅い子すに縛しばりつけられたひとにも似てるー！」


    「おまえら、なにがなんでも俺の命を奪いたいようだな！」


    　やれやれ。


    　俺はいったい、どんなとんでもない責め苦を受ける羽目になるのか……。


    　思わず遺書をしたためたくなるような暗あん澹たんとした気分になるが、どっこい、その罰ゲームの内容を聞いて俺は目を白黒させる。


    「ぽえー」


    「ぽえーっとしてんじゃないわよ」


    　ああ。千ち比ひ呂ろが言ったのは、なんつーか俺が思いもよらないようなものだったのさ。


    



    　　　　　　２


    



    　時刻は夜の九時半をまわった。


    　俺は腹をさすりながら、自室のベッドに寝転んでいる。


    「まいったな……」


    　ベッドから起きあがった。


    　空腹感で眠れやしねえ。まるで胃のあたりにディラックの海ができたみてえだ。


    　ああ、ディラックの海の意味は俺もわからんよ。アニメで知ったカッコいい言葉をちょっと使ってみたくなっただけさ。そういうことってあるだろ、な？


    「やれやれ」


    　俺は階段をおりるとリビングの冷蔵庫をがちゃりと開けて、そこに入っているさまざまな食いもんを眺める。とうふ、キムチ、納豆、魚肉ソーセージ……。


    「いかんいかん」


    　首を振って冷蔵庫を閉める。コップに水をそそいで立て続けに二杯飲んだ。


    「プハー！　おかわりもういっぱぁぁい！」


    　無人のリビングにその声は異様なほどそらぞらしく響いた。


    　俺はソファーに腰かけて、両手でそうっと腹部を抱える。そして厨ちゆう二に病びようっぽい声で、


    「チッ……」


    　つめこまれるべきものを求めて胃が疼うずくぜ。水分ではどうしても欠落を埋められん。


    　あんな約束するんじゃなかったな。でも約束しちまったものはしょうがねえよ。俺はこういうところが損というか律りち儀ぎというか、生まれつききっちりした性格なのさ。


    　明日の罰ばつゲームにそなえて、千ち比ひ呂ろとの約束を守らねえと……。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　千比呂の提案した罰ゲームの内容はこうだった。


    「弁当を食え、だと？」


    「そうよ。……なにか文句ある？」


    「いや、文句はべつにないけどよ」


    　ちょっと意表を突かれたっつーか。


    　千比呂は明日の昼食に自分の作ってくる弁当を食えという。


    　それって罰ゲームっていうより、微妙にうれしいプレゼントっつーか……。


    　千比呂のやつ、マジでなにが狙ねらいなんだ？


    　この女の考えだけは本当に読めん。これじゃまるで素直に好きと言えなくて主人公に冷たくしちまうツンデレキャラみたいじゃねえか。


    　……じとー。


    「な、なによ拓たく也や。なにを半はん眼めで見てるわけっ？」


    　うろたえたように顔を赤くする千比呂……。だがしかし、


    「ないない」


    　俺は自分で言って肩をすくめる。


    　千比呂に限ってそれはねえよ。こいつは悪魔のような女。というか痴ち女じよである。おおかたとんでもなくまずい弁当を食わせて、俺の胃袋を破壊しようって魂こん胆たんなんだろう。


    　へっ、まあいいさ。受けて立つぜ。俺は逃げも隠れもしねえ。食う。チョー食う！　たとえそれが泥まんじゅうだろうが俺は手づかみで……じゃりっ、じゃりっ、じゃりっ。


    「なに白目になってんの、拓たく也や？」


    「あ、すまんすまん。ちょっとなんかになりかけてた」


    「あっそ」


    　するっと流される。あんだよ、元ネタがわからなかったようだな。


    「とにかく明日は朝からなにも食べないできてよね。わたし、いっぱいお弁当作ってきちゃうんだから」


    「いいともさ。むしろ俺、今晩からなにも食わねえよ。胃をからっぽにして明日の罰ばつゲームに挑んでやるぜ！」


    



    　とまあ、こんな顚てん末まつで俺は真夜中の飢き餓が感に苦しめられていたのである。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    「……七な菜な香かに電話でもしてみっかな」


    　唐とう突とつにそんな考えが浮かんだ。


    　なぜかはわからん。


    　空腹によって頭がどうにかなりかけているのか。もしくは脳内のホルモンバランスがくずれ、ふだんと異なる発想回路がシャイン☆スパァァーク……いや実際のとこ単なる思いつきなんだが、いちおう電話番号は知っていた。友達になる約束をしたあと、携帯の番号とメルアドをしっかり交換したからな。


    　うむ。飢餓感をごまかすためにはべつな刺激を受けるのがいいかもしれん。


    　俺は早速、電話してみた。


    「あー、もしもし……？」


    「ドッピヲよ！　十秒間だけ時間を飛ばした！　未来の動きを予知するのだッ！」


    「とおるるるる、了解しました、ボスー……って、俺はドッピヲじゃねえ！」


    「ＯＨ、すみません、アキタク」


    「その呼びかたやめろ」


    　相変わらず七菜香は七菜香であった。


    「で、なんですか、拓也さん？　こんな時間にいきなり電話かけてきちゃって。わたし、ちょっとドキドキしちゃってますよ？」


    「へ？　なんでだよ？」


    「へ？　なんでだよ？」


    「真ま似ねすんな。しかもヘンな声で真似すんな」


    「ソーリー、ごめんなさーい。でもでも拓たく也やさん、ドキドキしてるのはほんとですぅ。これでもわたし、女の子なんですよ？　心の準備する時間がないと困っちゃいますぅー。電話をかけるならかけるって、前もって電話で言ってくださらないとー」


    「わりぃわりぃ！　これから電話かけてもいいかな？　ってなに言わせんだよ！」


    「わーい、ノリツッコミー」


    　やれやれ、胃がきりきりと痛みだした。


    　空腹にストレスの組み合わせはいちばんよくねえってのに。


    「まあ、びっくりしちゃったのは単純な理由なんですけどね。こんなときに拓也さんから電話かかってくるなんて思わなかったですから」


    「こんなときってどんなときなんだよ？」


    「バスタイムですぅー」


    「え？」


    　それってつまり……。


    　七な菜な香かのやつ、いま入浴中ってことかっ？


    「イエース。わたし、ただいまお風ふ呂ろに入ってまぁーす！　へへへ、わたしけっこう長風呂なんで。そうですねえ、毎日だいたい四時間以上は入りますぅ」


    「なげえよ！」


    「だから当然、携帯持参で入浴ですよー」


    「ひとの話聞けよ！」


    「ばっちりビニール袋に入れてあるんで濡ぬれてもだいじょうぶなんですぅー」


    「そ、そうなのか」


    「そうですぅ。これってバスルーム・トークですね♪」


    「……」


    　ちっ。まいったな。


    　なんつーか、間まの悪いときに電話しちまったぜ。そんなつもりはさらさらないんだが、思わず想像しちまうじゃねえか。電話の向こうでバスタブに身を浸ひたしてる七菜香。湯の表面にはバラの花びらがいっぱい浮かんでいる。うふふっ。きゃははっ。シャボン玉を飛ばしながら無邪気にたわむれる白い裸体……。


    　ううっ、いかんいかん！


    　だんだん頭が火ほ照てってきやがった。


    　なんかテキトーに話でもするか……。


    「あ、あのさ。毎日四時間も風呂に入ってて退屈しねえのか？」


    「退屈なんかしないですよ。バスタブにつかって本を読んでますもんー」


    　なるほど、お風呂で読書ってやつか。


    「なんの本読んでんだ？」


    「ＢＬ本ですぅー」


    　俺の火ほ照てりは一瞬で冷めた。


    「しかもこれ、ただのＢＬ本じゃないんですよー。かなりアブノーマル♪」


    「……あー、ＢＬ本にノーマルもアブノーマルもないと思うんだが、いちおう訊きかせてもらおうか。なにがどうアブノーマルなんだよ？」


    「このＢＬ本の主人公って、わたしなんですぅー」


    「あ？」


    　俺は思わず固まった。いや、マジで七な菜な香かの言ってることの意味がさっぱりわからなかったのさ。


    　ＢＬって、いわゆる男と男がゴニョゴニョしちゃうやつだよな？


    　七菜香が主人公のＢＬ本って……いったいどういうことなんだよ？


    「同人モノで、『ななかサラリーマン』っていうんですけどね」


    「サラリーマン……？」


    　マン？


    「はい。この作品ではななかさんが美少女顔の男性……つまりはサラリーマンになってるんですよ。一種の性転換モノっていうんですかね。そんで部下とか上司の中年男性と、いちゃいちゃラブラブしちゃうわけなんですぅー」


    「なんと……」


    　なんとまあ。


    　日本人の想像力には底ってもんがないな！


    　性のフリーダム。


    「ストライク・フ○ーダム！」


    「俺の思考を読むな！」


    　目のなかでタネが割れそうだった。俺はタネよりダブルオーのほうが好きだっつーの。


    「でもでも感慨深いですよねー。いろんなオタクさんがいろんなわたしを描いてくださいましたけど、まさかサラリーマンになる日がこようとは！　ＨＡＨＡＨＡ、世も末すえですよ」


    「おまえが言うな」


    「ちなみに、ななかサラリーマンの得意技がなにか知りたいですか？」


    「知りたかねえが……この流れで訊かんわけにもいかねえだろ。なんだよ、特技って？」


    「すかしっ屁ぺです」


    　絶句した──。


    「満員電車でやるんですよ」


    「……」


    「サラリーマンが密集して身動きの取れない状況で、こうぷすうぅ[image: ][image: ]って」


    「ぷすうー」


    「イエース。おケツを持ちあげて腹にリキを入れとくわけです。それからじっくり、ゆっくりとですね、力を解放していって……あっ、そのときおケツをキュンとしめておくのがポイントですよー。そのままゆっくりぷすうぅ[image: ][image: ]」


    「うるせえよ！」


    　もうやめてくれ！


    　百年の恋も冷めちまう。


    　これが現実の『バスルーム・トーク』。


    「拓たく也やさんも読んでみたくないですか？　わたしが屁へをこくＢＬ本」


    「読みたくねえよ！」


    　条件反射的につっこんじまってから、俺はぐっとくちびるを嚙かんだ。


    　いや、ほんとは……ちょっとだけ読みたい。


    　実のところ……かなり読みたい。


    　や、しょうがねえだろ？　だって俺は筋すじ金がね入りのななかさんファンなんだからさ。そんな斬ざん新しんな設定の同人本、なんだかんだでやっぱり読みたいよ。しかも屁をこくだって？　ななかさんは公式設定だとトイレにも行かない（排はい泄せつしなくても生きられる）存在なんだぞ？　どうなってんの？　弾だん幕まく薄いけど、そこんとこどうなってんの？


    「じゃあ貸してあげますよ」


    「え、マジでか？」


    「イエース。まじですぅー」


    　マジでうれしかった。


    「ねえアキタク、いまぶっちゃけ超うれしくなってるでしょ？」


    「ぶっちゃけって言うな。……ああ、だけどそうだな。ほんとはちょっとだけ読んでみたかったのさ。貸してもらえるなら助かるぜ」


    「はーい。ではではいまからバイク便でお送りしますねー」


    「そこまで早急に動かなくていいよ！」


    「え、明日でいいんですか？　拓也さん、明日まで待てますか？」


    「待てるよ！　おまえ、俺をなんだと思ってんだよ！」


    「ＨＡＨＡＨＡ、いつもつっこみが速いですから」


    「それとこれとはべつだっつの」


    　というわけで、俺は明日の放課後に七な菜な香かと会う約束をとりつけた。


    　ああ、かなり残念な逢あい引びきの理由。


    　ななかさんのＢＬ同人誌『ななかサラリーマン』を借りるためにな……。


    「じゃあ明日、校門のところで待ってるぜ」


    「はーい。わたし、拓たく也やさんと会えるの楽しみにしてまーす」


    「お、おう。そっか……」


    　七な菜な香かのやつどこまで本気なんだか。


    　それでもなんとなく声がうわずってしまうあたり、やれやれ、俺も素直な性格してるよ。


    　とりあえず今夜はもう寝るか。うむ、いまならうまく眠れそうな気がする。いろいろと精神に衝撃を受けたせいか、飢き餓が感がすっかりおさまっているからな。


    



    　　　　　　３


    



    　ぐう～～～～っ。


    　だが次の朝、俺の飢餓感は見事なまでによみがえっていた。


    



    　いやぁ～、まいるなぁ。（気のいいオッサンみたいな声で）


    　学校でも腹がぐーぐーぐーぐー鳴りまくり。恥ずかしいことこの上ねえっつの。しかもこれが授業中、静まり返った教室にやたらいい感じで鳴り響くのさ。マジ生き恥だぜ。


    　ぐう～～～～っ。


    「──ッ」


    　俺は咄とつ嗟さに机をガタガタ動かして音のカモフラージュをはかる。


    　言うなれば、これこそが。


    　そう。


    　音使い──。


    　せっぱつまった感じに机を揺らして腹の音をカモフラ。だがそのたびに隣席の千ち比ひ呂ろがこれ見よがしなウインクを送ってくるもんだから、ああ、意図はバレバレだな。これでは道化だよ。


    「くすっ」


    　こうしているいまも俺の腹は鳴り続け、千比呂は小悪魔っぽく微笑している。


    （……アンキモ！　アンキモ！　アンキモ！）


    　俺は心のなかで呪じゆ文もんを唱えながら必死に恥ずかしい時間を耐えた。


    



    　さてさて、ようやく昼休み。


    　千比呂は満面の笑みを浮かべた顔をずいっと俺に近づけて言った。


    「さっきはすごかったわね、拓也」


    「な、なにがだよ……？」


    「ほんとにチョーすごかった。机とおなかの音のシンフォニー。まるで斬ざん新しんすぎる現代音楽みたいだったわよ！」


    「謝れ！　俺と現代音楽にたずさわる全員に謝れ！」


    「動画撮影しておいたし、あとでようつべにアップしとくわね」


    「ごめんなさい！　それだけはカンベンしてください。ごめんなさい！」


    　なんで俺が謝っているのだ。


    　俺と千ち比ひ呂ろは青空の下にいた。ここは屋上。うららかな日ざしをあびながら木製のベンチに並んで腰かけている。


    「……ったく。どうでもいいが早く弁当を食わせてくれ。俺は腹がペコちゃんなんだ」


    　だいたいおまえの罰ばつゲームのために俺は腹を減らせてあんな目に遭あっていたんだぜ？　さっさと飯を入れさせてくれよ。


    「ゴメンゴメン」


    　千比呂は籐とう編あみの小さなバスケットをかちゃりと開ける。


    「ほら、ごらんなさい。いっぱい持ってきちゃった。気の毒でひもじい拓たく也やのおなかにごほうびよ♪」


    「……なんだこれ？」


    「乾燥ドリアン」


    　あぁ？


    　バスケットには原色まみれのけばけばしいパッケージがびっしりつめこまれている。千比呂がその袋の一つをつまみ、俺の眼前にぴろーんと掲かかげてみせた。うお、トゲいっぱいの果物のイラスト。でっかくＤｕｒｉａｎと書かれてるからドリアンなんだろうぜ。


    「なあ、千比呂」


    「んー？」


    「ドリアンって、世界一くさい果物でいいんだよな……？」


    「そうよ。フルーツの王様。すっごく精力つくんですって。食べれば絶対、みなぎっっっっってきた～～～～～～～っ！　ってなっちゃうわよ。だからわたし、どうしても拓也に食べてほしかったの」


    「なにが『だから』なのか意味がわかんねえ」


    　そう考えていた時期が俺にもありました。


    　いやはや、千比呂のやつ、どこまでも俺のことを馬ば鹿かにするつもりらしいな。


    　この悪魔め！


    　千比呂はパッケージをひょいと俺のほうに近づけて、ビリッと開封。なんともいえないこうばしい香りがムワッと鼻にとびこんでくる。


    「やだあ～」


    　千ち比ひ呂ろは片手でぱたぱた鼻のあたりをあおぎながら、


    「くっさ～い！」


    「俺に向かって開けておきながらなにを言う！」


    　恥を知れ、俗物！


    「くっさ～い！」


    「二回も言わんでいい！　うッぐ……。でもこれ、たしかに匂におうな。乾燥ドリアンって書いてあるわりには、なんか発はつ酵こうした感じの匂いがする」


    「でしょ？　さ、食べて♪」


    「……」


    「早く食べて。そういう約束したでしょ？」


    「う、ううむ」


    　たしかに。


    　約束は約束である。そういうのを破るのは俺の主義に反するんだよな。若干の躊ちゆう躇ちよはあったものの、これを食わないで済ませるわけにもいかん。


    「ええい、ままよ！（池いけ○秀しゆう一いちボイス）」


    　俺はおそるおそる一切れつまむと、とあーっと口に放りこんだ。


    　ぱくん。


    　もぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐ。


    「むうう。なんか意外なんだが……けっこう味はいいな。口に入れちまうとそんなに匂いは気にならねえ。うむ、こりゃ普通にウマイんじゃねえのか？　果物とは思えない妙なコクがある」


    「あ、よかった。気に入ってもらえて」


    　千比呂はぽむと両手を合わせて、


    「じゃ、そこに入ってるやつはぜーんぶ食べるのよっ」


    「え……。これ全部をか？」


    「もちろん。拓たく也やのためにわざわざタイから取り寄せたんだもん。当然でしょ？」


    「そ、そうなのか。わざわざタイから……。なんかわりぃな」


    　俺は乾燥ドリアンをもう一切れ口に放りこむ。マズくない。けっしてマズくないぞ！　くせになる味っつーか、食べだすと止まらないものがある。


    「ウフフ。遠慮しないでいいからね。今日持ってきてるのはそれだけなんだけど、まだまだお家うちにいっぱいあるんだから」


    　いったいなにがしたいんだろうな、と思いながら俺は無言でもぐもぐもぐもぐ。


    「ねぇ拓也、明日からしばらくお昼ごはんをいっしょに食べない？　というか食べてもらわないと困るのよ。倉庫がはちきれそうなくらい大量に取り寄せちゃったんだから。ねぇ、いいでしょ？　拓たく也やをドリアンづけにしたいの。たっぷり精をつけさせてあげるから、その気になったらいつでも押し倒して♪」


    　なぁにが押し倒して、だ。馬ば鹿かにしやがって。


    「ふん。いいさ。その挑戦、受けて立ってやろうじゃねえか」


    　俺はあくまでも毅き然ぜんとした態度をくずさない。


    「もぐもぐもぐもぐ……。千ち比ひ呂ろがどんな悪だくみをしてるのかはわかんねえけどさ。俺は絶対負けねえよ？　俺はエロくもなければオタクでもねえ。ただの……人間だッ！」


    　千比呂は眉み間けんにしわを寄せる。


    　微妙に気まずそうに苦笑した。


    「ご、ごめんなさ～い……。それってなんのアニメのパロディなのかしら」


    「あン？」


    「わたし、拓也ほどそういうことにくわしくなくて。わかんないのよね」


    「コ、コホンッ！」


    　ちょっと恥ずかしくなる。


    　いけねえいけねえ。俺はオタクじゃないんだった。身の程ほどをわきまえねえと。俺はオタクという名の超人にあこがれているだけのただの一般人、なんつって。


    「まあいいわ。とりあえずもっと食べなさい」


    「もぐもぐもぐもぐもぐもぐ」


    　俺は飢うえたブタのようにドリアンを食い続ける。千比呂の挑戦を受けて立つことにしたから、明日から当分ドリアンづけの食生活ってことになるが……まっ、だいじょうぶだろ。これ慣れるとけっこうウマイし。いちおうフルーツだから体にもいいだろうしな！


    「ククク……」


    「なに笑ってんだ、千比呂？」


    「ククク……カカカ……コココ」


    「？　へんなやつだな」


    



    　俺が千比呂の笑いの意味に気づいたのは教室に戻ってからだった。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    「にお～～～う！」


    「匂におうか、十と紀き乃の？」


    「におうよ！　におうよ！　すっごくにおうよ！　たっきゅん、たっきゅん、おたっきゅんってば、なにを食べたのー？　モーレツににおいたってるんだけどー！」


    「そうか……」


    　やはり匂におうか。


    　俺は両手を口に当てて、はあっとやってみる。


    「……くっせ！」


    　卒そつ倒とうしそうになった。


    　なんだこりゃ……。


    　息っていうより、むしろ手のひらがやばい。


    　全身からまんべんなくドリアンの香りが発散されている。


    　教室のみんなの様子は……あー、なんつったらいいんだろうな。俺のそばに近づいたクラスメイトはこぞって妙な感じに顔をゆがめやがる。気を使ってなんにも言ってこないが、表情は雄弁だ。鼻をつまみ、頰ほおに汗を浮かべている。


    　いや、実のところ最初からわかっていた。俺はただ認めたくなかっただけ。だがこんな事態になったとあっては認めるしかないだろう。


    　俺はいま少しくさい。


    「くさくさくさくさー！　しょーがないよ！　だって人間生きてるんだもん！　たまにはくさくなることだってあるんだもんもん！」


    　もんもん言う十と紀き乃のの鼻はしっかりつままれている。


    「こういうときは逆に開き直っちゃったほうがいいんだよー！　匂うなら匂え！　もうプッツンだー！　めいっぱい楽しめばいいー！　青カビだらけのブルーチーズ食べるとかー！　にんにくをまるごといっちゃうとかー！　あ、納豆キムチなんかもいいんでないかいー？　刻みネギを入れたやつ！」


    「やめてくれ！」


    　そういうわけにはいかんのだ。


    　なぜならば。


    「今日の放課後はちょっとした用事があるのさ。妙な匂いをぷんぷんさせていたくなんかねえんだよ」


    　七な菜な香かにドン引きされちまう。


    「でもでも、たっきゅうん！　おたっきゅうん！　その匂いはパネェ匂いだよ！　ちょっとやそっとのものじゃないよ！　用事があるなら延期したほうがいいと思うけど！」


    「だいじょうぶだ！」


    「む？　なんか自信たっぷりに言ったね」


    「念入りに歯を磨く！」


    　そう言って俺は憎しみのまなざしを千ち比ひ呂ろのほうに向ける。目と目が合った。


    　──微ほほ笑えまれた。


    「ムダよ、拓たく也や」


    「なにがムダなんだよっ」


    「きっとそれ、普通だとありえない禁断の反応を起こしちゃってると思うわ」


    　あんだって？


    「……禁断の？」


    「だって普通じゃないものその匂におい！　アハハハハハハッ！　あれだけのドリアンを一度にみんなたいらげちゃって。だからおまえはアホなのだぁ！（ししょーっ、と思わずつっこんでしまった）……きっと胃酸かなにかと変なふうに結合して、匂いのくさいモトを膨ぼう大だいに精製しちゃってるのね。うっふっふっふっふっふっふっふっふっ♪　すきっ腹にドリアンをあんなに一気につめこむからいけないんだわ。ああ拓也！　かわいいひと！」


    「おまえなあ～～～～っ！」


    「なによ、怒ったわけ？」


    　千ち比ひ呂ろはべえ～っとピンク色の舌を出しながら顔を突き出す。


    「いいわよ。怒ったなら仕返しすればいいんじゃない？　ここで、この教室のみんなが見てる前で、わたしの制服をびりびりびりびり、きゃああ～～～って、引き裂いちゃえばいいんじゃないかしら？　……うふふ、楽しみ♪」


    「楽しむな！」


    　どこまでおまえは痴ち女じよなんだ。


    　俺はこれでも女の子には常に優しくありたいと思ってるんだぞ？


    「もう少し常識をわきまえろ！」


    「なによ、拓也の意い気く地じなしっ！　ドリアン人間！」


    「うるせえ！　ドリアン人間ってなんだよ、この悪魔痴女め！」


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　家に帰ってから俺はすぐにゴシゴシ歯を磨みがいた。


    　コンビニで買ってきたミント味のタブレットも食った。


    　ガムも嚙かんだ。


    　そして──全裸になった。


    　壁にぱあんっと両手をつき、深々とこうべを垂たれながら熱いシャワーをあびる。


    「くそがあああああぁ……」


    　アメリカドラマの主役とかがよくやるポーズさ。シャワーあびるならやっぱこれだな。


    　そんなふうに入念にくさみを洗い流して、ぱりっとした新しい服に着がえる。


    　ううむ、駄目押しにもう一回くらい歯を磨いてもいいように思ったが……や、いかんいかん。これ以上うかうかしていると待ち合わせの時間に遅れちまうぞ。


    「いざ！　出陣～！」


    　俺は両手で頰ほおをぱしぃんと張り、あわただしく家を出た。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　待ち合わせ場所。白しろヶが峰みね女学院の校門前ではすでに七な菜な香かが待っていた。


    「わりぃわりぃ、遅くなっちまったぜ！」


    「いえいえ、気にしないでください。ドント・ウォリアー」


    「俺は戦士じゃねえよ」


    　とりあえず近くの牛丼家に向かう。俺的にはなじみの店だ。


    　あ、だが七菜香と話をするには微妙にそぐわないかもしれんな。


    　くるっと方向を変えた。


    「フェイント？　拓たく也やさん、いったいどこへ？」


    「あー、気にしないでくれ。あそこで茶でもしばこうぜ」


    　というわけで喫茶店に入ったのである。


    



    「ご注文はお決まりでしょうか？」


    「イエース。コーラふたつ」


    「俺のぶん勝手に頼むなああ！」


    「なんだとコーラ」


    「なにがコーラだコラ」


    「なにこら、タココーラ」


    「ええい！　そのネタはもういい！」


    「……コーラおふたつでよろしかったでしょうか？」


    「俺はコーラじゃなくて！　……あ、でも微妙にコーラが飲みたい気もしてきた。あー、すいません、店員さん。やっぱりコーラでいいっす」


    「合計で八百万円になります」


    「はい？」


    　ウェイトレスさんにそんなことを言われてしまうくらいにはウケたようだった。


    



    「はいこれ、例の本お貸ししますねー」


    　七菜香が鞄かばんからごそごそ本を取り出した。テーブルをすべらすようにして俺に渡す。


    「お、おい！　こんなところでっ」


    「だーいじょうぶですよ。表紙はまともですから」


    「む？　ほんとだ」


    　表紙には紺色の背広を着てネクタイを締めたななかさんの雄ゆう姿しが描かれていた。江戸っぽい書体でななかサラリーマンとかぶせてある。


    「なんつーか……微妙にシュールだな」


    「へへへ。そういうのがあるのが同人本のいいところでしょ？」


    「イエスだね」


    　俺はぱらぱらとその本をめくり、


    　バッと口もとを押さえる。


    「やっべ！」


    　これ、マジでやっべ……。


    　ガクガクと体が震えている。俺の中のななかさんのイメージが木こっ端ぱ微み塵じんになりそうだぜ。ああ、ＢＬとかそういうレベルのもんじゃねえんだ。とんでもないプレイの目め白じろ押おし。俺は愕がく然ぜんとしながら同人本のページをめくっていく。


    　部下にパワハラをするななかさん（セクハラでないところがミソ）。


    　それが発覚して信用を失い、窓ぎわに追いやられるななかさん。


    　飲み屋でくだをまくななかさん。


    　電車の中で居眠りし、「お客さぁん、もう終点ですよぅ」と言われるななかさん。


    　妻子にないがしろにされるななかさん。「あたし、おとうさんの入ったあとのお風ふ呂ろに入りたくなーい」「おとうさんの洗濯物といっしょに洗わないでー」「おとうさんはうちに給料だけ運んでくればそれでいいんだよう」


    「おとうさぁぁぁんっ！」


    　思わず血の涙を流してしまう俺だった。


    　娘ぇぇ！　もっとおとうさんを大事にしろぉぉぉ！


    　男に生まれたことをこれほど切なく思ったのは初めてだった。


    



    「ん」


    　と、いかんいかん。


    　少しばかり読書に熱中しすぎていた俺だったが、ふと妙なことに気づいた。


    「なあ、七な菜な香か」


    「はーい？」


    「どうかしたのか……？　なんか様子がちょっと変な気がするんだが」


    「ＯＨ、そんなことないですよ」


    　七菜香はヒラヒラ手を振ってみせる。


    　だがその否定の仕し草ぐさはいかにも不自然な感じなのである。


    　なんだっつーんだ？


    　七な菜な香かの様子は微妙におかしい。いや、俺はいまごろ気づいたわけだが、実は今日の最初からそうだった可能性がある。俺はちっとばかし浮かれていたかもしれんからな。


    　ともかく七菜香の呼吸法に謎なぞめいた部分がみられるのだ。


    　波は紋もん……とかじゃねえよ。一見いつものようにノリノリの七菜香だが、息を吸うタイミングになるとぷいっと顔をそむけるのさ。


    　んでもって、そのままの姿勢で激しく肩を上下させ、すうはあ、すうはあ。せっぱつまった速い呼吸。それからふたたび正面に向き直るんだが、こりゃあいったいなんなんだ？　まるで水泳の息つぎみたいだぜ。


    「なあ、ほんとにどうしたんだよ？　隣にウマイ空気でも流れてやがるのか？」


    「まーさーかー。空気というのは流れているんですぅー」


    　七菜香はあからさまにうろたえて首を振る。


    「どこの空気も変わらずおいしいですぅ。わたし、空気だーい好き！」


    「だったら俺の正面の空気もウマイはずだぜ？」


    「そんなの当たり前でおましょ。拓たく也やさんのまわりの空気はすっごくおいしいですもん」


    「だったらなんで……。はっ！」


    　稲いな妻ずまがひらめいた。


    　そしてひらめくのがちょっとばかし遅かったことに気づく。俺は両手でグシャグシャと頭をかきむしりながら、


    「あのさ、七菜香……」


    「は、はーい？」


    「俺の息、ドリアンくさくね？」


    　ガシャンと床にカップの落ちる音がした。


    　店内の温度がみるみる低下していく。


    「なあ七菜香、俺からドリアンスメルがぷんぷんただよってね？」


    「……い、いやですぅー、拓也さん」


    　七菜香はこわばった笑顔を浮かべて、


    「まったく、なにを言ってるんでしょ。拓也さんってばおかしなひとです。いきなりドリアンだなんて脈絡ありませんよ。わたし、レモンが好きですぅー。だってだって恋愛みたい！　で、そのココロは……？　甘酸っぱいからですぅー！　なーんてね、ＵＺＥＥＥＥ！　明日の天気は雨らしいです。あーこのコーラおいしいぐびぐび」


    　──不審者の言動。


    　コップを持つ七菜香の手はカタカタ震ふるえている。まちがいない。


    　俺、ドリアンくせえんだ。


    「すまん……。もう帰る」


    「え？」


    「息苦しい思いをさせちまった。正直スマンカッタ」


    　俺は伝票を持って立ちあがった。


    　まったく。マジで忘れてたぜ。七な菜な香かはずっとガマンしてくれてたんだ。呼吸困難に苦しみながらも必死に俺とかけあい漫才、いつもの笑顔をとりつくろってくれていた。


    　ちくしょう！　いいやつじゃねえか……。


    　表面的な態度はチョーいい加減だが、根はすっげえいいやつじゃねえか！


    　実は優しくて思いやりがある。それをひけらかすことはしない。


    　まるで天使だぜ……。


    　悪魔のような痴ち女じよ、千ち比ひ呂ろとはちがう。


    　七菜香はバカヤロウを装った天使。


    　そんな女の子にはコーラで乾杯、ごくごくごくゲーッフ！　とやりたいところだが、さすがにこれ以上ドリアンスメルにさらすわけにはいかんよな。


    　今日のところはもう帰ろう。バスルームにこもって壁に両手をつき、もういちど嗚お咽えつとともに熱いシャワーに打たれよう（アメリカドラマ風に）。


    「また電話する。今日はありがとよ」


    「拓たく也やさん、待ってくさいっ……ＮＯ！　嚙かんじゃいましたぁ！　待ってくださいっ」


    「いいさ。事実なんだからよ……」


    「わたし、そんなこと気にしませんー。それよりまだ話したいことがあるんです！　ねねね、座ってくださいよ。わたし、今日は拓也さんに相談したいことがあったんです」


    「俺に相談？」


    「はーい。お願いがあるんです。これって拓也さんじゃないとダメなんですぅー」


    　俺はまじまじと七菜香の顔を見る。ううむ、冗談を言っている目じゃねえな。


    「お願いってなんだよ？」


    「学校に行きたいんですっ♪」


    　へ……？


    「す、すまん。もっかい言ってくれんか。できればもうちょっと丁てい寧ねいに言ってくれるとありがたい」


    「わたし、拓也さんが通っている学校に遊びに行ってみたいんですぅー」


    



    　　　　　　４


    



    　土曜日。俺はいつも通かよってる高校の門の前で腕時計を眺めていた。


    「ふむ」


    　待ち合わせの時間はもうすぐだが……いったいどれくらい遅れてくるものか。ちょっと想像できんな。七な菜な香かは無茶苦茶に見えて、意外にちゃんとしてるところもある。もしかしたら時間どおりにくるのかもしれん。


    



    　その日、俺は七菜香に学校を案内することになっていた。喫茶店でお願いされた例の件である。


    「遊びに来るのはべつにいいと思うが……」


    「ヒーホー！　うれしいですぅー！」


    「けどよぉ七菜香、いったいなんでだ？」


    　たしかにうちの高校の敷地は広いが、特に遊ぶところはないぞ。乗り物もないし。


    「休みの日にふたりで行くなら、ゲーセンとかのほうがよくね？」


    「サーセンｗ」


    「その言い方やめろ」


    　七菜香が言うにはこうだった。


    　こないだ編集部でのバイト中、とある新人のマンガ家にポージングを頼まれたという。


    「あのさぁ、新キャラのモデルにしたいから、なんかいい感じのポーズとってくんない？」


    「はーい。いいですよー」


    　七菜香はいつものようにオタクの好きそうなポーズをしてあげたという。


    「ギア２セカンド！　ゴムゴムの～」


    「あー、七菜香ちゃーん。そういうのじゃなくてさぁ……（苦笑）」


    　七菜香のとってやったポーズがお気に召さなかったらしい。その漫画家は無礼にも七菜香にこんなことをのたまった。


    　いわく、七菜香にはサービス精神がない。


    　オタク心がちっともわかってない。


    　ついでに男心もわかっていない。


    「泣きそうになりました。……わたし、すっごいくやしかったです。いままでオタクさんを喜ばせたくてがんばってきたのに、まさかそんなこと言われちゃうなんて」


    　七菜香は左右の拳こぶしでポコポコ自分の頭を叩たたく。


    「でもでもわたし、たしかに男のひとのこと微妙によく知らなかったりしますぅー。白しろヶが峰みね女学院って先生もみんな女のひとなんですよ。これ、やばいですよね？　チョーやばいですよね？　わたしの感性、いまのオタクの男のひとと微妙にズレちゃってるかもしれません。わたし、男の子のことをもっとよく知る必要があるんですぅー」


    「ふうん。……まあ、俺はオタクじゃねえけどな」


    「へへへ」


    「なんだその笑い？」


    「イエース。拓たく也やさんがオタクじゃないことはわかってるですぅー。でもでも拓也さんの通かよってる学校にはいろんな男の子がいますでしょ？　だからせめて雰囲気だけでも味わいたいんですよ。普通の学校をいろいろ見学して、男の子のエキスをたっぷり吸って、今後の参考にしときたいんですぅー♪」


    「……ふうん。なるほどね」


    　エキスがどうとかはさておき、理屈としちゃあわかったぜ。


    　うちの高校は共学だ。マリア様が眺ながめてる感じの白しろヶが峰みね女学院とはいろんな部分がだいぶちがうだろうよ。ぶらぶら見学すりゃあ、普通の学校の雰囲気はつかめるかもしれんわな。


    「いいさ。案内してやるよ」


    「わーい。うれしいですぅー。ありがとうございますー！」


    「そのかわり七な菜な香か、その日はコスプレしてくるんだぞ」


    「ホワイ？」


    　俺はちょっと冗談を言ってみた。


    「うちの学校、校則で決まってんのさ。校門をくぐるときはコスプレしていること！　でなきゃ守衛のオッサンがブチ切れて通してくれねえんだよ。ま、なんつーか、いわゆるドレスコードってやつだわな」


    「はーい、ドレスコード。わたし、わかりますぅー」


    　さすがに七菜香はノリがいい。俺の冗談にノリノリで返してくる。


    「どんなコスプレがいいですかねー。メイドさんですかー？　それとも戦うウェイトレスさんとかですかー？　み♪　み♪　みらくる♪　みっく」「みくにしてやんよ！」


    　あぶねえあぶねえ。未来人を刺激するような発言はやめてほしいぜ。


    「ま、好きな格好でくりゃあいいんじゃねえのか」


    「ですよねー。それじゃわたしがいちばん可愛かわいいと思うコスプレしていこーっと。スク水がいいかなー？　白ビキニがいいかなー？　へへへ。乞こうご期待ですぅー♪」


    　そんなような軽い冗談を言い合って、あの日の俺たちは別れたのであった。


    　ま、俺はもちろんスク水派だけどな。


    



    　で、土曜日。


    　やがて待ち合わせの場所に七菜香があらわれた。約束した時刻ぴったり。それはちょっと予想外だったが、それよりもはるかに予想外なことがあった。


    「拓也さぁーんっ♪」


    「……」


    　な　ん　て　こ　っ　た。


    　俺は愕がく然ぜんとしながらその場に立ち尽くす。


    　ああ……。


    　七な菜な香かはマジでコスプレしてやがったのさ！


    「お待たせしましたですぅ」


    「……」


    「うふふ、似合ってますでしょ？」


    　七菜香はクルリとその場で回転してみせる。


    「拓たく也やさんのお言いつけどおり、ちゃーんとコスプレしてきましたっ。どうです？　ちょっと可愛かわいくないですか？」


    「……」


    　まいったぜ。まさかこんな格好してきやがるとは──。


    　コスプレってレベルじゃねえぞ。


    「ん～～～、わたしってやっぱり萌もえ萌えですぅー♪」


    　頭頂部の触手をぴょぴょんと揺らし、体をかたむけながらあどけなく微ほほ笑えむ七菜香。


    　その体は黒光りする着ぐるみに包まれている。


    　ゴキブリの着ぐるみ──。


    　俺の前にいるのは『ゴキブリ姿の怪人』であった。


    「ささ、拓也さん、行きましょ♪　ちゃんとコスプレしてきたんですもん。これならばっちり校門通れますよねー。きゃぴきゃぴのルンルン気分ですぅー。キラッ☆」


    「キラッ☆じゃねえよ！」


    　きゃぴきゃぴのルンルン気分で星間飛行スキツプするなぁぁぁゴキブリ怪人！


    　こんなの見たら守衛のオッサンがぶっ倒れちまうぜ！


    　俺は殺虫剤をぷしゅーっとやりたいのをぐっとこらえて、


    「あのよ、七菜香っ！　マジですまねえ！」


    　パシンと両手を合わせた。


    「コスプレしないと入れないっつーの、ありゃ冗談だったんだよ！」


    「え～～～っ？」


    「すまんっ！　ほんとにすまんっ！　マジ、カンベンしてくれ！」


    「だと思ってました」


    「あ？」


    　しれっとした顔でファスナーをおろし、七菜香はそそくさと着ぐるみを脱いでいく。


    　ゴキブリから制服姿の美少女へ。華麗にキャスト・オフ。


    「へへへ。いくらわたしだってそこまで世間知らずじゃないですぅー。拓たく也やさんの冗談にわたしも冗談で返しただけですよー。びっくりしました？　びっくりしましたでしょ？」


    「……ああ。びっくり」「してねえ」


    「あああああ！」


    　ひとの言うこと邪魔すんなよ！


    　ったくもう……。


    　とまあ、そんななごやかムードで俺たちは校門をくぐったのだった。


    



    　　　　　　５


    



    「わあ。これが普通の高校ってものですかー」


    　キョロキョロ周囲を見まわす七な菜な香か。その瞳ひとみは萌もえマンガのヒロインより大きく見開かれ、キラキラ星ほし屑くずが舞っている。ちっとばかし興奮気味のご様子だ。


    　校舎へ続くひょろ長い道を俺と七菜香はぷらぷら歩きながら、


    「けっこうひとがいるんですねぇ」


    「まあ土曜日っつっても部活とかあるからな。運動部のやつらなんて日曜も朝から来て練習してるらしいぜ」


    「それはそれは！　特撮番組も見ないでご苦労さまなことですぅー」


    　ズルッ。


    「……見てんのか」


    「イエース。人間はみんなライダーなんです！」


    　んなわけねえだろ、とつっこんだが無視された。


    「日曜はいつもよりちょっぴり早起きして、戦隊モノ見て、ライダー番組見て、プリ○ュアを見る！　ちょっとセレブっぽいモーニング・タイム♪　わたしの優雅な朝時間の過ごし方ですぅー」


    「なんともセレブな朝の使いかたがあったものだな！」


    「ありがとうございまーす」


    「褒ほめたんじゃねえ！」


    　まあ──プリ○ュアは俺も見ているが。


    「ＯＨ、それはそうと拓也さん。あれを見てくださーい」


    「ん、どした？」


    「野球場ですぅ！」


    　グラウンドを指さして七菜香は表情を輝かせる。


    　ふむ……。


    　うちの高校は野球部がけっこう強かったりして、いわゆるナイター設備がある。お嬢さま学園には野球部なんてないだろうから、なるほどな。こういうのが珍しいわけか。


    「乱入してきていいですか？」


    「だめだ！」


    「えー。かっ飛ばしてきたいですぅー」


    「ガマンしろ！」


    「そんなぁ～。拓たく也やさんのイジワルぅ。わたし、これでもホームランとか打つの得意なんですよ？　だってコルクバット使いますもん！」


    「危険なネタはやめろ！」


    「女子マネの前でドラッカーの『マネジメント』でも朗読してきましょうか？」


    「危険なネタはやめろ！　ブログでＤｉｓられたらどうする。炎上してからじゃ遅おせぇんだ。バッティングセンターの場所を教えてやるから、そこで好きなだけ朗読すりゃあいい」


    「つれないひとですぅー」


    「やかましい！　てゆーかそういうのは、もっとこう、管理人さんが寛容そうな『カト○ー家断絶』とか『アキバＢｌ○ｇ』とか『ＭＯＯＮ　ＰＨ○ＳＥ』とかだな……」


    「毎日見てますぅー。でもでも、それを見るのは人間として常識でしょ？　逆に、見てないひとなんているんですか？　あんなステキなサイト、見ないで生きていけますか？」


    「や、待て」


    　てゆーか待て……。


    　そういうの、なんかであった気ぃする。


    　あっ、そーそー。思い出した。妹さんだよ！


    　どこの妹さんかはさておくとして……妹っていいもんだよなあ。言葉の響きがすでに可愛かわいいぜ。どんなに態度が悪くても妹ってのは兄貴のことが好きなもんでさ。弟じゃこうはいかねえよ。弟ってのは基本的に兄貴のシカバネを踏み越えていく存在だからな。兄のシカバネを越えていけーみたいな。つーか、俺が言うことじゃねえけどさ。


    「『朝目○聞』とか『Ｄ○Ｉさん帝国』とかもステキだし……」


    「やめろおおおおお！　ひとが必死に話そらしてんのに！」


    「『たまごまももはん』……」


    「もうよせ！　言えてねえから！」


    　皆さま、ご迷惑おかけして本当にすみません！


    　俺たちはなごやかムードでグラウンドの横を通り過ぎ、あちこちを徘はい徊かいする。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    「ふー、けっこう歩きましたねー」


    「そうだな。これでひととおりぐるっと回った感じになるか……」


    　なんつーか、うちの学校の敷地も意外に広かったんだな。マジでそう思うぜ。


    「微妙にいい汗かいたかもしれん。七な菜な香かも疲れただろ？」


    「イエース、ぜんぜん疲れてないです。もう歩けないですぅ、死にそう」


    「……どういう意味なんだよコラ」


    「ＯＨ、拳こぶしを振りあげないで、拓たく也やさん。少し休めばまた歩けまーす♪」


    　俺たちはレンガの花壇に並んで腰かけていた。


    　そこは校舎裏のひと気のないスペース。平日は小規模な園芸部が小規模な活動をしている。ま、言うなればうらぶれた花園ってとこだな。ひととおり周辺の案内が終わったから、ここでしばらく休むことにした俺たちなのだったが。


    「で、どうだ七菜香？」


    「どうと言いますと？」


    「今日の目的のあんばいさ。お望みの雰囲気は摑つかめたか？」


    　あちこち見てまわりながら、とりわけ七菜香は部活に打ちこむ男子生徒たちを熱心に見ていた。野球部の練習とか、陸上部が走ってるところとか、そういうやつだ。


    　わあぁ……男の子の生なま足あし！　毛むくじゃらでカッコイイですぅー！


    　感嘆の声をもらす七菜香を上級生が鬼き神しんの形ぎよう相そうで睨にらみつけ、そこに俺がサッとあいだに入りごまかすというなごやかムード（しつこいんだよ俺！）なことをずいぶん繰り返した。


    　さてさて、その成果はいかほどか？


    「へへへ。ばっちりですぅー。わたし、男の子の発散するエキスをめいっぱい肺に吸いこみました！　なんとなくいろんなことがわかった気がしますぅー」


    「おお」


    　そうなのか。そりゃ良かったが……肺ガンには気をつけてくれよ。


    「イエース。わたし、男の子の気持ちすごくよくわかりましたとも。風が吹いてわたしのスカートがめくれちゃいそうになったときの、男の子たちの目の輝き！　赤くなったあの表情！　わたしにはきっとそういうのが足りなかったんです！　期待させるだけ期待させてどたん場で裏切る『釣り』の要素！　それがわたしには必要だったんですぅー！」


    「要いらんわ！　そんなもん！」


    　つーか、おまえはもうじゅうぶん身につけてるよ！


    　むしろ釣りの達人と呼びたいくらいだぜ。


    「へへへ。わたし、今日でいっぱい成長しちゃいました♪　これからはいままで以上にオタクの男のひとを喜ばせることができます。今後の白しら雪ゆき七菜香の活躍にご期待くださいね！」


    「やれやれ」


    　俺は肩をすくめる。


    　相変わらずこいつの考えることはよくわからん……。


    　だがまあ七な菜な香か自身が満足してるなら、それはそれでいいんだろうさ。だってマジで幸せそうに笑ってやがるからな。顔だけ見てればまさにエンジェルスマイルだ。俺にはさっぱり理解できんのだが、七菜香にとってはすっげえうれしいことらしい……。


    「なあ七菜香」


    「はーい？」


    「ちょっとした疑問なんだが……おまえ、なんでそんなにオタクを喜ばせたいんだ？」


    「やだ拓たく也やさん。そんなの決まってるじゃないですか」


    　七菜香は即答した。


    「オタクの男のひとが好きだからです」


    「へ？」


    「オタクの男のひとが大好きだからです！」


    「……」


    　俺は思わず言葉を失い、まばたきを繰り返す。ううむ。二回も言わなくていいが、いやはや、オタクの男が大好きときましたか。


    　まあそう言われたら、そうですかとしか答えようがねえんだが、


    「な、なんで七菜香はオタクが好きなん？」


    　否いな。訊きき返さずにはいられん。


    　ああ、残念なことに俺はオタクじゃねえよ。だが、もし……。


    　もし。仮に。


    　七菜香がオタ専だとか、そういうけったいな事情があるんなら──俺も真剣にオタクへのレベルアップをはかる必要があるのかもしれんぞ？


    「だってわたし尊敬してますもん。オタクの男のひとはこの世でいちばんご立派！　とってもとってもとってもとってもとってもとってもご立派よ～♪　まあ、たまに学園に押しかけてこられたり、家にやばいもの送り付けられたり、帰宅途中ストーカーされたりして身の危険を感じることもありますけど」


    「通報しろ！」


    「いいえー。わたし、それでもやっぱりオタが好き！　いくらヒドイことされても生まれた川に戻ってくるサケみたいに、なんだかんだで戻ってきちゃう。わたしにとってオタクさんはサケだらけの川みたいに最高のものなんですぅー♪」


    「……そこまでの覚悟なのか」


    　つーか、サケだらけの川がおまえにとっては最高のもんなのか！


    「イエース！　オタク・イズ・ビューティフル！」


    　オーター、オーター、オタオタオーターと宗教じみた危険ソングを歌う七な菜な香か。


    　わからん。


    　七菜香の価値観がマジでわからん……と俺はこめかみに手をやって考える。


    「えっと、どういうことなのか説明が必要みたいですね」


    「ああ。できれば説明を求めたいところではある……」


    「だったら拓たく也やさん。ちょっとわたしの長いお話、聞いてもらっていいですか？」


    「ん？　ああ、べつにかまわんが」


    　なんだよ、そんなあらたまった表情で。そんなに入り組んだ話なのか。


    「このことはあまり人に言ったことないんですけど……はい。わたし、拓也さんには知ってほしいです。恥ずかしいけど打ち明け話をしちゃいたい。いいですよね？　だって、わたしたちお友達ですもん。わたしのことをもっとたくさん知ってほしいです。そうすればわたしたち、もっと心のつながりあったお友達になれるはず。そうですよね？」


    　俺は若干どきどきしながら首しゆ肯こうする。


    「そ、そうかもしれん」


    「じゃあ話しちゃいますね。わたしがどうしてこんなにオタクさんのことを尊敬するようになったのか、わたしの恥ずかしい過去のことを……」


    　そして七菜香は語り始めた。


    



    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　わたし、子どものころ嫌われてましたー。


    



    　あ……？　ど、どうしたんです拓也さん？　いきなりそんなドン引きしないでくださいよ。ちょっと唐とう突とつすぎましたか。あーあー、ソーリー。ごめんなさいですぅー。


    　ただ、ここからじゃないと話が始められなくて。ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！　どうしてわたしがオタクさんたちのことを尊敬してるのか、それを説明するには小学生時代までさかのぼらないといけないんですよー。ま、歴史の重みってやつですね！


    



    　わたし、小学校低学年のころ、クラスの女子全員に好かれてませんでした。


    　理由はわかんないです。わたしなんにもしてないのに、あの子たちったら悪口ばっかり言うんですよ。可愛かわいいからって調子に乗ってるとか、ぶりっ子とか、空気読んでないとか、心当たりないことばっかり。


    　先生に相談してもこうです。


    「当校にいじめはなかった」


    　おケツ蹴けってやりましたよ。


    



    　ま、それはいいとして……ある日のことでした。


    　登校したわたしが机のなかに手を入れると、覚えのないものが入ってました。


    　マンガです。


    　表紙には小学生くらいの女の子のイラストが描かれてます。


    　オビには「おにーちゃん、だいだいだーい好きっ♪」と書かれてて、イラストの女の子はなぜか半裸。


    　……わたし、思わず白目むいちゃいましたよ。いったいどうしろと。


    「エッチなのはいけないと思いまーす」


    「エッチなのはいけないと思いまーす」


    　女子のみなさんがここぞとばかりにわたしのことを責め立てます。


    　あーそっか。わたし、ハメられちゃったんですって思いました。グッスン。きっと女子の誰かがわたしにイジワルしようとして、机にこっそり仕込んだにちがいないんです。


    



    「ひでえことしやがる……」


    「へへへ。だいじょうぶですよ拓たく也やさん。ここからが本番なんですぅー」


    



    　というわけで、わたしはつるしあげに遭あいました。


    　帰りの会のとき、クラスの女子が一丸となってわたしのことを糾きゆう弾だん！　十段！　十一段！　いっぱいいじめやがったんです。


    「こういうものを学校に持ってくるのはいけないと思いまーす」


    「女子がこういうのを読むのはいけないと思いまーす」


    　わたし、歯をギリギリ食いしばって耐えました。武士道とはシグルイなり！　いえ……わたし武士じゃありません。ほんとはすっごくヘコんでたんです。


    　そんなときです。


    　不意に男子のひとりがヒョイと手をあげました。


    「そのロリータな保健の教科書、実はおれが持ってきたもんだぜ」


    　しーん。


    　それはクラスでもいちばんオタクっぽい男子でした。


    　教室は水を打ったように静かになりました。


    　女子も男子も全員がポカ～～～～～～～～～～～～～～～～ンと口を開けて呆あつ気けに取られてます。ま、ようつべの動画再生がいきなり止まったみたいなもんですね。


    　でも、そっからがすごいんです。


    　わたし、ドびっくりしました！


    　堰せきを切ったようにクラスのオタクの男の子たち……略してオタコたちが立ちあがってくれたんです。


    「いやいや、そうじゃねえよ！　妹マニアなのは俺だよ！」


    「ちがうよ！　エッチなのはぼくだよ！」


    「ロリコンは正義！」


    「かわいいは至高！」


    「俺だけ見てればいいんだよ！　おれがロリコンだ！」


    「文句あるかオラエー！　アイムロリコン！」


    「ガッチャメラエー！　アイムロリコン！」


    　教室はカオスと化しました……。


    　はい。オタク火山が大噴火♪


    　その作品、けっこう有名だったみたいで、みんなファンだったらしいんですよね。コンビニで立ち読みするとき近くのお客さんの視線が気になるとか、単行本を買うと絵に描き加えられてる部分があってお得だとか、頼みもしないカミングアウトをする男子もいました。


    　わたし、心底感動しちゃいました！


    



    　というわけで、わたし、目覚めたんです。


    　こういうマンガに出てくる美少女ってちょっといいな～って！


    　願わくばこういう作品をたくさんひろめて、オタクのひとをもっと喜ばせたい。世界じゅうのオタを笑顔にしたい！　言うなれば助けてもらった恩返しをしたかったわけですよ。


    　で、親しん戚せきのひとのツテを使って、それ系の出版社でバイトすることにしました。


    　ひょんなことからキャラクターのモデルになって、あれよあれよというあいだにマンガ化されました。


    　はい。まー、あとのことは拓たく也やさんも知ってますでしょ。アニメ、ゲーム、ノベライズ。いろんなメディアでわたしの分身みたいな女の子がオタクさんを喜ばせてます。すっごい光栄です。オタクのひとを喜ばせたいっていうわたしの願いが神様に届いたんですねっ。


    　でわでわ、いまの気分をちょっと叫んでみます。


    「ほぼイキかけました～～～！」


    　……コホン。最後まで聞いてくださってありがとうございました！


    



    　　　　　　６


    



    　俺はひとりレンガ花壇に腰かけて、七な菜な香かを待っていた。


    　話し終えた七菜香は一いち目もく散さんにトイレに向かい（ガマンしながら語っていたらしい）、俺は手のひらをぎゅっパッぎゅっパッ、無意味に結んだり開いたりしている。


    「ふう……」


    　心臓が強く打っていた。


    　七菜香が戻ってきたら俺も自分の気持ちを伝えなきゃならん。


    　自分のほんとの気持ち……。


    　ああ、いまでこそ俺たちはお友達ってことになっちゃいるが、もともと俺は七菜香とそういう関係になりたかったわけじゃねえからな。


    　──告白したかった。


    　うむ。俺はこれから七菜香に愛してま～す！　と伝えるつもりでいる。


    　だが、なんでまた唐とう突とつに？


    　いやいや、んなこと聞かないでくれよ。


    　七菜香は俺ともっと心の通った関係になりたくて、あんだけのなが～い打ち明け話をしてくれたんだぜ？　こういうことには正せい々せい堂どう々どう、真っ向からこたえなきゃならんだろ。


    　残念ながら俺はオタクじゃないが、そういうところはしっかりしてるつもりだ。


    　マジな気持ちにはマジな気持ちをぶつける。それが誠意ってもんだぜ。


    　もちろん告白して断られる可能性は高い……。俺と七菜香じゃ、ルックス的にどう見ても釣り合わねえからな。だが、男にはやらねばならぬときがある。逃げちゃだめなんだ。


    　うむ。


    　要するに、逃げちゃだめってことだな。


    　ま、言い換えれば……。


    　逃げちゃだめってことだ。


    　逆に言うと──。


    　逃げちゃだめってことだ。


    　うるせえよ！


    　おっと、いかんいかん……。自分で自分につっこんじまったぜ。


    　とにかく人間には結果にかかわらず行動しなければならないことがあるんだよ。


    　と、唐突に背後から声がした。


    「まったく。なにをそんなにせっぱつまった顔してるわけ？」


    「せっぱつまってて悪いかっ？」


    　反射的にそう答え、俺はぎょっと身をこわばらせる。聞き覚えのある声だったのさ。


    　なんか……やばくね？　おそるおそる振り返ると直視の魔眼が俺を射抜く。


    　そこにいたのは悪魔のような女、千ち比ひ呂ろであった。


    



    「ち、千ち比ひ呂ろ……なんだってここに？」


    「部活動」


    「それはわかってる」


    　なぜなら千比呂はひらひらのテニスウェアを身につけているからな。ピュアホワイトが目にまぶしい。千比呂はテニス部だ。休日もよく練習に来てるって聞いていたから、あえてテニスコート方面にだけは近づかなかったんだが……。


    「たまたま見かけちゃったのよ」


    「あ？」


    「汗かいたから、水分補給にちょっとジュース買いに行ったわけ。そしたら拓たく也やとやたら可愛かわいい子が楽しそうに歩いてくるじゃない？　なんか……すっごくカチンときた。なんかすっごくムカッときた。で、思わずこっそりストーキングしちゃったんだけど」


    「ううむ」


    　尾つけられていたか。


    「ストーキングよりストリーキングのほうが俺は好きだぜ」


    「わたしもよ！　っていうか、茶々いれないでよっ！　とにかく、あんな光景を見せられたら気になって練習どころじゃないっていうのよ」


    「あんな光景って、おいおい。俺たち、ただ歩いてただけなんだが」


    「楽しそうだったもん……」


    「べつに楽しくねえよ。あ、いや……そうでもねえ、のかな」


    　実はけっこう楽しかったかもしれん。


    　俺が頰ほおを搔かいていると、なぜか千比呂の表情はどんどん険しくなっていく。


    「ねえ拓也、あの子だれなのよ？　うちの学校にあんなに可愛い子、絶対いなかったわ。あれじゃもしかするとわたしより……ううん、そんなことない！　そんなことないわっ」


    　俺はなんて答えたものか、ほんの少し考える。


    「あいつは……」


    「あいつは？」


    「気になるあいつは軍ぐん曹そう。コッペパンを要求するっ！」


    　無視された。


    



    　実のところ、千比呂とは最近あまりうまくいってなかった。


    　なんつったらいいのかな……。


    　常にうまくいってないっちゃないんだが、発ほつ端たんは例のドリアン事件。うむ、あの日の俺はめいっぱいドリアンを食いまくり、そのスメルで七な菜な香かを苦しめた。だからソッコーで、どういうことなんだぁぁぁと血の涙を流しながら千ち比ひ呂ろにつめよったのさ。


    　ところがだ。俺の激げき昂こうにあの女ぺろりと舌を出しやがる。厚こう顔がんなことに今日もドリアンを持ってきてるから、わたしごと食べて♪　なんてウインクする始末さ。迷わずピンポイントバリアパンチをお見舞いしてやった。だがリミッター解除でかわされた。


    「おのれぇ……オレはエリートなんだぞ？　調子に乗るなよ、カカ○ット～～～っ！」


    　バッ！　ドカッ！　ゴッ！　ズバッ、ズババババッ！　バシッ！　シュッ！　ドン！　ドドドドド！　バチッ！　シュッ！　バシン！　ドゴン！　バッ、ズババババババッ！　シャッ、シャッ、キュウウン、バウッ！　ドン！　スッ、シャシャシャシャ！　……スタッ。


    　Ｚ戦士も顔負けのバトルを展開しちまった。


    　そんなわけで俺と千比呂はこのところずいぶんギクシャクしていたのさ。


    



    「ふーん。そういうことだったの」


    　ことの一部始終を聞くと、千比呂は不敵な笑みを浮かべた。


    「うちの学校を案内してただけだったのね。よかった。わたし、ちょっとだけ安心した」


    「安心ってなんのことだ？」


    「いいのよ。こっちの話」


    　投げやりな感じにヒラヒラ手のひらを振る千比呂。このやろう……。


    「それより拓たく也や、わたしもこのツアーに合流していい？」


    「へ？」


    「うっふっふっふっふっふっふ♪　ねえ、いいでしょ？　今日はもう部活に戻る気分じゃないし、だいいちこっちのほうが面白そうなんだもん。拓也のこと奪ってやるわ。その七な菜な香かとかいう女の子の目の前で、ディープラブ──アユ釣り解禁を見せつけてやる！　お願い、いいでしょ。わたしも混ぜてー」


    「ふざけんな」


    「なによぉ。ふざけてなんかないわよ」


    「ふざけてるっつの！　そんな露ろ骨こつな悪意を見せられて、反対しないやつがどこにいるんだよ。頼むからとっとと帰ってくれ」


    　百歩譲ってほかの状況だったら、千比呂の悪ふざけにつきあってやらなくもない。


    　だが、いまはすっげえ大事なときなんだぜ？　俺はこれから七菜香に一生にいちどの大告白をしなきゃならんのだ。真剣な気持ちが飛び交う場を面白半分にツブされてたまるか。


    「とにかく俺たちのことはほっといてくれ」


    「いやよ」


    「頼む。ほっといてくれ」


    「いやよ」


    　ええい、まだだ！　まだ終わらんよ！


    「ちょっと、もしかして拓たく也や……」


    　不意に千ち比ひ呂ろが真しん武む者しや頑がん○●無む節せつ句く仕様（漢字大杉）みたいな鋭い面つら構がまえになる。


    「あなたまさかその七な菜な香かって女の子のこと……好きだったりしないわよね？」


    　沈黙。


    　風。


    　俺は静かに前かがみになり、


    　そして──。


    　ごほん、ごほん！　ごほっごほっごほっごほっごほっごほごほっごほぉんっ！


    　激しくせきこんだ。


    「わからんな」


    　全力で微ほほ笑えみをとりつくろう。


    「俺はおまえがなにを言っているのか、さっぱりわからんよ」


    「そんな……」


    　千比呂は一瞬くしゃっと泣きそうな顔になり、すばやく下を向いた。どんな表情をしているかは見えんが、肩を大きく上下させ、爪つめをガリガリガリガリ嚙かんでやがる。バイ○ァダストが発動しそうだ。


    　やがて千比呂はゆっくり顔をあげた。その表情はおそろしく真剣。


    「お、おい。どうしたんだ千比呂？」


    「ねえ拓也……。わたしのスカートをめくってみたくない？」


    「あ？」


    「わたしのスカートをめくってみたくない？」


    　頭が真っ白になった。


    　──ス、スカ……？


    　いきなりなにを言いやがるんだ、このド痴ち女じよ！


    　そんなふうに怒鳴りつけてやりたいところだが、なぜか俺の口からは言葉が出てこねえ。


    　千比呂はマジな顔のままスカートの裾すそを両手でつまむ。布ぬの地じがスルスルと緩かん慢まんにめくれあがり、白い太ももが付け根まであらわになっていく。見るな！　見ちゃいかん！


    　にもかかわらず、俺の目は釘くぎづけになっちまってた。


    　ちくしょう……くやしい……でも見ちゃう……ビクビク！


    　ああ、千比呂は見た目だけなら、パネェ美少女だからな。くやしいが、目の前でこんなことされたら、どうしても見ちまうのさ。


    　俺が思わず喉のどを鳴らしたところで、突然はらっと幕がおろされた。無音。カーテンコールは起きねえ。俺の落胆を見み透すかしたのか、千比呂は微笑み、両腕を天に向かってむーんと伸ばす。そのままの格好で、


    「ねえ拓たく也や。わたしのスカートをめくりたいでしょ？　いまなら特別にめくらせてあげてもいいわよ？　わたし、こうやってじっとしててあげる。動かない。口笛とか吹きながら拓也のしたいようにさせてあげる」


    　……ばかな！　そんなことすんのはやめろっ。


    　俺は千ち比ひ呂ろにそう叫びたかった。だができんのだった。心臓がやばい感じのビートを刻み、全身が異様なほど熱くなってくる。


    「ただし。めくりたいならひとつ条件があるの」


    「条件……だと……？」


    「その七な菜な香かっていう女の子と別れなさい」


    　なんだってー！


    「いますぐサヨナラを切り出すの。そして徹底的に別れなさい。二度と顔を合わせないことよ。それがわたしのスカートに挑戦するための条件♪」


    　ぬううぅ……。


    　俺は自分のシャツの胸をあたりをわしづかみにする。苦しい。


    「ちくしょう、千比呂……。おまえ、なんでこういうことばっかするんだよ？　なあ、なんでだよ？　俺にはわかんねえ……。どうしておまえはいつもいつもそういう意地の悪いことばかりしやがるんだよっ」
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    「そんなの決まってるじゃない」


    「言え！」


    「楽しいから」


    　な──？


    「拓たく也やの苦しむ顔が見るのが楽しいからよ」


    　千ち比ひ呂ろは桃色のくちびるをぺろっと舐なめた。


    「わたし、拓也が顔をゆがめてるのを見るのが好きなのよ。情けなく顔をゆがめているところなんか最高ね。ゾクゾクしちゃう。誰にも渡したくない」


    　おまえ……。


    「おまえってやつは、マジで悪魔みたいな女の子だなっ！」


    「フン。それがなによ？　いいじゃない悪魔。わたしは天使より悪魔のほうが好きね」


    　こいつ、開き直りやがった。


    「ホラホラ拓也。いいからあの子とは別れなさい。そして悪魔なわたしのとりこになっちゃいなさい。そのほうが幸せよ？　いろんなことさせてあげるわ。スカートをめくるだけじゃなくて、そこに顔を近づけてもいいわよ。匂においかいでみたくない？　犬みたいにクンカクンカ！　クンカクンカ！　スーハースーハー！　いい匂いだなぁ～～～！　仙せん元げん千比呂たんの縞しまパンをクンカクンカしたいお～」


    （……ル○ズ！　ルイ○！　○イズ！）


    　うわぁあああああん！　なんちゅう悪魔じみたやつなんだよ！


    　もう頭がどうにかなっちまいそうだぜ！


    （……アンキモ！　アンキモ！　アンキモ！）


    　ああ、もちろんわかっちゃいるさ。この誘惑はどうにかして退しりぞけなくてはならん。


    　だが千比呂は強烈なパワーを発していて、それは圧倒的なんだよ。二次元じゃない美少女特有のみずみずしいリアリティつーか。千比呂は七な菜な香かとはまたちがったタイプの……うむ、言うなれば近距離パワー型の美少女。そんなやつにここまでされて、俺は目の前がグラグラしちまっている。苦しい。酔いそうだ。頭が痛え……。


    



    　ずいぶん長い時間が経過した。


    「……ありがとよ」


    「え？」


    「マジでありがとよ。千比呂にはすっげえ感謝してる。これは虚勢とかじゃなくて、本気で言ってんだ」


    「どういうことよ……」


    「わからねえのか？」


    「言いなさい」


    「だっておまえ、一生懸命だもんよ」


    　千ち比ひ呂ろが目をまるくする。


    「俺をバカにするためとはいえ、おまえ体張ってるじゃねえか。女の子にとってはそういうの、なんだかんだいって大事なもんだろ。馬ば鹿かにされるのはくやしいけどよ。それでも俺はある意味うれしいよ。ほんとサンキューな。サンキュー……」


    　千比呂は無言でくちびるを嚙かんでいた。


    「だけどよ。おまえ、もっと自分を大切にしなきゃダメだぞ？　俺ごときをからかうために使うのはもったいねえよ。もったいなさすぎてそいつはめくれん。だから俺はこのままでいい」


    「拓たく也や……」


    「このままでいい」


    　おだやかな春風が吹き、俺たちの頰ほおをなでていく。


    　勝負はついた。


    　めくってもいないのになぜ勝負できる──？


    　そんなつっこみを入れられなくても、千比呂の表情を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんなのさ。俺の気持ちをわかってくれたって顔してる。伝わったなって感触があった。


    　うむ。


    　申し訳ねえが、最後にもうひと押しさせてもらうか……。


    「なあ千比呂。ぶっちゃけ俺はいままで三次元の女の子に興味なかったんだ。だが七な菜な香かに変えられた。言ってみりゃあ、七菜香は俺を目覚めさせてくれたのさ、現実にな」


    「……」


    「わかってくれ」


    「……そっか」


    　やがて千比呂は泣きそうな顔で笑った。


    「そういうことなんだ」


    「わりぃな千比呂。せっかくの誘いにのれなくて」


    「いい。もうわかったから」


    　千比呂、ほんとにすまん……。


    「拓也ってやっぱりすごいのね。さすがわたしが見こんだ男の子よ。こんなにカッコイイ性格だったなんて思わなかった。ますます奪われたくなっちゃったわ」


    「なんだかよくわからんが、おまえに褒ほめられると妙に照れるもんがあるな」


    「……だけどね」


    　と、唐とう突とつに千比呂の瞳ひとみが包丁のような光を放つ。


    「わたしは転んでもただじゃ起きないのよ？」


    「あ？」


    「こんちくしょー！」


    　叫ぶと同時に千ち比ひ呂ろが走ってきた。そして俺の体に抱きつく。くぎゅううう。ホットすぎる千比呂の体温。南国のフルーツみたいな甘い香り……。


    　だがそのあと起こったできごとは俺の想像を超えていた。


    　千比呂は俺の頭をぐいっと脇わきで挟はさみこむと腰をおろし、股またぐらに手を入れる。よっこらしょ。すると俺の足はフワッと地面を離れ、え？　あっというまに俺はさかさまになり、え？　なにこれ？　ちょ、なにこれ……？　そのまま空中でぴたっと止められた。


    「ちょ、おま」


    　この体勢って、ノーザンライトボム──。


    　気がつくと俺は頭からまっさかさまに落下中。ちょ、待てよ！　マジで？　ちょ、これマジで？　すさまじい勢いで脳天が地面に向かっている。


    　ガツウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウン！


    「ぅああぁぁぁあっっああぁっ！」


    　重たい衝撃が頭から下腹部へとつきぬけた。


    「あーっ、すっきりしたっ♪」


    　声の主ぬしは軽やかな足どりで遠ざかっていった。


    



    　　　　　　７


    



    　それからすぐに七な菜な香かは戻ってきた。うめえ棒を食いながら。


    「しゃくしゃくしゃく。お待たせしました拓たく也やさーん……って、ええええええ！」


    　いきなりものすごく驚きよう愕がくされる。


    　ま、そりゃそうだろうな。俺はぐでーんと地べたに大の字になってますから。


    「なんでなんで？　拓也さんが死んじゃってますぅー！　えーん！」


    「……な、泣くな……七菜香……」


    「えーんえーん！　わたしがトイレに行ったせいで、拓也さんが死んじゃったー！」


    「死んでねえ……ひとの話を聞け……」


    「これはもう、わたしもあとを追って死ぬしか！」


    「やめんか、ばかたれえええ！」


    「あ、生き返ったー♪」


    　とりあえず脳の大事な血管が何本かいっちまったらしく意識が朦もう朧ろうとする。鼻血もビュクビュク出ていやがる。口に垂たれてきてしょっぱい。


    「で、拓たく也やさん。わたしがおしっこしてるあいだにいったいなにがあったんです？」


    「おしっこ言うなああああ！　百年の恋も冷めるっつの！　……べつになんにもねえよ。ちょっと足をすべらせてな。すっころんだだけさ」


    「なんか言ってることはかっこ悪いはずなのに、表情が妙にかっこいいですね」


    「そうかい？」


    「はーい。おしおきですぅ♪」


    「ふが！」


    　鼻にティッシュをつめられた。


    「ふがっ……ふぁっふぉは……！」


    　しかもなんつーか、特大のティッシュ。自分の視界の下のほうにふくらんだ鼻が見えるくらい、超・超・ばかでかいティッシュのかたまりだ。


    　やれやれ、こりゃ異様なだんご鼻になってんだろうな……。


    　もう告白できるようなムードではなかった。


    



    　で、帰りの駅。


    「拓也さんありがとうございました♪　わたし、今日はとっても楽しかったです。おうちに帰ったら血液を補給するためにいっぱいお肉を食べてくださいねー。たとえばレバーとか、レバーとか、レバーとか、レバーとか」


    「わかった。野菜を食うよ」


    「ＯＨ、さすがは拓也さん。ダメージを負っててもボケは忘れない」


    「ふっ」


    　限界は近いがな。……足もとがフラフラしやがる。


    「でもでもホントにお体は大事にしてくださいよー？　拓也さんは超人じゃなくて人間なんですもん。もしも拓也さんになにかあったら、わたし……わたし……」


    　七な菜な香かは子どもみたいに瞳ひとみをうるうるさせている。


    　やれやれ、普段の態度はアレだが、根はすっげえいいやつだからな。お人よしめ。


    「……だいじょうぶだよ、七菜香」


    　痛手は負ったが気分はいいのさ。心配してくれてありがとな。おまえの言うとおり、帰ったらレバーを食いまくって血を補給するぜ。そうすりゃすぐ元どおり元気に──。


    　そのとき、風が吹いた。


    「キャッ？」


    　七菜香の短いスカートがフワリとめくれる。


    　う？　なんか一瞬いま白い布ぬの地じが……見えたような？　レースっぽい感じの……もしかしていまのって七菜香の……ツウウン！　不意に鼻の奥から激しく熱いものがこみあげてくる。あ、ああ、あぁあああぁふぁぁ──。


    　ブビュバッ！


    「きゃー！　拓たく也やさん、すごい鼻血ー！」


    　あはは。


    　あはは。


    　まるで噴水のようだぜ。赤き水流が俺の鼻から天に向かって噴出する。俺の意識はどんどん朦もう朧ろうとしていき、やれやれ、こんなところで命を賭とした水みず芸げいを披露することになるとは、つくづく俺も運がねえやつ。つくづく七な菜な香か、おそろしい子！


    「いやー！　拓也さんしっかりして！　いま１１９に電話しますぅー！」


    　ピーポーパーポー、ピーポーパーポー。


    　そんなこんなで救急車で病院にかつぎこまれる俺。


    　うむ。最後の最後までなごやかムードで楽しい一日が終わったのであった。
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    　　　第三話　生き恥のステージ


    



    　　　　　　１


    



    　あー、人間にとって最も恥ずかしいことってなにか知ってるだろうか？


    　この世でいちばんみっともなくて、マジでめちゃくちゃに屈くつ辱じよく的で、どんなに気の強いやつでも思わずワンワン泣いちまうような、とんでもない辱はずかしめ……。


    　生き恥さらし！


    　アンキモ！　今回はそれにまつわる話だ。


    　アンキモ！　これを俺の口から語るのは相当な勇気がいるんだが──。


    　つーか、アンキモ！　って言うな、俺！　テンパリすぎなんだよ！


    



    　　　　　　２


    



    　その日の夜、俺と七な菜な香かは駅前の広場にいた。


    　なんでそんなところにいんのかって？


    　まあ、しばらくなんにも言わずに見ててくれ……。


    　七菜香は俺の前方に立ち、そのまわりを大勢の見物客がずらっと囲んでいる。チャラい兄ちゃんもいれば姉ちゃんもいるし、いい年こいたオッサンもいるが、とにかく老ろう若にやく男なん女によいろんなやつらが七菜香のずば抜けた美少女っぷりに見入りつつ、ひそひそ声で話をしてた。


    「だれだれ、あの子？　めちゃくちゃ可愛かわいいんだけど……」


    「わっかんね。ただのストリートミュージシャンじゃねーと思うが」


    「たしかにどっかで見たことあるような気ぃするな」


    「アイドルかぁ？　俺アイドルにはくわしくねーんだけど」


    「なにやらかすんだろーね」


    「おっ？　そろそろ始まるみたいだぞ」


    　みんなの前で深呼吸していた七菜香が振り向き、ビシッと中指を立てて俺に合図する。


    「立てるなら親指にしろ！」


    「あ、まちがえちゃったですぅー。ゴメンなさい。こうでしたよねっ♪」


    　ひとさし指と中指のあいだに親指を入れる七菜香。


    「やめてくれ！」


    「はーい。とりあえず拓たく也やさん、ミュージック・スタート！」


    「む……。それもそうだな」


    　俺は打ち合わせどおり、ＣＤプレイヤーのボタンをカチッと押す。


    　すると、ちゃららっ、ちゃっらちゃら～♪　聞きなれたアニメソングのイントロが流れ始め、見物客からパチパチパチ～と期待の拍手があがった。


    　おもむろに七な菜な香かは右手に持ってた一リットルの牛乳パックの口をびりっと破き、


    「パワーをＩＮ！」


    　見物客は一様にギョッとした顔。だが七菜香はためらうことなくパックを両手でわしづかみ、そのままこぷっこぷっ……こぷこぷこぷこぷ、一気飲みしてプハー！


    「わたし、歌いまーす」


    　口もとをグッとぬぐい（あごにツーッと白いすじ）、七菜香はノリノリの振り付けで歌い始めた。


    



    　　ワウ♪


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    



    　　　　　　　　　はーい！　はーい！　はーい！


    



    　　キュンキュンしてもいいですか？


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    



    「……」


    　あー、こうして歌詞だけ追っかけてると電波ソングなんだが──。


    　いい曲だ！（にぱっ）


    　ほんとこれ、実際聴くとわりといい曲なんだよ？　バックの演奏もいいしな。なんたって劇場版『ななラブ』のテーマソングなんだから。


    『キュンキュンしてもいいですか？　はーい！　はーい！　はーい！』


    　うむ、歌詞が最高っ！　恋する乙おと女めの葛かつ藤とうと決心みたいなのが飾らない言葉で見事に表現されてやがる。こういうのがいわゆる『詩』ってやつなんだろうよ。


    「おー……」


    「これ、意外とよくね？」


    「いいんじゃね？　てゆーか、すっげえよくね？」


    「マジよくね？」


    　くねくねくねくね。


    　ほれ、見物客のみなさんにも良さが伝わったらしいぞ。歌う七な菜な香かを見る視線が、ぽうっと熱を帯びたものに変わってきている。


    　ところがどっこい、物事そうはうまく運ばねえ。


    　異変が起こったのは曲がサビの部分にさしかかったときだった。


    「うぷ！」


    　不意に七菜香が口もとを押さえる。なんだなんだぁとざわめく見物客。


    「キュン、キュンしても……。うッ！」


    　歌が止まった。やべっ。次の瞬間たら～り、七菜香の鼻から白い液体が垂たれてきて、


    「ゴフッ！」


    　真っ白な吐血！


    　あおおおおおぉーっ！


    　七菜香のやつ、さっき飲んだ牛乳をだばだば吐いちまったぁ！


    「だばー……」


    「だばーじゃねえ！　待ってろ七菜香、いま拭ふいてやるからっ！」


    「ううぅ、拓たく也やさんゴメンなさーい、だばー……」


    　俺はあわてて駆け寄ると、ティッシュとハンカチでゴシゴシゴシゴシ。


    　ああもう、牛乳って服にしみこむと洗濯大変だっつーのによぉ……。そんな俺と七菜香を大勢のみなさんが愕がく然ぜんとした表情で見ている。どうしてこうなった。


    　いやいや、そこにはちゃんとした理由があんだよ。


    　これはなんつーか。


    　まあ一種の修業ってゆーのかな……。


    「修業だとぉ？　そんなものでオレに勝てると思っているのか、カカ○ット～～～っ！」


    　バッ！　ドカッ！　ゴッ！　ズバッ、ズババババッ！　バシッ！　シュッ！　ドン！　ドドドドド！　バチッ！　シュッ！　バシン！　ドゴン！　バッ、ズババババババッ！　シャッ、シャッ、キュウウン、バウッ！　ドン！　スッ、シャシャシャシャ！　……スタッ。


    　……スタッじゃねえよ！


    　ていうか、余計な妄想してんじゃねえよ、俺！


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　ことのはじまりは十日前にさかのぼる。


    　その日の夕方、勤め先から帰ってきた兄貴から香辛料のスパイシーな香りがした。


    「なあ兄貴、なんつーか、今日ちょっと、その……（くんくん）」


    「におうか？」


    「少し」


    「そうか。まぁカレーのにおいは強いからな」


    「あー、やっぱカレー」


    「いやぁ、実は今日いろいろと立てこんだことがあったもんだから。はは」


    「立てこんだこと？」


    　職場の同僚といっしょにカレーショップにでも行ったのか？　それくらいべつに立てこんだことじゃねえと思うんだが……。ううむ、想像するとだんだんカレーが食いたくなってくるぜ。辛ぁいルウを熱々のゴハンにかけてスプーンでぱくっ。その合間にらっきょをポリポリかじると……かーっ、たまんねえんだ、これが。


    　とりあえずなにがあったのか俺は兄貴に訊きいてみた。


    



    「そもそもあれはナタウリさんがいけない」


    「ナタウリ？　誰だそれ」


    「うちの職場の編集長さ」


    　兄貴の編集部のドンはナタウリってひとらしい。ググればけっこうヒットする名物編集長だそうだ。名物だけあって実力はあるが、名物の例にもれずアクが強く、アルバイト中の七な菜な香かにいつもセクハラ（パワハラでないところがミソ）まがいのことを仕掛けては軽くあしらわれているという。


    　そのナタウリさんとやら、今日もコピーをとっている七菜香のそばを通りかかり、


    「おうおう、七菜香たん！　相変わらずぷりぷりした良いおケツをしとるな。今度からぷりぷり七菜香たんって呼んでもいいかね？」


    　うしろから七菜香のスカートにヒュッと手を伸ばす……。が、


    　パシッ！


    「なんですか、この手」


    　ギリギリギリギリ……。（七菜香がナタウリの手首を締めあげる音）


    「す、すまん。ちょっとした茶目っけだ。ところでわしの右手は妄想殺しっていうんだが」


    「ドミネ・クオ・ヴァディス（どこへ行かれるのですか）？　……おまえは磔たつ刑けいですぅー！」


    　すぱあん！　「パウッ？」


    　ナタウリの尻しりに思いっきりビンタする七菜香！　逆セクハラってやつだが、どっこい七菜香のパネェ仕打ちはそれだけじゃ終わらなかった。


    「もう一丁」


    　すぱあん！　「パウッ？」


    「もう一丁」


    　すぱあん！　「パウッ？」


    「もう一丁」


    　すぱあん！　「パウッ？」


    「もう一丁」


    「うおおおおー！　いい加減にせんかあ！　コピペしても許されるのは画が○郎ろう先生だけ！　つーか、バイト代出さんぞおー！」


    「テヘッ。ごめんなさぁい♪（営業ボイス）」


    「ったく……。まだ学生だからカンベンしてやるが、いいか七な菜な香かたん？　社会に出たらこういうふうにはいかんのだぞ？　少しくらいのセクハラは当たり前だと思わんとだな」


    「次に会うときは法廷ですね！」


    「えーと……いまわし、なんか言ったか？」


    「きゃうー。その狸たぬきオヤジっぷり、さすがですぅー」


    「まあ、それはいいとして……コホン。わしは便所に行くところだったんだ。いまのケツビンタで急激にもよおしてきたわい。う～～～、もるもる！　さ、その手を離してくれ」


    「あ、おトイレ行きたかったんですかー？」


    「うむ。年をとるとこういうのが近くなってしまってな」


    「そうですかー」


    　シュバッ。


    「……なにしとる」


    「うふ。いい足してるなーと思いまして」


    　七菜香はナタウリの右の足首を脇わきに抱えこんでいた。そして突如クルンと回転！


    「ぬおッ？」


    　反動でナタウリも回転するハメになり、ビターン！　ふたりはもんどりうってオフィスの床に倒れる。


    「いてててて……。何をするだァー」


    「うふふ、ドラゴンスクリューですぅー♪」


    「なんだそりゃ？　わしはプロレス技にはくわしくないんだがって……おっ、おい？　七菜香たん？　なにしとる。わしの足なんか抱えてなにしとる」


    　ナタウリの両足をきめ、そのあいだに自分の脚をさしこむ七菜香。


    「オオッ？　オォォォ～～ッ？」


    　そのままぐりんと回転。


    「ア、ア、オアアアアアアアァーーーッ！」


    　うつぶせ状態のナタウリの背中が弓みたいに反そり、そこに七菜香は深々と腰をおろす。


    「ぐあァァーッ！　あッあッあッ！」


    　床をばんばんタップするナタウリ。


    「ちょーしゅー♪　ちょーしゅー♪　ちょーしゅー♪」


    　オフィスに響くノリのいい掛け声はもちろん七な菜な香かひとりによるものだ。


    「すごいでしょ？　これ、サソリ固めって言うんですよぅ」


    「おガああァ！　サソリだかなんだか知らんが、わしに向かってなんちゅうこと～っ！」


    「へへへ。さっきのセクシャル・ハラスメントのお返しですぅー。どこまでおしっこガマンできるか、編集長の意地を見せてくださいなっ。トイレなんて♪　そんなとこ♪　行っちゃダメですぅー♪」


    「歌うなああ！　つーかこれ、本当にしゃれにならん……ごああああああ！」


    「じゃあべつな歌にしますぅ。てーれーてれー♪　てれれてれれれー♪」


    　※パワーホール。前述の有名レスラーの入場曲である。


    「てーれーてれー♪　てれれてれれれー♪　てーれー♪　てーれー♪」


    「ごああああああああ！　ホ、ホントにもれる！　た、たぁすけてぇ～～～！　助けてマイマザ～～～～ッ！　や、マザーじゃなくていいっ。誰でもいいから助けてくれええ～っ！」


    　あまりのことに硬直していた社員たちもハッと我われに返り、


    「お、おい！　編集長を助けないと！」


    「ホ、ホラ白しら雪ゆきくんっ。悪ふざけはいい加減にしてっ」


    　サソリ固めをきめる七菜香をあわててひっぺがそうとしたが、


    　ぶゅっ。


    「……ぇ？」


    　社員たちの触れ方がまずかったらしい。


    　腹部を刺激されたナタウリは異様な叫び声をあげ、宙をかきむしりながらやっちまった。


    　やっちまったというか──放出した。


    　ぶぷうううぅ～。


    　もりもりもりもりぃ～……。


    



    「カレーじゃねえだろぉぉぉぉがぁああああっ！」


    　俺は泣きながら叫んだ。


    「兄貴のその匂におい、カレーじゃねえんだろうがぁあああぁあああっ！」


    「うむ。いわゆるカレー味の……」


    「言うなあああ！　それ以上言わないでくれええええ！」


    「後始末をしたとき、ちょっと……な」


    「念入りに手ぇ洗ってこいやああ！」


    「まあ落ち着けって拓たく也や。話にはもう少し続きがあるのさ」


    「頼むから見苦しいシーンはスキップしてくれ！」


    「あいよ」


    



    　さてさて、それから一時間後。


    　七な菜な香かは会議室のテーブルの『上』に正座させられていた。


    「ごめんなさぁい編集長」


    「……ギリッ（歯は嚙がみする音）」


    「わたし、ホントに反省してますぅ。まさか大きいほうとは思わなかったんですぅー」


    「……七菜香たん」


    「は、はい。なんでしょうか？」


    「七菜香たんには何か苦手なもんはあるか？」


    「？　なんです、藪やぶから棒に」


    「いいから答えろ」


    「んー、そうですねぇ。苦手というほどのものはあんまり……あ！　そういえば牛乳嫌いですぅ！　体質なのかなぁ。昔から飲めないんですよね。飲むと、なんでかいつも『だばー』ってなっちゃう」


    「それだッ！」


    「ビクッ？」


    「なあ七菜香たんよ。……わしはおまえにも恥をかかせてやりたい！」


    「……」


    　たらりとひとすじの汗。


    「え、えーと」


    「わしはおまえにも恥をかかせてやりたい！」


    「そ、そんな。二回も言わなくていいですよ。ていうか、いいトシこいた大人が言うことじゃないですよ、それ」


    「わしはおまえにも恥をかかせてやりたい！」


    「三回目ぇ、大人げなーい！　……いえ、ゴメンナサイ。わたしもちゃんと反省してますぅ。だから訊きくんですけど、なにをどうすれば許してくださるんですか？」


    「みんなの前で牛乳を飲んでもらおう！」


    「ふえ？」


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　俺は部屋に戻ると七菜香の携帯に電話をかけた。なんつーか、兄貴の話が途中でまどろっこしくなっちまってな。うむ、こういうのはやっぱ本人から直接訊くに限るぜ。


    「もしもし、七な菜な香か？」


    『あらアキタクゥ♪　ギィガァァ……ドリルゥゥ……グレイプゥゥー』


    「……アキタク呼ぶな。つーかおまえ、今日はお風ふ呂ろタイムじゃねえんだな」


    『はーい。リビングのパソコンでアニメ観賞してました。なにを観みてたかというと』「あ、言わんでいいよ。わかるから」『デビルモン！』


    「さっきのドリル技はなんだったんだよおおおお！」


    『言いたかっただけですぅー』


    「あーそうかい！」


    『デビル☆ビーム』


    「うるせえよ！」


    　ややや、馬ば鹿かやってる場合じゃねえ。俺はおまえに訊ききたいことがあるんだっつの。


    「なあ七菜香。小耳に挟はさんだんだが、おまえなんか今日大変なことがあったらしいな？　バイト先でトラぶってどーたらこーたら……くわしいこと教えてくれよ」


    『デビルウインクー、パチーン』


    「しつけぇ！　さっさと教えやがれコンチクショウ！」


    　俺はおまえのこと心配してんだよ！


    



    　あー、七菜香から訊いた話を要約するとこんな感じになる。


    　二週間後に隣県のでっかいホールでオタク系のイベントが行われるんだが……なんでもコミケとかじゃなくて、出版社公式のイベントらしい。マンガの生原稿の展示やらサイン会やらするんだとか。まあ、ホップステップジャーンプ！　……フェスタみてぇなもんかな。


    　で、そこでもうじき公開される劇場版『ななラブ』のＰＲもするという。


    「わたしがですねー、ななかさんのコスプレをして、ステージで歌うってのが目玉企画みたいなんですよー」


    「おいケタロウ！」


    「それ目玉のお父さん！」


    「つっこみ早ぇ～。……や、すまん。つい動揺しちまって」


    　七菜香がステージで歌うだって？


    　そりゃあ七菜香はななかさんのモデルだ。ステージ映えするだろうし、ファンにとっちゃ目ン玉飛び出るようなサプライズだろうよ。


    　だけどこのネタ、公おおやけにしちまってもいいのか？


    　いやまあ、べつに悪いことではない。いままで編集部が情報を伏せてきたのはイチバン効果的なタイミングを狙ねらってのことかもしれねえ。要はそんだけこの映画に勝負を懸かけてんだろうが……。七菜香にだって私生活ってもんがある。いまでもビミョーに危ねえ目に遭あってるらしいのに、それってどうなのよ？　仕事にひたむきな七な菜な香かの気持ちにつけこんでんじゃねえの？


    「や、わたしもバイト代かかってるんで」


    「そっかー」


    　気持ちとか介入する隙すきのない即物的な理由だった。


    「へへへ。とゆーか、そもそもわたし、オタクさんを喜ばせるの大好きなんですよー。せっかくのイベントですもん。当日はいっぱい楽しんでほしいですぅー。だからたとえバイト代出なくたって歌う気まーんまん！　わたし、もうノリノリで、踊りの振り付けとかも練習しちゃってまーす♪」


    「ふうん」


    　ま、自分がやりたいんなら、もう俺がどうこう言うレベルじゃねえか。


    「つーか七菜香、踊るのか？」


    「イエース。歌って踊りまーす。わたしの体のキレ、涼すず宮みやさんよりすごいですよ」


    「……どこの涼宮さんかはあえて聞かないでおくぜ」


    「笑いながらハミ乳ちちー」


    「やめろ！」


    「笑いながらフレンチキスー」


    「それきめぇ！」


    「笑いながらイナバウアー」


    「うるせえよ！」


    「笑いながら戦うバウアー」


    「連邦捜査官だ！　全員手をあげて膝ひざをつけ！　ハハハハハハッ、くそ！　ちくしょう！　頼む、電話に出てくれ！　本当にすまないと思う！」


    「……頭だいじょうぶですか？」


    「おまえが言わせたんだろ！」


    　結論──笑いながらやるとなにやってもだめ。


    「あのー、拓たく也やさん。わたし、お話の続きしてもいいんでしょうか？」


    「や、すまん。話の腰を折っちまって……。とにかく七菜香。おまえ、当日はななかさんの格好して歌うわけだな？」


    「はいですー。でもでも、そこに大きな障害が立ちはだかってきやがりまして。なーんと、うちの編集長がですね。ステージにあがりたかったら、歌う前に牛乳を一リットル飲み干せって言うんですよ……」


    　あぁ？


    「それって、例のナタウリとかいう……」


    「はいです。ぴ～～～～～！　もらしちゃった仕返しに、どうしてもわたしに赤っ恥をかかせたいみたいです。わたし、昔から牛乳飲むと『だばー』ってなっちゃうから……」


    「……ううむ」


    　なんちゅう大人げのねえ話だ。


    　いいオトナがそういうのに付けこんで仕返しってのは感心しないぜ。だいたい七な菜な香かはその出版社のために歌おうとしてんだろ？　編集長がその邪魔するってどうなのよ？


    　でもまあ……カレー、だからな……。


    「わたし、絶対歌いたいんです。会場のオタクさんに喜んでほしいですもん。歌わせてくれるなら苦手な牛乳、いっぱい飲もうと思ってますぅー」


    「そうなのか」


    「イエース。わたし、ぐわぁむばるぅ！」


    　七菜香……。こういうとこ、なんだかんだで頭がさがるぜ。


    　えらいやつだよ、おまえ。


    　子どものころに受けた恩を返すために、どこまでもオタクを喜ばせようって心意気。自分を犠ぎ牲せいにするその気け高だかさ。たぶん俺はおまえのそういうところが好きになって……。


    「殿とののミルクたっぷり飲んじゃいまーす」


    「俺の気分だいなし！　おまえが飲むのはただの牛乳だ！」


    「？　えと……なに怒ってるんです、拓たく也やさん？」


    「怒ってねえよ！」


    「んー、拓也さんってばヘンなひとですぅー。殿のミルクといえば、殿がしぼった牛乳に決まってるでしょうに……」


    「そうだよ！　そうなんだけど！」


    　ちくしょう。七菜香のやつ、意味わかってねえのかよぉ……！　まあネットとかで知った言葉って、つい意味もわからず使っちまうからな。いいえケフィアですーみたいな。


    「というわけなので拓也さん、ひとつお願いしてもいいですか？」


    「ん？　なんだ、お願いって」


    「特訓につきあってほしいんですぅー。牛乳飲んで歌う特訓っ」


    「へ？」


    「わたし、殿のミルクはちゃんと飲むつもりですぅー」


    　その言い方やめろぉぉと叫んだが無視された。


    「でもでも、それで『だばー』ってなっちゃったら、せっかく来てくださったファンをガッカリさせちゃうと思うんですよね」


    「あ、ああ……。それはたしかに」


    　ななかさんは公式設定だと汚れない存在。だっつーのに、ステージ上でそっくりさんが歌いながらゲロったら……や、幻げん滅めつどころかトラウマになるぜ。暴動が起きそうだ。


    「わたしがちゃんと牛乳飲めれば、すべてはまるくおさまると思うんですぅー。オタクさんたちの期待、裏切りたくないっ！　拓たく也やさん、お願いします。どうかわたしの特訓を手伝ってくださいー」


    「……」


    　ううむ。なんつーか。


    　態度からは想像もつかねえけど、七な菜な香かってばすっげえ律りち儀ぎなやつなんだよな……。


    　そのへん褒ほめてやりてえと思いつつ、だけどなんとなく照れるもんで、俺はポリポリ頰ほおを搔かきながら、


    「あー、あのよ、七菜香……」


    「お願いします、拓也さん。わたし、ほかに友達いないんです！」


    「そんなカミングアウトはしなくていいよ！」


    「僕は友達が少ない」


    「うるせえ！　わーったよ！　とにかく俺手伝うし！　いくらでも手伝ってやるしっ」


    「やったー♪　拓也さぁん、ありがとですぅー」


    　とまあ、いつもどおりムードもへったくれもなく、七菜香の特訓は幕を開けたのであった。


    



    　　　　　　３


    



    　で、次の日から特訓が始まった。


    　ストリートミュージシャン風に駅前に陣取り、俺がラジカセ（実は『カセ』は付いてねえんだが）のスイッチを入れると、七菜香は牛乳をごきゅごきゅごきゅ……プハー！


    　口のまわりの白いひげをぐいっとぬぐって、


    「さあ始まるザマスよいくでガンスふんがー」


    「まともに始めなさいよおおおおぉ！」


    　と、思わず叫んでしまう俺だが、まともだろうがそうじゃなかろうが、とりあえずノリのいいＢＧＭとともに白しら雪ゆき七菜香劇場が幕を開ける。


    



    　　ワウ♪


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    



    　　　　　　　　　はーい！　はーい！　はーい！


    



    　　キュンキュンしてもいいですか？


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    　　キュンキュンしてもいいで……うぷ！


    



    「七な菜な香かっ？」


    　アイドル顔負けのダンスがぴたりと止まった。七菜香はでっかい瞳ひとみを見開いてプルプルけいれん。その頰ほおが突如ぶくんっとふくれあがって、ぶくん・ぶくん・ぶくんっ！


    「……だばー！」


    「うああああぁ、早速やっちまったか！」


    「拓たく也やさぁん、やっぱダメですだばー……」


    「ちょ、待ってろ！　いま拭ふいてやる！」


    　口からだばだばと牛乳を垂たれ流す七菜香のもとに俺は駆け寄り、ゴシゴシゴシゴシ。


    　もちろん見物客はドン引きしてるが、ああ、本番は二週間後だからな。人の目なんか気にしちゃいられねえのさ。


    　俺と七菜香はいくども繰り返した。


    　さながら寄せては返す波のように（美麗な表現）。


    　歌ってはだばー……。


    　歌ってはだばー……。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    「なあ七菜香、牛乳のなにがダメなんだ？」


    「と、いいますと？」


    「いや、ホラ。牛乳苦手なやつってわりと多いけどさ。俺は普通に飲めるし、なん」「殿とののミルクさいこー」


    「茶々いれるなあああ！　……とにかく俺は牛乳好きだからさ。なんで『だばー』ってなっちまうのかわかんねえんだよっ。味か？　匂においか？　それとも喉のど越ごしがダメなのか？」


    「んー……」


    　七菜香は指をあごに当てて夜空を見上げながら、


    「ぜんぶ？」


    「どうしようもねえじゃねえか！」


    　俺と七な菜な香かはコンビニの前で休憩していた。ガードレールにもたれかかり、俺はスポーツドリンクをごくごく、七菜香はうめえ棒をしゃくしゃくやっている。


    　今日も七な菜な香かはがんばった。歌い、踊り、そして牛乳を盛大にリバース！　だがそれでもくじけることなく再挑戦を繰り返す姿にはかなり心打たれるものがあった。


    　うむ、こいつ（だばー）は努力している。


    　しかもそれ、自分のためじゃなく、オタクを喜ばせるためにがんばってるんだからな。


    　やってることの内容はともなく、ほんと頭がさがるよ……。


    　俺だったら『平成の怪物』の称号は迷わずおまえ（だばー）にやってるところだ。


    「しかしなあ、マジでどうしたもんだか」


    「うー、困ったですぅー」


    「匂においも味も喉のど越ごしもダメとなると……。ううむ」


    　七菜香は二次元からきたような絶世の美少女だが、れっきとした人間。人間だから苦手なもんのひとつやふたつあるだろうよ。そういうのは理屈じゃねえからな。いくら特訓してもどうしようもねえ気がするんだが……。


    　そのときビコン！　七菜香の頭上に電球がともった。


    「そうだ！　ねね、拓たく也やさんっ」


    「どした？　いい案でも思いついたのか？」


    「はいですぅー！　わたしってば、味と匂いと喉越しのせいで『だばー』ってなっちゃうんですよ。だからですね、そういうのを感じないように血管から直接注た入べれば……」


    「注た入べるな！」


    「ドーピングコンソメ牛乳♪」


    「人間やめてぇのか！」


    　期日は着実に迫っている。残りあと一週間……。


    　俺たちは追いつめられていた。


    



    　　　　　　４


    



    「やれやれ、まいるよな」


    　ふう、とため息。


    　月曜の学校。俺は机に両肘ひじをつき、頭を抱えていた。


    　最近は寝ても覚めても同じことばかり考えている。どうすりゃ『だばー』を克服できるんだ？　おかげさんで学校の授業にもさっぱり身が入らん。困ったもんだぜ……。


    　と、不意に背中にふにょんとした感触。誰かがまとわりついてきた。


    「たっきゅん！　たっきゅん！　おたっきゅううん！」


    「む、十と紀き乃のか」


    　相変わらずやわっけえなあ……。


    　でもよぉ、いくら幼なじみだからって学校で過度にベタベタするのはよろしくねえと思うんだぜ？　みんなが「蹴けりたい背中……」とか言いたそうな顔でこっち見てるじゃねえか。


    　うむ、なにごともケジメが大事！　ひっぺがそう。


    「たっきゅん、なんか疲れた感がただよってる！　十と紀き乃のが肩たたいてあげるよー！」


    「お、それうれしいかも」


    　そういや肩こってたんだ。


    「ポンポンポンポン！」


    「気ン持ちいい～」


    　ケジメ？　あんだそれ？（鼻をほじりながら）


    「ねーねーたっきゅん！　なんか悩みごとでもあるの、ポンポンポン！　よかったら十紀乃に相談してよ！　十紀乃はいつでもたっきゅんの味方だよ、ポンポンポンポン！」


    「あー……」


    　十紀乃ってほんと、いいやつだよなあ。


    「たっきゅんのためなら、十紀乃はお気に入りのＢＬ同人誌をここで朗読したっていいくらいだよ！」


    「それだけはカンベンして！」


    「えー？　元気出ると思うけどー」
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    「や、おまえの気持ちはうれしいんだが」


    　訂正──十と紀き乃のって『オタだけど』ほんといいやつだよなあ。


    　しかしまあ、せっかくの機会ではある。俺は肩をポンポン叩たたかれながら十紀乃に相談してみた。牛乳を飲めないやつが牛乳を飲めるようになるにはどうすりゃいいのかな、と。


    「うーんとねー」


    　十紀乃はあっけらかんとした口調で、


    「お砂糖入れればいーんじゃない？」


    「あ？」


    　意表を突かれた。


    「十紀乃はいっつもそういうふうにしてるよー！　嫌いなものにはお砂糖ドバドバ！　たとえば十紀乃、コーヒーとかそのままだと飲めないんだけど、お砂糖いっぱい入れればちゃーんと飲めるの！　お酒でいう水割りみたいな……なんてゆーか、お砂糖割り？　液体と固体の見分けがつかないくらいザラザラにしちゃうんだよ！」


    「糖尿になりそうだな」


    「角砂糖入れちゃおー！　ひゃっこ！」


    「百個もかよ！」


    　うううぅ。


    　甘いのがそんなに好きでもねえ俺としては、想像するだけで胸焼け気味だぜ。


    「あのねー、たっきゅん！　たっきゅんは女の子のこと、もっとよく勉強したほうがいいと思うよー？　女の子はねー、甘いものがスーパーだーい好き！　そういうのが嫌いな女の子なんていないんだよ！」


    「それはまあ、そう……なのかな」


    　たしかに女の子って甘党が多い気がする。


    　これはひとつ、試してみる価値があるのかもしれんぞ？


    「十紀乃はお砂糖チョー好きだお」


    「なんでやる夫みたいな口調になってんだ」


    「とにかく十紀乃は甘いの好き好きー！　お風ふ呂ろをお砂糖でまんぱいにしたい！　んで、そのなかに飛びこみたい！　てゆーか、お砂糖のプールで泳ぎたい！　そこで溺おぼれて、肺に入れちゃいたい！　甘いのにまみれたーい！」


    「そこまで好きなのはおまえだけだあああ！」


    「ガガガガガガ！」


    「妙な笑いかたよせ！」


    「ルルルルルル！」


    「やめろ！　怒られる！」
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    　その日の夕方、俺は七な菜な香かにプレゼントを渡した。


    「なんですこれ？」


    「砂糖」


    　キョトンとした顔で七菜香が見ているのは袋に入った大量の砂糖だ。スーパーで砂糖だけをカートに入れて精算したら、レジのおばちゃんに「あんたバカァ？」と言いたげな顔されちまったが、いやいや、んなこたぁどうだっていい。


    「七菜香。牛乳を飲む前にこいつで少し甘くしてみろ。もしかしたら後味がちったぁマシになるかもしれん」


    「ははあ。なるほどぅ……」


    　七菜香はコクンとひとつうなずくと、


    「拓たく也やさん頭いいっ！　たしかにこれならイケるかもです」


    「ああ、イケるといいんだがな……」


    　どうだろう、そう簡単にうまくいくとは思えんのだが……どのみち時間がねえんだ。追いつめられてる俺たちとしちゃあ、なりふりかまっていられねえだろ。


    　七菜香は早速びりっと牛乳パックの口を開けると、砂糖袋を破いて、


    「ギガァァ……ドリルゥゥゥ……」


    「ん？　七菜香？」


    「グレイプウゥゥゥゥゥ！」


    「おあああああ！」


    　ざばばばばばばばばばばばばばばっ。


    　こいつ、砂糖いっきに全部入れやがった！


    「七菜香、いきまーす！」


    「いくな！　やめろおおっ！」


    　ニュータイプ！　振り向いてくれ！　糖尿になっちゃうから！　ビュンビュン頭を振りつつ、必死に七菜香の肘ひじをつかむ俺だったが、


    「ごくごく……。ごくごくごくごくごくごくっ」


    「あーーー！」


    　七菜香はかまうことなく牛乳を一気飲み。みなさん絶対に真ま似ねしないでください！


    「ぷはっ……。おいしかったですぅ」


    　どっこい、俺の心配をよそに七菜香はケロリとした顔だ。


    「あ、あれ？　……なんともねえのか、七菜香？」


    「おいしかったですぅー」


    「や、タ○ちゃんみたいな声で言い直さなくていいよ」


    　なんたることか、いまのところリバースする気配がないぜ。七な菜な香かはちょっぴりふくれた腹をペチペチ叩たたきながら、


    「ぽんぽんの調子もだいじょうぶみたい……。んー、なんででしょ？　ぜんぜん吐き気がこみあげてこないです」


    「そ、そうなのか？」


    「イエース。口のなかはザラザラなんですけど」


    「砂糖入れすぎたからだよ！」


    　と、自分で言ってはたと気づく。


    　あぁ、そういうことか。


    「どうかしたんですか、拓たく也やさん？」


    「いや、うむ……」


    　七菜香が苦手なのはあくまでも牛乳である。そして、いま七菜香が飲んだのは牛乳とは似て非なる飲みもの──牛乳入りの砂糖だ。（砂糖入りの牛乳でないところがミソ）


    　だったらリバースしねえのも当然だろうよ。


    「やったな、七菜香……」


    　七菜香は不思議そうに目をパチクリ。


    「とうとうやったんだ。おまえは牛乳を克服した」


    「ＯＨ……」


    「この方法で勝ったも同然だよ。ばっちり乗り切れると思うぜ、本番のイベント！」


    　そうさ。


    　奇跡ってのはいつだってがんばってるやつのところに訪れる。


    　方法はどうあれ、必死の努力が実を結び、もはや牛乳おそるるに足らずだ。


    　おまえはやりとげたのさ！


    「そうか！　わっちはやりとげたんじゃな！」


    「その言い方やめろ！」


    「白しら雪ゆき七菜香はやりとげない！」


    「ラノベのタイトルみたいな言い方もよせ！」


    　つーか、やりとげたんだってば！


    「拓也さん、お礼にいいものあげますねー」


    「ん？」


    　と、いきなり七菜香はうしろで両手を組み、可愛かわいらしくニコッ。


    　そしてきゅんと爪つま先さき立ちになって、俺のほっぺにキス──。


    　と見せかけてそれはフェイントだ。七な菜な香かはクルッと身をひるがえしてコンビニに駆けこんでいった。


    「……あんだよそれぇ！」


    　俺はプルプルしながらやつが買い物するのを見ていた。


    



    　しばらくして店から出てきた七菜香は手にコーラを持っていた。


    「はーい。お返しのプレゼントですぅー！」


    「お返し？」


    「イエース。拓たく也やさん、いっぱいお砂糖くれましたでしょ？　そのおかげで『だばー』しなくて済んだんですもん。代わりになにかあげたくって……。そのコーラ、わたしのおごりです！」


    「あ、ああ。そういうことか」


    　なんで唐とう突とつにコーラなのか意味がわからんかったが……。なるほどね。プレゼントにはプレゼントでお返ししたかったってことか。ふん、律りち儀ぎな七菜香らしいぜ。


    「じゃ、ありがたくこのコーラ、ご馳ち走そうになろうかな」


    「はいですぅー」


    　俺はぷしゅっとキャップを開ける。


    　しゅわーっと炭酸の弾はじける音とコーラのいい匂においがして、ああ、そういや俺、喉のどが渇いてたんだよなあ。七菜香のやつ、実は意外と俺のことよく見てくれてんのかもしれん……。なんとなくうれしくなり、俺はふふっと微笑する。


    「あ、いいもの入れてあげますねー」


    　ポチョン、ポチョン、ポチョン。


    　不意に七菜香がコーラに白いものを何個か入れた。


    「おいおい、いまなに入れたんだ？」


    「へへへ、香こう辛しん料りようですぅー。コーラと香辛料！」


    「主役が陽気なアメリカ人になってそうだな……。や、じゃなくてさ。香辛料ってなんのことだよ？」


    「メン○ス」


    　あ？


    　その瞬間、コーラが盛大に噴出した。


    　ぶしゅるぶしゅるぶしゅるぶしゅる！


    　どぽっどぽっどぽっどぽっどぽっどぽっどぽっ！


    「……」


    「きゃー。拓也さん、びしょ濡ぬれー」


    「……」


    「だいじょうぶですかー？」


    「おまえがやったんだろ！」


    「濡ぬれ女、拓たく也や」


    「やかましい！」


    　俺は男だよ！


    　カ○ーユならキレてるぞ！


    　ていうか、あーあ……。


    　顔から胸もとまでぐっしょりのコーラまみれになっちまったぜ。体にぴったりシャツが貼はりついて、もう透すけ透けだぁ。


    「サービスシーンってやつですね♪」


    「知ったようなこと言うな！」


    　俺がサービスして誰が喜ぶ。


    　十と紀き乃のとか、そういう腐ふ女じよ子しくらいのもんだろ。


    「いえいえ、わたしもけっこううれしいですよー？　だってだーって、拓たく也やさんの透けシャツ、すっごく目の保養になるんですもん」


    「あーそうかい……。シャツどころか、スラックスのほうもぐっしょりなんだがな」


    「パンツじゃないから恥ずかしくないもん♪」


    「それストパン。つーか、いまパンツにもジワジワ染みてきてるし……」


    「えー。そうなんですかー？」


    「うむ」


    「きゃー！」


    　うれしそうに顔を両手でおおう七な菜な香か。


    　やれやれ、そんなつもりはまったくなかったが、なんだか喜ばせちまったみてえだな。俺の中のわずかなサービス精神が気まぐれにニョキッと首をもたげる。


    「おほー。ケツのあたりで炭酸がパチパチ弾はじけてやがるぜ」


    



    「……はあぁぁ……」


    　ヘブン状態の七菜香。


    



    「喜びすぎなんだよ！」


    



    　とまあこのように──。


    　コーラに白いやつを入れるとやばいことが起きるので、絶対にやってはいけません！
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    　金曜の休み時間。


    　一階の廊ろう下かをのらくら歩いていたら、保健室の前でばったり千ち比ひ呂ろに会った。


    「拓たく也や」


    「お、おう」


    「……元気？」


    「なんだよそれ？」


    「べつに。なんとなく」


    　微妙に態度がぎこちなかったりするが、あー、それはこないだの事件以来ずっとである。教室だと隣の席なんだがな。や、実のところ最近あんまりうまくいっておらん。千比呂のほうがなんか遠慮がちっつーか……。まあ自分のしでかした技が技だけに（ノーザンライトボム）決まり悪いんだろうよ。ヘタすりゃ死んでたもんな、あれ。


    　でまあ、向こうから謝るのがスジだと思ってたんで、なんとなく気まずいままにしてあった。


    「週末はまたこないだの……七な菜な香かとかいう女の子とデートするわけ？」


    「へ？」


    　いきなりなんだっつんだよ。脈絡ねえなあ。


    　今週末はイベントがある。ああ、例のアレさ。待ちに待った七菜香の晴れ舞台──牛乳を飲んで歌う──だ。俺はもちろん会場まで応援に行くつもりだったが、それってデートって呼べるのか？　呼べねえな（反語表現）。


    「デートちがうし。それに七菜香はべつに彼女とかじゃねえぞ？」


    「は？」


    　千比呂は一瞬ポカンとした顔になり、


    「だって拓也、こないだ言ってたじゃない？　あの七菜香って子のこと、初めて好きになった相手だって」


    「あー、それはまちがってない。つきあえたら御おんの字じさ。だがまだつきあってるわけじゃねえんだよ。いまのところは単なるダチ。だってまだ告白してねえんだから」


    「え。告白してないの？」


    「してねーよ？」


    　千比呂は目をパチパチしながら食い入るように俺を見る。


    「あ、あんだってんだよ……」


    　顔が近ぇぞ。甘い息がかかるっつの。


    　思わずたじろぐ俺だったが、不意に千比呂はニマァーッと全開の笑顔を浮かべて、


    「そっかあ。そうなんだあ！　じゃあまだ正式につきあってるわけじゃないのね？　愛の告白はまだなのね？」


    「おう。まだ」


    　愛してま～す！　は言ってねえ。


    　これから言うつもりではある。


    　マジな話、ほんとはもっと早く告白したかった。だが七な菜な香かの大仕事の前にそんなことするのもなあ……。あんま動揺とかさせたくねえし。もしステージでやらかしちまったら、責任取れねえだろ。


    　だから先延ばしにしてきたわけなんだが。


    　うむ。


    　今回のイベントが無事に終わったら、今度こそ告白しようと思ってる！


    「告白は週末にするつもりなんだぜ……」


    　俺はギリッと拳こぶしを握りしめて、


    「イベント！　ステージ！　牛乳！　すべてが終わったとき……俺は七菜香に告白する！」


    　自分に言い聞かせるつもりのセリフだった。


    　どっこい、千ち比ひ呂ろはくしゃっと顔をゆがめる。なんだってんだ？　千比呂はこれ以上ないくらいぶすっとした口調で、


    「なーによそれ」


    「なーによって……や、ただの決意表明つーか、決心を口にしてみただけなんだが」


    「あーもうまったく。ふざけんじゃないわよ……」


    　千比呂は鼻息荒くくちびるをとがらせている。なんだか知らんが怒ってるっぽい。


    「お、おい。なにを突然ぷんぷんしてんだ？」


    「ぷんぷんしてないわよ！」


    「してるじゃん」


    　俺は実のところ千比呂のことが嫌いじゃねえ。性格はぶっとんでるけど、慣れるとけっこういいやつなんだよな。こいつにはいつもハッピーな笑顔でいてほしいんだよ。


    　だから、


    「わり、千比呂。俺、なんかおまえを怒らせるようなこと言っちまったんだよな……？　カンベンしてくれ。俺も俺で最近かなりバタバタしててさ。あんま余裕ねーんだよ」


    　が、どうしたことか。千比呂はギラリと目を光らせ、俺はうぐっと息を呑のむ。なんだぁこの雰囲気は？　千比呂のやつ念能力でも使う気か？


    「ねーえ、拓たく也や」


    「な、なんでございましょうか……？（ビクビク）」


    「タマ舐なめしてあげる」


    「あ？」


    　千ち比ひ呂ろは悪魔じみた笑顔を浮かべて、


    「わたし、いまから拓たく也やにタマ舐めしてあげるわ！」


    



    　──タマ……ナメ……？


    



    　それってまさか。俺の想像が正しければ……。


    　おいおいおいおいおいおいおいっ！


    　なんてこと言い出すんだよぉぉこのド痴ち女じよ！


    　ここ学校だぞっ！　わかってんのか？


    「や、おま、それはやべぇ……」


    「うっふっふ♪」


    「ちょ、待てよ……」


    　ゆっくり一歩一歩にじりよってくる千比呂。


    　俺はヘビに睨にらまれたカエルのように後ずさり、ウウウウああああ、なんてこったい、言こと霊だまってほんとにあるんだな。千比呂の口にした言葉のプレッシャーで膝ひざが笑う。くやしいが俺は怖おじ気けづいちまってた。──タマナメ。


    　そして唐とう突とつに千比呂が時をかけるマコトさんみたいにジャーンプ！


    　俺にガシッと抱きついた！


    「いくわよぉ？」


    「くぎゅうううう」


    　が、それから起こったできごとは俺の想像をはるかに超えていた。


    　ピクリとも身動きの取れない俺。それを嘲あざ笑わらうように千比呂は俺の顔に悪魔じみた笑顔を近づけてきて、え？　ちょ、なにそれ。口から赤い舌がぺろりとのぞき、ちょ、なにそれ。やめて。マジやめてそれ、千比呂の真っ赤な舌が俺の目玉に近づいてきて──。


    　ぺろん。


    「ぎゃあああああああああああー！」


    「レロレロレロレロレロレロレロ♪」


    「ああああああああー！」


    　筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい大激痛。


    　俺の眼球を悪魔の舌がペロペロと掃除する。


    　タマはタマでもまさか目玉を舐なめるとはよ！　やっぱ千比呂さんパネェっす！


    



    　で、たっぷり五分くらい舐められました。


    「ん～、おいしかったっ！　拓たく也や、それはわたしからの景気づけよ♪」


    「目がッ！　目がぁ～～～ッ！」


    「愛の告白、せいぜいがんばりさないよねっ」


    　ちくしょう、ちくしょう！　まだ目を開けることのできない俺。や、マジで涙が止まらんのよ。千ち比ひ呂ろがその場をスタスタ去っていくのは足音でわかったが……。


    　早く。早く来てくれ、保健の先生！　まだ光を失うわけにはいかん。


    　俺は明日のステージをどうしても見なきゃならんのだっ。


    　──常識人たる俺にとってはイミフすぎる千比呂の景気づけであった。
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    　とまあ、そんなこんなでイベントの日がやってきた。


    



    「ふう」


    　いま俺は会場内の手すりにもたれかかり、スポーツドリンクを飲んでいる。


    「やれやれ、マジで大混雑だな……。こんなことならゲーム機持ってきて、すれちがい通信をＯＮにしとくんだった」


    　さすれば、すれちがいまくり通信ができる。


    「時間……。まだ十時半か」


    　七な菜な香かの晴れ舞台は午後二時からだ。まだまだかなりの時間がある。


    　うむ。今朝はずいぶん早く家を出たからな。なんたって五時の目覚ましアラーム。眠さのあまり吐きそうになりながら（おうぇぇぷ！）、アメリカドラマ風のシャワーをあびた。


    　んでもって、自分のなかではいちばん自信のある服（地元のショッピングセンター二階のバーゲンで購入）を着て出発！　会場に着くやいなや『ななラブ劇場公開記念スペシャルトーク＆ライブ』の整理券をソッコーでＧＥＴしたんだが……。


    「さぁて、どうすっかね」


    　ホントは七菜香のところに激げき励れいに行きたいんだが、向こうはいちおう仕事だからな。邪魔になっちまいそうな気もするし、集中とかを乱したくねえし、ううむ……。


    　迷っていたら携帯がブブブブブブブブブブ！　思わずドキッとする。ああ、てっきり七菜香が電話してきたと思ったのさ。


    　あわてて出てみると、


    「よう、いまどこにいる？」


    　兄貴でした。


    「あー、二階の吹き抜けみたいなとこ？　で、ジュース飲んでた」


    「そうか。こっちはちょうど裏方仕事が一息ついたところでね。休きゆう憩けいがとれたんだ。メシでも食わないか？　兄弟ラーメンでよければおごるぞ」


    「いいね、兄弟ラーメン！」


    　や、ぶっちゃけ、おごりならなんでもいいんだけどな！


    



    　待ち合わせのエントランスホールに着いたが、兄貴はまだ来ていない。しょうがねえなと思いつつ、あたりをジロジロ見る。


    　うむ。いろんなやつらが歩いている。コスプレ客めちゃくちゃ多いなあ。なんのコスプレしてるのかだいたいわかっちまう俺も俺だが（はは。オタクでもねえのによ）、いやはや、普通の格好してるひとのほうが少ねえくらいだぜ。俺の服装が逆に浮いて見えちまうよ。


    　あ、いやそんなことはねえか。


    　遠くから兄貴らしきやつが歩いてくるのが見える。


    　うちの兄貴はオタだけど、わりとカッコイイ系の服装が好きでさ。よくわからんがファッションにはこだわりがあるっぽいんだよ。金あってうらやましいぜ社会人。で、こっからじゃよくわからんのだが、今日もシックな感じでキメている……ように見える。


    「ふむ」


    　遠目に観察する。細いグレーのパンツ。


    　そのポケットに両手をつっこみ（親指を出しているところがミソ）、ちょっとキザな感じに体をかたむけながら歩いてくる兄貴。


    　パーカを羽は織おって前を大きく開けているんだが、なかに着ているＴシャツは──。


    「……あ？」


    「よう、拓たく也や！」


    「ちょ、兄貴！　なんだよそのシャツ！」


    「かっこいいだろ？」


    「待てよ！」


    　痛シャ。


    　──アニメキャラがでっかくプリントされたＴシャツだった。


    　しかもヤバめのピンク系（色じゃなくて絵柄が）。


    「そのシャツの絵……尻しりが……その、脱ぎかけじゃん！　つーか兄貴、今日仕事でしょ？　いいのそれ？　セクハラとかになんねえのっ？」


    「問題ない」


    「軍ぐん曹そうの声真ま似ねすんな」


    「いや、ほんとに問題ないんだよ。だって、男の娘こだからさ」


    「は……？」


    「男、男（ニコニコ）」


    　俺は兄貴の痛シャに顔を近づけてまじまじと眺める。ううむ、どう見ても着がえ中にドアを開けられて振り返ってる女の子にしか見えんのだが……。


    　あ！　この子ってもしかして！


    「ふふっ、拓たく也や。おまえは『男の娘』にキョーミないから知らんのかもしれんが、この子はれっきとした男なのさ。超可愛かわいいけど、女じゃないからセクハラじゃないもん！　すごい人気あるんだぞ？　ちなみに名前は……」


    「ちょ、やば！　マズいって！　名前出したら絶対やばいって！」


    「秀ひで吉よしっていうんだが」


    「豊とよ臣とみ秀吉ー！」


    　皆さぁぁん！　兄貴が着ているのは豊臣秀吉のＴシャツでぇす！


    　ホントーです！　マジでその秀吉ですからね！


    「豊臣秀吉！　豊臣秀吉！」


    「とりあえず兄弟ラーメン食いにいこうか、拓也」


    「豊臣秀吉！　豊臣秀吉！」
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    「ところで拓也。ちょっと脈絡ない話をしていいか？」


    「あんだよ突然。べつにいーけど？」


    「いっぱいの『い』を『お』に変えて言ってみてくれ」


    「おっぱお」


    「……チッ」


    「なにその舌打ち！　つーか、ほんとに脈絡ねえ話すんな！」


    「このラーメンうまいね」


    「……すっげえ強引な話のそらし方だな」


    　俺たちは外に出て屋台のラーメンをずるずるやっていた。ふたり仲良く並んで椅い子すに座り、兄弟ラーメンずるずるずるずる。


    　チッ。


    　とまあ、チャーシューの薄さにも舌打ちさせられたが──。


    　たしかに兄貴の言うとおり、なかなかイケる味である。この手のイベント会場で出くわすラーメンにしてはかなりウマイ部類に入るだろうよ。七な菜な香かにも食わしてあげたい。スープは「あっさり」か「こってり」かでいうと「超あっさり」系。


    　つーか、ここでラーメンの解説とかべつに求められてねえか。失敬！


    「いやいや、わしは超こってりが好きだぞ」


    「あ、そっすか」


    「粉末がスープに溶けきってないくらいのヤツがたまらん！」


    「へえ」


    「あのドロッとした味わい……こたえられんぞ！」


    「てゆーか、えーと、あんた誰すか？」


    　いつのまにか俺の隣に見知らぬオッサンが座ってラーメンを食っていた。テカテカと血色のいい、なんつーかアブラギッシュな壮年男性だ。


    「仕事を抜け出して食うラーメン……格別の味だ。なあ秋あき葉は？」


    　は？


    　ふと隣を見ると兄貴がカタカタ震ふるえ、口からナルトをぽとっと落とす。


    　ってことは、このオッサンは兄貴の知り合いか？　兄貴は青い顔をしながら、


    「ナタウリ編集長、どうしてここに……」


    「こんなところで仕事サボってラーメン食ってるとはな。いい度胸だ」


    「すんませんでしたッ！」


    「サボりだったのかよ！」


    　ていうか、こいつが噂うわさのナタウリか。あんたもサボってんでしょ。
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    「あ～～～～～～～。満腹、満腹！」


    　ラーメンを食い終わり、ナタウリは俺の横でしーはーしーはー爪つま楊よう枝じを使っている。満足げにパアンッ！　と腹を叩たたくオッサンに向かい俺はおずおずと、


    「あのぉ、ナタウ」「いいメンだった！　いいメン使ってた！」


    　口をはさまれた。


    「わしはラーメンにはうるさい男でな。かなりうるさい。わしには行きつけの店がある。そこはチェーン店なんだが、わしは注文するとき必ず言うぞ。カタメンねぎ多め！　それはもう口をすっぱくして言う！　カタメンねぎ多め！」


    　ほんとにうるせぇ……。


    　つーか、うぜぇ！


    「ははあ、やっぱカタメンっすか」


    　兄貴がやる気のない相づちを打ってるのは勤め人の処しよ世せい術じゆつってやつだろうよ。ご苦労さんです。


    「や、ラーメンの話は置いといて」


    　くるっと椅い子すを回し。


    　俺は意を決してナタウリと相対する。こんなところで会えるとは思っていなかったが、せっかくの機会だからな。どうしても言ってやりてえことがあんのさ。


    「ちょっと話があるんですけど、いーっすかね？」


    「なんだ秋あき葉はの弟？」


    「七な菜な香かのことっすよ」


    　このオッサンが見舞われたアクシデント──カレー事件──についてはおおいに同情する。俺も人前でそれだけはしたくねえよ。マジ半はん端ぱねぇ悲劇だとは思うんだが、とはいえ、七菜香に報復するってのはいただけない。苦手な牛乳、人前で飲めってさあ……。高校生の俺がオッサンに言うのもなんだが、そりゃあまりにも子どもじみてるだろ。


    　俺は大人相手に気合い負けしないように腹にリキを入れて、


    「ちょっと大人げないんじゃないっすか！」


    「そうだな」


    「……へ？」


    　意外にもナタウリは素直に首しゆ肯こうした。どことなくシュンとした声である。


    「わしは子どもじみていた」


    「え。あー……そう、っすよ？」


    　思わずしどろもどろになってしまう俺である。


    「あのときはわしも頭に血がのぼってしまっていてな。逆上してついあんなことを……。ポカやった。ポカやりすぎた。七菜香たんはわしらのために奮闘してくれとるのに」


    「な、なんだよ。……わかってんじゃん」


    「それぐらいわしだってわかっとるわい。反省しとるよ」


    「んー。だったら素直に自分の非を認めりゃいいんじゃねっすか？　発言撤てつ回かいすりゃあ済む話でしょうよ」


    「いやいや、そういうわけにはいかん。わしにも立場ってもんがある。部下の前で公約させたんだ。そこはいちおうやってもらわんとな」


    　ったく、部下も融通きかねえな。


    「まあ七菜香たんに聞いたところ、牛乳は飲めるようになったらしい。だったら飲んでもらって今回の件は終わりにしたい。そうすりゃみんなが丸くおさまる。後あと腐くされもない、とまあこういうわけなのだ」


    「……ふん」


    　牛乳飲めるようになるまでずいぶん苦労したんだがなぁ。あの『だばー』の連続をあんたにも見せてやりたかったぜ。


    　とはいえ、これは一種の儀式……夜○月とＬのテニスみたいなもんなんだろう。七菜香がちゃんと牛乳を飲むことで、ナタウリも立場を守りつつ矛ほこをおさめられる。まあ子どもがよくやる仲直りの握手のバージョンちがいみてぇなもん。そんなふうに俺は理解した。


    「じゃ、わしらはそろそろ仕事に戻らんといかん。行くぞ、秋あき葉は」


    「ラジャーっす、編集長」


    　ナタウリと兄貴が立ちあがる。


    　遠ざかっていく背中に向かって、俺はひとこと釘くぎを刺しとく。


    「二度と七な菜な香かにセクハラしないでくださいよ！」


    「わしだって二度と洩もらすのはごめんだ！」


    　……だろうな。


    　兄貴が「薄型オムツを用意しとけば」とつぶやき、「バカもん」と殴なぐられていた。
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    「さて、と」


    　その場にひとり取り残された俺だったが、こうしていても仕方なかろう。


    「七菜香のところに陣中見舞いにでも行くか」


    　手ぶらでな。


    　たらたらとホールに向かって歩いていく。


    　ま、さっきのナタウリの話を聞く限りじゃあ、職場でのいざこざは半なかば解決されたようなもんだ。今日のステージさえ無事に済ませられりゃあそれで万事ＯＫだぜ。


    　良かったな、七菜香……。


    　自分のことでもねえのに妙にうれしく思いながら俺は歩き続ける。


    　どっこい、そこに油断があった。


    「きゃー！」


    「うおっ？」


    　いきなり背中にドスンと衝撃！　誰かが思いっきりぶつかってきやがった。


    「ってぇ～～。なにすんだよぉ……」


    「ご、ごめんなさーい！」


    　振り返れば、そこにいたのはコスプレした女の子だ。うっほー、こりゃまたド派手な格好してやがるな……。セーラー服と戦闘服をミックスしたような独特の服である。


    「それ、なんのコスプレなんだ？」


    「セーラームラムラムーンです！」


    「……。パチモンか」


    「てゆーか、そんなことより！　背中！　背中！」


    　血相を変えてまくしたてるセーラー服美少女戦士。あんだってんだよ？　その剣幕におされた俺がおそるおそる背中に手をのばすと、


    「お、おわー！」


    　なんじゃこらー！


    　べたらぁ～っとした熱い感触。手のひらには茶色いものが付着していた。


    「カレーじゃねえかよ！」


    「ごめんなさいー！　よそ見してたんです！」


    　なんてこったい。


    　このセーラームラムラムーンの格好した女の子に俺はうしろからカレーをぶちまけられてしまったのだ！　愛とか正義とか守る前にしっかり前見て歩けよ、ちくしょう！　せっかくの七な菜な香かの晴れ舞台。すべてが終わったらあいつをたっぷり褒ほめて、景色のいい公園かどっかで今度こそ大告白におよぶつもりだったのに……。


    　よりによってカレーだよ！　俺が持ってるいちばんカッコいい服着てきたんだぞ！


    「ほんとにほんとにごめんなさい！　お尻しりのあたりとか、ピ～～～～！　もらしたみたいになっちゃってます」


    「あー！」


    　泣きてえ。


    「あの、わたし洗ってきますし！　ちょっと服脱いでくれません？」


    「へ？」


    「ほら、そこの茂みに隠れてればいいですから。すぐきれいに洗ってきます。寒かったらここに着がえとか入ってますし！」


    　そう言ってムラムラムーンはムギュッと紙袋を押し付けてくる。


    「そ、そっか。わりぃな」


    「急がないとシミになっちゃいます！　はやく！」


    「たしかに……。う、うむ。わーったよ」


    　俺はそそくさと茂みに移動してシャツを脱ぐ。うわ、まじでカレーべっとりだな……。インナーまで染しみてるのでそれも脱いで、と。


    「パンツも脱いでください！」


    「お、おう……。ちょっとむこう向いててくれるか」


    



    　脱ぎ脱ぎ。（しばらくお待ちください）


    



    「じゃ、わたし洗ってきます！」


    「頼んだぜ！」


    　セーラー服美少女戦士はバタバタと走り去り、俺は全裸で茂みのなかに屈かがみこんだ。
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    「……遅い」


    　いま俺は全裸で腕時計を眺めている。カタカタと震ふるえながら。


    「遅すぎる……！」


    　あれからすでに二十分ほど経たっていた。セーラー服美少女戦士が戻ってくる気配は一向にない。迷子にでもなったのか、それともトラブルにでも巻きこまれてんのか？


    　どっちにしても俺はすごく……追いつめられていた。


    　全裸で。


    　うううう、すぐ来るって言ってたから、それを信じて服を脱いじまったわけだが。


    　ちくしょう！　こんな可能性は考えていなかったぜ。冷静に考えると大ピンチだ。いや、どう考えても超やべえ！　マジで寒気がするぜ。いやな汗が止まんねえ──。


    「このままじゃ風か邪ぜひいちまう……」


    　仕方ない。とりあえず着がえるか。


    　俺は着がえの入っているという紙袋をゴソゴソあさる。が、


    「なんじゃこりゃあああ！」


    　寒気に拍車がかかった。


    　紙袋に入っていたのはなんたることか、ムラムラムーンの衣装（ゴージャス版）だよ！


    　着がえってそういう意味の着がえか！　あああぁ、おおおぉ！　もってけセーラーふく！


    　とか言ってる場合じゃねえ。


    　ねえんだけど……ガッデム！


    　あの女、俺にこれを着ろというのか！


    「へーっくしょん！　……ううぅ。さみぃ」


    　無念だよ。


    　無念すぎるよ。


    　とはいえ、背に腹は代えられへんねん！（テンパりすぎて関西弁になってます）


    　俺は半泣きでえっちらおっちら、ムラムラムーンの衣装に着がえる。腹にぴっちりフィットするキツキツのセーラー服。当たり前だが男子高校生の着るものではない。しかもこれスカート超みじけーんだよ……。ホント泣けてきた。風とか吹いたら一発で丸出しになっちまいそうなんだが──。


    「あー！　しかも時間ー！」


    　開演時間が来ちまうじゃねえかよ！


    　やむを得ない。


    　いろいろとやむを得ない。


    　そんな状況に追いこまれて、俺はムラムラムーンの衣装のまま、『ななラブ劇場公開記念スペシャルトーク＆ライブ』の行われるホールへ向かった……。
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    「いや～、ほんと期待が高まりますねえ。今回の映画ではななかさんが異星人との戦争に巻きこまれてしまうわけですか！」


    「ええ。一種のスピンオフっていうんですかね。いつもとちがって、かなり本格的なバトルシーンが展開されます。空は飛ぶわ、ミサイルは出るわ」


    「空は飛ぶわミサイルは出るわ！」


    「かなりスクリーン映えするものになってると思いますよ」


    「楽しみですねえ～！　ちなみに恋愛描写にもこれまでになく力を入れているとうかがいましたが？」


    「もちろん。そこは映画といえど『ななラブ』ですからね。ラブ＝パワー！　クライマックスではななかさんが銀河のアイドルに変身します！」


    「と、いいますと？」


    「ななかさんが戦地に赴おもむいた恋人へ向けて歌をうたうんですよ。恋歌っていうんですかね。その天使のような歌声が戦争の勝敗を左右することに」


    「ん～～～。まさに超時空エンジェル！　フロンティアですねえ！」


    



    　ショーはつつがなく始まり、いまのところ順調に推移していた。


    　壇上では司会の人気声優と、アニメ『ななラブ』の監督が映画の見所を解説してる。


    　そっか。銀河戦争に巻きこまれて、だから歌をうたうわけだな。バトルアニメのお約束っつーか、なるほどなるほど……。納得いったぜ。


    　七な菜な香かはまだ姿を見せておらん。話によればサプライズゲストだそうだから、たぶんこの流れで、銀河のアイドルの扮ふん装そうしながら登場すんだろうよ。ベタだが、それだけに楽しみだ。


    　俺は前から数えて二十列目の席でトークに聞き入っている。ムラムラムーンの格好で。


    　いや、まあ……冷静に考えたら異様だと思うんだが──。


    　だいじょうぶ（にぱっ！）。


    　そんなに注目をあびてねえのは、ほかにもコスプレしてる客がいっぱいいるのと、あと、みんなすっげえ真剣にトークに聞き入っているせいだろう。この手のシチュエーション、関係者がポロッと爆弾発言しちゃうことがままあるからな。携帯片手にカチカチカチカチやってるのは、２ちゃんで実況でもしてんのかもしんない。正直、俺は命拾いした気分でトークに聞き入っている。


    



    　で、いよいよその時がきたようだ。


    「さてさてみなさん、今日はちょっとしたサプライズを用意してるんですよ」


    「なんすか、サプライズって？」


    「特別ゲストを呼んであるんです。このたび映画になったお礼を述べるために、はるばるエンジェル・プラネットからやってきてくれました」


    「はて。エンジェル・プラネットといいますと……」


    　わざとらしく考えこむ監督。何度も打ち合わせしたんだろう。


    「エンジェル・プラネットってことはもしかしてぇ……？」


    「ええ、そのとおりです！　ご来場の皆さま拍手でお迎えください。天使の歌姫ななかさんが、とうとう我われ々われの世界にやってきてくれました！」


    「なにいいぃ？」


    　どよめく場内にちゃらりらちゃらりら～と曲のイントロが流れ始める。ステージにぶわぶわ白いスモークがたかれ、その隙すきにトークをしていたふたりが舞台の袖そでへひっこんだ。


    　うむ、ついに出番のようだな。


    　がんばれよ、七な菜な香かっ！


    　無人のステージに、いま人影がゆっくりと姿をあらわした。


    「こんにちは～♪」


    　煙がひき、七菜香あらわる。俺は思わず息をのむ。


    　すっ……げえ。


    　ああ、その姿はまさしく二次元から抜け出てきたような──。


    　正しよう真しん正しよう銘めい、天使の歌姫だったのさ！


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    　場内は一瞬、水を打ったように静まり返り、


    「お……。お……。おおおお……」


    　おーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーっ！


    　全員総立ち。


    　ホールが崩壊せんばかりの歓声があがった。


    　ＨＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！　うぉー！　ＵＨＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！　ＰＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ！　おほー！　イヤッホオオオオオ～～～！　イヤッホオオオオオオ～～～～～！　ＡＢＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！　むおおぉーーん！　ＯＨＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！　ななかたぁーん！　ななかたぁーん！　ＹＥＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！　ＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！　な・な・か！　な・な・か！　ＨＹＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ！　ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！


    「……エキサイトしすぎだよ！」


    　おかげさんでほんの少し冷静になれたぜ。


    　すさまじい絶叫で耳がキンキンしているが、視覚は正常だ。ステージに顔を向ければ、そこには二次元ななかよりも圧倒的にまばゆい美少女がいる。


    　ああ。そいつはコスプレした現実の七な菜な香か。


    　この世のなによりもキラキラだ！


    　衣装のあちこちにハートとフリフリが付いたプリンセスな感じのミニスカート。背中に天使の羽根を生やしてる。いやもうマジで天使の歌姫。周囲の空間がピンクがかって見えるほどの可か憐れんさなんだよ。美少女すぎて涙が出そうだぜ。


    「うふふっ♪」


    　るん。


    　るんるんるん。


    　スキップしながら七菜香がステージ中央へ近づいていく。時おりファンサービスのためクルクル回転。ちくしょう、可愛かわいすぎて俺の目までクルクルまわりそうだ。


    　観客たちは……あー、もう興奮しすぎて半なかばおかしくなりかけてるな。こすった下敷きを頭に近づけたように髪の毛が逆立ってやがる。よくよく見れば七菜香は手に牛乳パックと砂糖袋を持っているんだが、うむ、誰ひとりそんなことに気づく余裕はねえ。


    　そして七菜香がマイクスタンドの前に立った。


    　びりっと牛乳パックの口を開け、砂糖をざーっと大量投入。


    「……？」


    　なにをしてるのか意味不明だったんだろうよ。場内はシンと静せい寂じやくに包まれた。


    「わたし、飲みますっっ！」


    　ぐいっ。


    　──ごぷっごぷっごぷっごぷっごぷっごぷっごぷっごぷっ。


    　唐とう突とつに牛乳を飲み始める天使の歌姫。


    　ごぷっごぷっごぷっごぷっ……。


    　場内ポカーン。


    　ううむ……。なんつーか、言葉では説明できない微妙な雰囲気だ。


    　ま、これはたしかに意味わからんだろうね。事情を知ってる俺ですら、かなりシュールな気分になっちまってるもん。場内のオタクさんたちが静まり返るのも無理はねえさ。


    　んでもって、七な菜な香かは牛乳を飲み終えるとプハーッと息を吐はき、


    「わたし、歌います！」


    　にこっと笑ってマイクを握りしめる。


    　おー！　と観客も我われに返って拍手。ぱちぱちぱちぱち……。


    　うむ、そうだそうだ。それでいい。なにはともあれよく飲み干したぜ、七菜香！　おまえはよくやった。俺はちゃんとわかってるから、あとは手はずどおり歌って、さっさとショーを終わらせてこい。これですべては解決だ。おまえは本当によくがんばった！


    



    　だが、そのとき悲劇は起こったのさ。


    



    　　　　　　＊＊＊


    



    「ぎゅるる～」


    　あん？　なんだぁいまの音……？


    　壇上のマイクがあり得べからざる音を拾う。


    「ぴ～ぎゅるる～」


    　もしかしてこれ、七菜香の腹の音……か？


    　いきなりガクン！


    　ステージの上で七菜香が片膝ひざをつき、腹を抱えてうずくまる。


    「な、七菜香……？」


    　なにがなんだってんだよ？　どうしたっつーんだよ？


    　事態を飲みこめていない俺だが、とにかく普通じゃねえのはたしかだ。七菜香の表情はとんでもなく苦しそう。腹を押さえながら、アブラ汗をぽたぽた流してやがる。


    　会場がにわかにざわめきだした。


    「な、なあ。あれって演出？」


    「た、たぶん……」


    　んなわけねえよっ。


    　七菜香はいつも態度がうわついていて、それが演技なのか天然なのかはわからんが、かなり真意の摑つかみづらいとこがある。だが……いまは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ！　あいつ、いまにも泣きだしそうに顔をしかめて、めちゃめちゃ苦しそうに背中をまるめてる。


    　天使の顔からみるみる血の気がひいていくのが遠目にもわかった。


    　──あいつ、ハラが痛えんだ！


    「うぐぅ」


    　マイクが拾った七菜香のうめき声はせっぱつまってる。天使の羽根がポロポロ取れて床に落ちた。あれってアタッチメントだったのか。背中をまるめすぎたせいで外れたにちがいねえ。いまの七な菜な香かは翼をもがれた手負いのエンジェル。このままじゃステージの上で──。


    「ぴーぎゅる」


    　とんでもないことになる！


    　だがいったいなんだってこんなことに？　練習の時は一度だって腹痛なんか起こさなかったんだが──。


    「ハッ！　もしかして」


    　ほのおポキモソは水に弱い。


    　みずポキモソは草に弱い。


    　くさポキモソは火に弱い。


    　そして牛乳は──。


    「暑さに弱い！」


    　客でごった返していたせいか、今日の会場の暑さは半端なかった。こんな場所に冷蔵庫なんか置いてねえだろうから、出しっぱなしにしていた牛乳はムンムンの熱気をあびる。すなわち──こうかはばつぐんだ！


    「こうしちゃいられねえっ」


    　七菜香、待ってろ。いま助けてやる！


    　俺は全速力でステージへと走った。


    



    　　　　　　８


    



    「七菜香ぁーーーっ！」


    　しゃにむに走る俺。とにかく七菜香をステージからおろしてやらねえと！


    　あいつはテキトーそうに見えて、実は責任感がめちゃ強い。おまけにオタクのことを誰より大切に思ってる。そんな七菜香だ。たとえカレーを洩もらしながらでも、がんばって歌ったり踊ったりするだろう。必死の笑顔で、泣きながらでもやる。俺にはその光景がリアルに想像できる。だからとにかく壇上からひきずりおろしてやろうと思ったのさ。


    「なんだぁあいつ？」


    「なにやってんだぁ？」


    　場内は色めきたち、いろんなやつらが困惑顔で騒ぎ立てている。罵ば声せい。野や次じ。その他よくわからん諸もろ々もろの声がバンバン背中に投げつけられるが……かまうもんかよ！　マナー違反は承知のうえさ。俺はあいつをどうしても助けたいんだ。


    　うずくまる七菜香の姿が近づいてくる。


    　もうすぐだ。


    　もうすぐステージにたどりつくぞ……！


    



    　だが前方に意外なやつが立ちはだかった。


    



    「バカもん！」


    　いきなり怒鳴られる。


    　そいつは両手を大きくひろげて通せんぼしながら、


    「こっから先へは行かせんぞ。マナーを守って席につけ！　おまえのように常識を知らんバカがいるとみんなが迷惑するのだ！　席に戻れ！　さもなくば消えろ！」


    　それは見覚えのある人物──。


    「ナタウリのおっさん！　そこどいてくれよ！」


    「なれなれしく呼ぶな！　クズ野郎！」


    「クズ、だとぉ？」


    「あの子はうちの看板娘だ……。手を出すやつは誰だろうが許さん！　わしが相手になってやる。かかってこい、変態野郎！」


    「な、なんで俺が変態なんだよっ！」


    　たしかにマナーは守ってねえけど……。そこまで言われる筋合いねえぞ！


    　すると心底けがらわしいという目でナタウリはチッと舌打ち。ポケットから手鏡を取り出して「ほれ」と俺に向けた。あぁ？　なんだっつーのよ……。


    　って、


    「あ……」


    　ゾッと血の気がひいた。


    「……あーーーーーーーーーーーーー！」


    　鏡に映っていたのはまさに変態。ぴちぴちギリギリのセーラー服を着たわりとガタイのいい男……。


    　美少女戦士！


    　セーラームラムラムーン！


    　てゆーか、俺！


    　くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ；＠


    　あおおぉー！　七な菜な香かのことが心配すぎて、自分がどんな格好してるか忘れてたぜ。こりゃたしかに変態だ。どう見てもイっちゃってる。泣きてぇえぇぇぇぇえええぇー！


    　やがてナタウリのまわりに善意の第三者がゾロゾロ集まりだした。


    「変態！」


    「この変態っ！」


    「おまえみたいな変態を七な菜な香かたんに近づけさせるわけにはいかない！」


    「さっさと消えろよ、セーラー変態！」


    「ここからいなくなれー！」


    　みんな正義感に満ち満ちた表情だ。たしかにこの状況、どう見ても俺が悪者。マナー違反の変態男だからな。人は見た目が十割……ってそりゃ全部じゃねえかよコンチクショウ！


    　とにかく俺の前には人の壁ができちまい、ここから一歩も進めない。


    「ううううぅ、ちっくしょおおおおぉ……」


    　いいよ。


    　もういい。


    　俺は悪役だろうが変態だろうがなんだっていい。


    　人生どうなったっていい。


    　とにかく七菜香を助けたいんだ。──いま自分にできることをする。これ以上進めないっつーなら、こっからやるしかねえよ。七菜香を元気づける言葉をこっから届けるしか……。


    「七菜香ぁ、俺の声を聞いてくれ！」


    　俺はがむしゃらに叫んだ。


    



    「好きだああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


    



    　……は？


    　混乱のるつぼと化していた場内が一瞬で静かになった。


    「聞こえるか、この俺の声がっ！　七菜香ぁ！」


    　俺は無む我が夢む中ちゆうだった。ぶっちゃけ自分で自分がなに言ってるかようわからん……。ああ、そんな余裕まるでなかったのさ。湧わきあがる気持ちをひたすら口にするだけ。


    （アンキモ！　アンキモ！　アンキモ！）


    　もう必死で、とにかく七菜香を元気づけたくて──。


    「好きだったんだよぉぉっ！　前からずっと！　俺はおまえのことが好きだ！　好きだ！　好きだ！　大好きっ！　初めて会ったときからじゃねえ！　会う前から好きだった！　どういうことかわかるか！　時空を超えて好きってことなんだ！　だがいまはそばに行けねえ！　こっから先を通してもらえねえ！　たまらなく好きな女の子を助けに行くことができねえんだよ！　くやしいよ！　どうしていいんだかわからんよ！　だからせめて俺の気持ちをそこで聞いててくれ！　黙って耳をすませててくれ！　ちょっとでいいから元気出してほしいんだ！　好きだ！　好きだ！　七菜香ぁ！　俺はここに告白する！　世界じゅうに教えてやんよ！　俺はマジで七菜香のことがチョ～～～～～～～～好きだあああぁぁーーーーっ！」


    



    　異様な沈黙が場内を満たした。


    　そして──。


    「プッ」


    　笑われた。


    



    「ブー！　ブワッハハハハ！　ＡＨＹＡＨＹＡＨＹＡＨＹＡＨＹＡ！　ぶッは！　ＯＨＹＯＨＹＯＨＹＯＨＹＯＨＹＯＨＹＯＨＹＯＨＹＯＨＹＯＨＹＯＨＹＯ！　ＵＹＡＨＹＡＨＹＡＨＹＡＨＹＡＨＹＡＨＹＡＨＹＡＨＹＡＨＹＡ！　わはははははは、アッハァ！」


    



    　やっちまったな……。


    　俺は黒く塗ぬりつぶされ、ハイライトの消えた目をしながら考える。


    　とうとうやっちまったんだ。この大観衆の前で、こんな変態じみた格好をしながら、俺はこれ以上ないくらいド派手にやっちまった。


    　やっちまった。やっちまった……。


    　だが、どうしてやっちまったんだろうね？


    　フツーに考えりゃ、もうちょいオブラートにくるんだ言葉で元気づけてもよかったような。いや、普通はそうするよな。バカ！　バカ！　俺ぇ！　いくらテンパってたからって、ホントになにやってんだか……。


    　でもいいよ。


    　笑われても。


    　人生終わっても。


    　これが俺の精一杯だったんだから。


    　生き恥さらしちまって、もうまともな人生は送れねえけどさ。うむ。七な菜な香かにほんの少しでも俺の励ましの気持ちが伝われば……。


    「って、おい」


    　思わず目をひん剝むく。


    　こともあろうに七菜香まで、床をパンパンパンパン叩たたきながら笑ってた。


    「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！」


    「このヤロウ！」


    　つーか、あんだよテメェー！　場内のやつらに爆笑されるのはかまわんが、そこでおまえが笑ってどうする！　なんか生まれて初めて本物の殺意ってもんをおぼえたんだが、


    「あれあれあれー？」


    　ステージ上の七菜香がキョトンと腹をさする。


    「思いっきり笑ったせいか、ぽんぽん痛いのひっこんじゃいましたぁ！」


    　すってんころりん。


    「わたし、もうだいじょうぶですぅー♪」


    　あいたたた……。


    　俺は腰をさすりながら身を起こす。


    　ううむ、笑いまくって腹に力を入れたのが効いたのか？


    　とにかく七な菜な香かのやつ、持ち直したらしい。なんだかんだで便意の波は去ったようだ。いまはもう別人みたいにリラックスした表情になってやがる。


    　よかった……。


    「わたし、歌いまーすっ」


    　七菜香はマイクを握ってピョーンとジャンプ。


    　そして音楽に合わせて歌い始めた。


    



    　　ワウ♪


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    　　キュンキュンしてもいいですか？

  


  [image: ]


  
    



    　　　　　　　　　はーい！　はーい！　はーい！


    



    　　キュンキュンしてもいいですか？


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    　　キュンキュンしてもいいですか？


    



    　　　　　　　　　あーああーあー　うーう　あーああ　うーうーうー！


    　　　　　　　　　レッツ転調！


    



    　　ヘェーラロロォールノォーノナーァオオォー


    　　アノノアイノノォオオオォーヤ


    　　ラロラロラロリィロロー


    　　ラロラロラトリィラロ


    　　ヒィーィジヤロラルリーロロロー……


    



    　観客は七な菜な香かの『恋歌』に聞き惚ほれながら、ハイ！　ハイ！　ハイ！　ハイ！　ハイ！　ハイ！　ハイ！　と手拍子している。いっしょになって歌ってるやつもいた。……なんつーか、


    　いい盛り上がりだ（にぱっ！）。


    　俺は警備員にズルズルひきずられつつ会場をあとにする。ああ、ルール違反した変態の末まつ路ろってのはたいていこんなもんさ。しゃーねえよ……。


    　だが、こいつは目の錯覚なのかな。


    　ステージの照明の加減か、もしかしたら目に汗が入ったせいかもしれんが、七菜香の背中に取れたはずの羽根が見える。──ぼやっと透すける天使の翼。光のようにかすかにゆらめきながら。


    　目を奪うばわれる。


    　ああ、わかってる……。


    　そいつはたぶん幻覚なんだろう。いまの俺の気分が見せているイメージなのかもしれん。


    　だけどよ、人間は二次元のイメージにも心酔できる生き物なんだぜ？


    　七菜香は現実の女の子。


    　でも、現実をはるかに超えるイメージを俺にだけ見せてくれるのさ。

  


  
    　　　エピローグ


    



    「ふう」


    　俺は海の見える公園で手すりにもたれている。


    「遅おせえな、七な菜な香かのやつ」


    　イベントが終わって現在は夕方。いろいろドタバタあったものの、結果としては無事に終わってなによりだ。


    　うむ、いまの俺はちゃんとした服に着がえている。……カレーはついてねえぞ？


    　俺の服を持ってどっか行っちまった女は案あんの定じよう、館内で迷ってたらしい。警備員にひっぱられていく途中で偶然出くわしたんだが、まあこの広い会場だからな。ずっと俺のことを捜してたんだそうだ。


    　おめぇのおかげで俺はなあああ……！


    　と、ブチ切れたいところではあったものの、ともかく自慢の服──バーゲンで購入──が戻ってきてうれしい。これ気に入ってんだよ（にぱっ！）。


    　……スマン、少しくどかったな、俺。


    　二度とこんな真ま似ねすんじゃねえぞとドスのきいた声で言い、俺は死に物ぐるいでしゅぱしゅぱ元の服に着がえたのである。


    　それから懲ちよう罰ばつ室で大勢のオッサンにたっぷりしぼられて。


    　出てきた時には本日の出し物はすべて終わったところだった。


    　楽屋裏へ向かう。


    「七菜香！　腹具合はどうだ！」


    「はーい。ぽんぽんバッチリですぅー♪」


    　七菜香は腹をパァンと叩たたいてみせる。相撲すもう取りかおまえは……。美少女がやってはいけない仕し草ぐさトップ３に入ると思うんだが、とりあえず体調はいいらしいのでホッとする。


    　ふと見ると、そばに牛乳の空からパックが置いてあった。


    　何気なく手にとり、


    



    　バシン！（俺が牛乳パックを床に叩きつける音）


    



    「賞味期限切れてるじゃねえかよ！」


    「テヘ。お家うちから持ってきたんですけどね。うっかりしてましたー♪」


    「本番でうっかりしてんじゃねえ！」


    「グゥレイトォ！」


    「ごまかすな！」


    



    　さておき、七な菜な香かはまだいろいろと後片付けが残っているらしい。最後までちゃんと働くところが律りち儀ぎな七菜香らしいぜ。まあバイト代にも響くかもしれんしな。


    「ねねね、拓たく也やさん。近くに公園があるんですけど、そこでちょっとだけ待っててもらえます？」


    「ん？　そりゃべつにかまわんが……」


    「わたし、片付けが終わったらすぐに行きますので。ハトポッポにエサあげながら待っててほしいですぅ」


    「や、ハトは好きだが」


    　無理しなくっていいんだぜ七菜香。くわしくは知らんが、こういうのってスタッフの打ち上げとかあったりすんじゃねえの？　ショーは大盛況で終わったんだ。みんなでパーッと打ち上がってくれば……。


    「わたし、待っててほしいんです。拓也さん、お願い！　わたし、どうしても拓也さんに伝えたいことがあるんですっ」


    「そ、そうなのか……？」


    「はいです」


    　いつになく真剣な表情でペコリと頭をさげる七菜香。なんだっつーんだよ……。


    　だが、こんなふうにされたら断るわけにはいかねえな。俺は素直にその公園に移動して、海を見ながら七菜香を待つことにした。


    　そして小一時間が経過。


    　俺はかなり焦じれている。


    「もしかして……」


    　もしかして七菜香のやつ、返事をくれるんだろうか……？


    　ああ。とんでもない手法ではあったが、いちおう俺は告白したからな。想おもいをしっかり伝えたんだ。あのときは七菜香を助けたい一心で、しかもバタバタ（苦笑）していたから気づかなかったが。


    　俺はまだちゃんとした返事を聞いてねえぞ？


    　それをくれるとしたら──。


    　ＹＥＳか、ＮＯか？


    　いま俺の心臓はトクトク、胸はおかしなくらいポカポカしている。ポカポカ綾あや波なみもこんな気分だったんだろうか。あいつのことを考えるとポカポカ綾波……。


    



    　やがて七菜香が姿をあらわした。


    「拓也さぁーん！」


    「お……おうっ！　七な菜な香かっ！」


    「さっきのセーラー服、チョー似合ってましたぁー♪」


    



    　ズシャアアアッ（俺が前のめりにこける音）！


    



    「コロス！」


    「や、やだなぁ拓たく也やさん。ジョークですよジョーク！　とりあえず振りあげた拳こぶしをおろしてくださいー」


    「言っていいジョークと悪いジョークがあんだよ！　つーかおまえ、あんときはよくも床パンパン叩たたきながら大爆笑してくれたじゃねえか！　コンチクショウ！」


    「ソ、ソーリー！　ごめんなさい。でもあれ、ホントにすごかったんで。……ぷっ！」


    「思い出し笑いされた！」


    　しかも本人の目の前で！


    「……うおおァー！」


    「きゃー！　拓也さんが覚かく醒せいしたー！」


    　しばらくグルグルと公園を追いかけっこする。


    



    　ぜーはーぜーはー。


    「……たくよぉ。おい七菜香！　なんか俺に伝えたいことあんだろ？　いいから早く言えよ！　俺もうヘトヘトだよっ」


    　あーあ。なんでいつもこんなふうになっちまうんだか。


    　せっかく告白の返事をもらえるってのに、ムードもへったくれもねえよ。


    「フーーーンフ、フーーーーン、フーーーーン、フーーーーン♪」


    「さっさと言え！　俺のガマン袋は破ける寸前だ！」


    　なんかもう告白どうこうっつーより、脅きよう迫はくしてるみたいだな。


    「ゴメンなさーい」


    　意外にも七菜香はすんなり態度をあらためた。ペコリとお辞じ儀ぎして、両の拳で頭をポクポク叩たたきながら反省ポーズ。


    「拓也さんといると楽しくて、いっつもふざけちゃう……。うれしくて、なんかついついやっちゃうんです。ゴメンナサイでした」


    　むうぅ。


    「ま、まあいいけどよ……」


    　そんなふうに素直に謝られると……ちっ。可愛かわいいじゃねえかよ。


    「わたし、拓也さんに伝えたいことがあったんです。ねねね、拓也さん。ちょっとのあいだ、目を閉じていてくださいます？」


    「目を？　かまわんが、なんでだ？」


    「えっと、んーと……恥ずかしいので」


    「……」


    「見られてると恥ずかしくて、言いにくいので」


    「……わーった」


    　俺は言われたとおり目を閉じた。視界からいろんなものが消えて真っ暗になり……心臓がドクンドクンドクンドクン、緊張が高まる。


    「じゃ、言いますね……」


    「お、おう」


    　こっちも腹くくったぜ。


    　ＹＥＳでもＮＯでも覚悟はできてるから、ボカンと言っちまってくれ……。


    　意外にも七な菜な香かは静かに語り始めた。


    「その、さっきはありがとうございました……」


    「へ？」


    「あの、ステージでのことです。……わたし、まだお礼を言ってませんでしたでしょ？　ホントにホントにありがとうございました。あんなにいっぱい無茶して、笑いものになるのもかまわず助けてくれて……。わたし、拓たく也やさんにすっごく感謝してるんです」


    「あ、ああ」


    　まいったな……。


    　七菜香にこんな殊しゆ勝しようなこと言われるのは初めてだぜ。ドキドキに拍車がかかる。


    「わたし、あのままじゃステージで生き恥をさらしちゃうところでした。ホントはすっごい怖かったんです……。不安で、苦しくて、限界近くて……。もうギリギリでした。拓也さんが助けてくれなかったら、わたしの人生、絶対おしまいになっちゃってたんです……」


    　うむ。代わりに俺の人生が終わったわけだが──。


    「気にすんなよ、七菜香。俺がしたくてしたことさ」


    「拓也さん……」


    　目を閉じているから七菜香がどんな表情をしているのかはわからん。だがその声はさっきより一段と熱を帯びて、


    「拓也さんはいつもわたしを助けてくれる。いっつもわたしを見ていてくれる……。うれしいです。わたし、わたし、いまごろになってようやくそのことに気づいて……」


    「な、七菜香……？」


    「拓也さんの気持ち、わたしにしっかり伝わっちゃいました。わたし、もうこれ以上ないくらいビビビッときちゃったんですっ」


    「七な菜な香か……っ」


    「遅くなってゴメンなさいでした。わたし、いまから拓たく也やさんの告白に答えますっ！」


    　そして七菜香は高らかに告げた。


    



    「大好き！」


    



    　あ……。


    「わたしもだいだいだーい好きっ！　拓也さんのこと、最高に好き！」


    　……マジか。


    　マジでか。


    　ヒョ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～！


    　俺の脳からアドレリナンがプシューッ！　スプリンクラーみたいに噴出する。おそろしいほどの多幸感が押しよせ、体じゅうがカーッと熱くなる。


    　七菜香も俺と同じ気持ちだったのか。


    　俺の初恋は成じよう就じゆするんだ。


    　……たまんねえ！


    　幸せすぎてくたばりそうだよ。


    　これってマジで現実かぁ……？


    「んぅむ！」


    　不意にあったかくてやわらかな感触、チュッ──。俺のくちびるにプルプルしたなにかが一瞬だけふれる。


    　……いまのって……！


    　思わず目を開けると、すでに七菜香は俺の胸に頭をうずめていた。甘い香りを立ちのぼらせながら、力いっぱいむぎゅーっとしがみついている。俺はゆっくりと手をのばし、


    　ああ──。


    　そいつはまちがえようのない現実の感覚だ。


    　ここにいるのは生なま身みの体を持った正しよう真しん正しよう銘めい、現実の女の子。


    　俺は長い長い苦闘の果てに、ようやくそいつを抱きしめることができたのさ。


    「うー……あったかい……。拓也さん、気持ちいい、ですぅ……」


    　俺の胸に強く押し付けられる七菜香の顔は当然のことながら見えん。


    　それにしても。


    　なんちゅう。


    　くああーっ、言葉にしにくいぜ。


    　むむむ、胸の感触が……。


    　やややわらかいんですが……。


    「拓たく也やさん」


    「なっ、なんでひょうか？」


    「いっぱい好きー！」


    



    　そう言うと七な菜な香かはパッと顔をあげて──その頰ほおは真っ赤に染まっていた──はにかむように「へへへ」と笑ったのだった。


    



    



    　さて。


    　そんなこんなで若干できあがった感じの俺たち。


    　熱くゆだったその場の空気に流され、「よし！　じゃあ景気づけにいっちょエロゲショップとか行ってみっかー？」なんて冗談を言ったら、「いいですね！　ガッツリ行きましょう、エロゲショップ！」とマジで返されちまい、えええええええ、と思いながらもコクンと首しゆ肯こう。沸わいた頭の俺たちは最も寄よりのショップへふらふら歩き出す。


    　でもって、到着した先では卒そつ倒とうするような衝撃の展開が待ち受けているんだが……。


    　ま、それはさておき。


    　とりあえず。


    　いまはまだもう少しだけこのヨロコビに浸ひたっていたい。


    　いいじゃねえか、浸らせてくれよ。


    　現実ばなれした美少女、白しら雪ゆき七菜香が、俺の告白を受け入れてくれたということ。その現実とは思えないような多大なるヨロコビにさ。


    
      〈完〉

    

  


  
    



    　　　あとがき


    



    　初めまして、鮫さめ島じまくらげと申します。


    　この度第４回小学館ライトノベル大賞『ガガガ賞』という身に余る賞をいただきました。ありがたいことです。これから精一杯頑がん張ばりますので、よろしくお願いします。


    



    　書店であとがきから読んでいる方のために最初に一言だけ。


    　この話はラブコメです。オタクのオタクによるオタクのための青春ラブコメ。カラーページのイラストに付いているセリフが微び妙みようにカオスですが、ネットワークビジネスに関する本ではないので、その辺り誤解しないでいただければ幸いです。


    



    　以下よりネタバレが含まれますので、本編未読の方はご注意ください。


    　作中に様々なパロディとオマージュが登場します。オタクが主題なので、それには取り組まざるを得ません。扱いには熟考を重ねました。その結果、マンガも小説もアニメもゲームもネットもすべてを等しく取り扱っています。それが誠実な態度だと思ったからです。この本が刊行されるガガガ文庫までネタにしていますが、全てはリスペクトの念があっての事。ほか、自分を育はぐくんでくれたオタク文化全般に対し、感謝と尊敬の気持ちを抱いだいておりますので、ご理解の程ほどをお願い致いたします。


    



    　この話を書き始める前、こんな風に思っていました。


    　二次元と三次元の間には明確な境さかい目めがあり、現実と虚きよ構こうを混同するのはまずい。


    　勿もち論ろんそれは当然の事なのですが、書き終えた今はこうも思っています。


    　現実と虚構を混同するのはまずいが、人間の意識には虚構が多分に含まれている。虚構は現実に強い影響を与える。実際、オタク的な考え方や言葉遣づかいを一般の方々もしている事が多々あるし、そういう意味では虚構は現実。でも境目はどこかにあって、それは一体どこなのか？　どこからが現実でどこからが虚構で……。


    　といった辺りを２巻でも追つい究きゆうしつつ、楽しいラブコメに仕上げたいと考えております。


    



    　最後にお世話になった方々への謝辞を。編集部の皆様、竜りゆう騎き士し０７様、出版の機会を与えてくださってありがとうございました。担当のＹ様、今後も面白いネタを色々教えてください。イラストの双そう龍りゆう様、最高の絵をありがとうございます。


    　そしてここまで読んでくださった読者の皆様に心より感謝申し上げます。

  


  
    鮫島くらげ


    Kurage Samejima


    



    秋葉原がホーム。


    その界かい隈わいの人からアキバ鮫と呼ばれて親しまれている。


    特技は恋愛。※二次元限定。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ななかさんは現実
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